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[image: 魔法科高校の劣等生　司波達也暗殺計画(2)]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







　西暦二〇九六年四月二十五日。日本の魔法大学付属第一高等学校で歴史的な実験が行われた。後世において「回天の曙しよ光こう」とも「破局の火種」とも呼ばれる常駐型重力制御魔法式熱核融合炉、通称『恒星炉』の実験を成功させたのは、まだ十代の高校生だった。








［１］






　横よこ浜はま市し山やま下した町ちよう、通称『中ちゆう華か街がい』と呼ばれている街の一角にその店はあった。

　店構えといい大きさといい、高級店と呼んで差し支えないだろう。

　表には滅多に出てこないオーナーの氏名は周しゆう公こう瑾きん。三さん国ごく志しの英雄を連想させる芸名のような名前だが、本人によれば本名だ。

　西暦二〇九六年五月初旬の、とある夜。

　周しゆう公こう瑾きんは表に出ないという慣例を破って、一組の客をもてなしていた。

　相手は初老のビジネスマンと、その護衛。

「如何いかがでしょう？　岩いわ切きり様にとっても、メリットのあるお話しだと思いますが」

　周しゆう公こう瑾きんが老酒ラオチユウを勧めながら、岩いわ切きりという名のビジネスマンに笑顔を向ける。

「その小こ西にしという女性が率いている反魔法主義団体には、色々ときな臭い噂うわさが付つき纏まとっているようですが。構成員がたびたび暴力事件を引き起こしているのみならず、教祖自らそれを命じているとか」

　岩いわ切きりは口調を荒立てることこそしなかったが、その舌ぜつ鋒ぽうは中々鋭いものだった。

「噂うわさですよ」

　しかし周しゆう公こう瑾きんの表情にも声にも態度にも、動揺は見られない。

「構成員が警察に捕まることはあっても、団体との関係が報道されたことはありません」

　むしろ周しゆう公こう瑾きんの笑みは、余裕を増しているようでさえあった。

「今後、構成員の誰かが人を一人殺したとしても、それを小こ西にし様と結びつけて報道するマスコミは決して現れないでしょう。ましてや、小こ西にし様の交友関係が詮索されることはあり得ません」

　周しゆう公こう瑾きんが岩いわ切きりのグラスに老酒ラオチユウを注つぎ足たすべく、テーブルに身を乗り出す。

　近くなった距離から、周しゆう公こう瑾きんが岩いわ切きりに囁ささやきかける。

「そのような駒を、お探しだったのではありませんか？」

　岩いわ切きりの眉が微かすかに震えた。

　老酒ラオチユウを注ぎ終わった周しゆう公こう瑾きんが、元の姿勢に戻る。

「何より、岩いわ切きり様と小こ西にし様は同じ相手を排除したいとお考えです」

　初老のビジネスマンが、開き直ったように鼻を鳴らして笑った。

「否定はしませんよ」

　小馬鹿にしようとして、忌いま々いましさを隠し切れない。岩いわ切きりの口調は、彼の複雑な心情を反映していた。

　その感情を向ける相手は、周しゆう公こう瑾きんではない。

「核融合発電が実現すれば、我々の業界が打撃を被こうむるのは隠しようのない事実です。魔法を使ったからといって、核融合炉がそう簡単に実用化するとは思いませんがね」

「仰おつしやるとおり、魔法は決して万能ではありません。今回の実験も、実用的な核融合炉には程遠いものでした」

　周しゆう公こう瑾きんは一旦言葉を切って、神妙な表情を作った。

「しかし、これまでに実施されたどの実験よりも、今回、魔法大学付属第一高等学校の生徒によって行われた『恒星炉』実験は核融合炉の実用化に近づいたものと言えます」

「……一高の司し波ば達たつ也やか」

「岩いわ切きり様のお立場では、座視できないのではございませんか」

　岩いわ切きりは中堅電力会社の部長の肩書きを持っている。現代の電力供給は太陽光をエネルギー源とする発電が主流となっているが、その形態は太陽光パネルによる直接発電、太陽熱を利用した蒸気タービン、太陽熱利用のスターリングエンジン、光触媒水素生成装置による水素を用いた燃料電池、同じく太陽光由来の水素を使った水素ガスタービン発電など様々だ。

　同じ太陽光パネル発電所で見ても、メガフロートにパネルを敷き詰める洋上型と空き地にパネルを設置する陸上型、民家やビルの屋根に設置されたパネルから電気を仕入れる卸売り型の三業態に分かれている。

　岩いわ切きりの会社は太陽光パネルの陸上型だ。パネルの性能向上が頭打ちとなっている現在、発電量はどれだけ広く、日当たりの良いい土地を確保できるかに掛かっている。

　陸地の面積は有限だ。増設可能な土地が限られているだけではない。今現在使用している土地も、利益率が低下すればより収益性の高い用途に転用されてしまう。電力需給が大幅に緩和すれば、土地有効活用や治水、環境改善の名目で行政の介入を受ける可能性もある。

　魔法による核融合発電がどの程度の収益性を有しているのか、現段階では不明。だが、楽観視はできない。第一高校の生徒が言うところの『恒星炉』が計画どおりに実用化すれば、昼夜を問わず、天候に左右されず、大量の電力が供給されるようになる。

　魔法核融合炉は岩いわ切きりの会社とその同業者にとって、無視し得ない潜在的脅威だ。司し波ば達たつ也やが開発した技術によって、岩いわ切きりの会社は将来、倒産に追い込まれるかもしれない。そして会社の存続を危うくする芽を、手段を選ばず摘み取るのが岩いわ切きりの仕事だ。

　同業他社にも岩いわ切きりと同じ仕事を担当する社員がいて、彼らは基本的に協力し合っている。会社同士は競争関係にあるが、業界共通の敵に対しては手を結びその排除に当たる。所属する組織は違っても、彼らは仲間同士と言って良い。

　魔法核融合炉技術が脅威であるという認識は、岩いわ切きりだけでなく彼らに共通のものだった。その実用化を阻止する為ためにあらゆる手段を講じることで、既に彼らは合意に達していた。

　その手段の中には、魔法核融合炉実現のキーパーソンである司し波ば達たつ也やの暗殺も含まれている。いや、最も効果的な対策として実行が検討されていた。だが、仕事柄暴力組織との付き合いが浅くない岩いわ切きりたちでも、殺人の手配となれば容易には行かない。殺し屋の調達だけなら然さ程ほど苦労しないが、自分たちが疑われては会社がダメージを受ける。それでは意味が無い。実行犯は、岩いわ切きりたちに関係無く司し波ば達たつ也やを殺す動機を持っていることが条件になる。

　だが、そんな都合の良いい殺し屋が簡単に見つかるはずもない。依頼先の選定がネックになって、岩いわ切きりたちの間には焦あせりが広がりつつあった。そこに周しゆう公こう瑾きんがコンタクトしてきたのである。

　とはいうものの、岩いわ切きりは業界を代表してこの場に出てきているわけではない。形式上は会社の代表ですらない。

「……そうですね。私はあの少年の存在を無視できない。良いいでしょう。周しゆうさん、貴方あなたのお勧めどおり、その方に会ってみることにします」

　あくまでも岩いわ切きり個人として、彼はここにいる。だから誰に相談することもなく、思い切った決断ができるのだった。

「承知致しました。それでは早速先方と予定のすり合わせをしたいと存じますので、岩いわ切きり様のご都合をうかがってもよろしいでしょうか」

「明後日あさつての夜では如何いかがでしょう」

　岩いわ切きりの答えは、無理難題とは言わないまでも相手に対して不親切なものだった。

　夜ももう遅い。周しゆう公こう瑾きんが相手に連絡するのは明日になるだろう。そして、その翌日の予定をいきなり空けろと言っているのだから。

「場所はこちらでよろしいでしょうか」

　しかし、周しゆう公こう瑾きんは微かすかに眉を顰ひそめることすらしなかった。

「構いません」

「では、お席を支度しておきます」

　周しゆう公こう瑾きんはただ、慇いん懃ぎんに一礼した。





◇　◇　◇






　岩いわ切きりを店から送り出したのは、日付が変わる一時間前のことだった。周しゆう公こう瑾きんは普段の仕事場である書斎に移動し、ドアに鍵を掛けて動画電話ヴイジホンに手を伸ばした。

　真夜中であるにも拘かかわらず、発信ボタンを押す彼の指に躊躇ためらいは無い。

　呼び出しのコールは、三回を数えなかった。

『周しゆう先生、お電話をお待ちしておりました』

　動画電話ヴイジホンのモニターに登場したのは、ミドルエイジの女性だった。まあまあ美人と言えなくもないが、客観的に見て男の周しゆう公こう瑾きんの方が顔立ちは整っている。

「夜分遅くに申し訳ありません。岩いわ切きり様がようやくお帰りになったところでして」

『時間についてはお気になさらず。では、お話し合いは上う手まく行ったのですね』

　周しゆう公こう瑾きんの答えに画面の女性、小こ西にしはその目に獲物を見付けた猛もう禽きんのような光を宿した。

「岩いわ切きり様は明後日あさつての夜に小こ西にし様とお会いになりたいと……」

『承知致しました』

　周しゆう公こう瑾きんが首尾を言い終える前に、小こ西にしは被かぶせ気味にそう答えた。

『七時にお邪魔しますわ』

「午後七時ですね。岩いわ切きり様にはそのようにお伝え致します」

『では明後日あさつて』

　小こ西にしは満足げな笑みを浮かべていた。

　それは目もく論ろ見みどおり「お客様」を獲得できたことに対する俗物的な笑みだった。





◇　◇　◇






　二〇九六年五月十一日、金曜日の夜。

　グレーのボックスワゴンが都市高速道路から夜よ更ふけの都心に降りる。

　高級歓楽街の入り口で路肩に停とまったワゴンの助手席で、道中、ムスッとした表情と沈黙で不機嫌を主張していた少女が分わかり易やすくため息をこぼした。

「ナッツ、体調が悪いんですか？」

　運転席の男性が、少女に声を掛ける。そのセリフに反して、口調は余り心配そうではない。

「……なあ、クロコ。最近のあたしは、働き過ぎだと思うんだよ」

　実年齢十九歳にも拘かかわらず十五歳以下にしか見えない少女、『ナッツ』こと榛はしばみ有ゆ希きは、再度これ見よがしにため息を吐つき、セリフと口調と表情で不満を表現した。

　しかし運転席の男性、『クロコ』こと鰐わに塚づかの態度は変わらなかった。

「そうですか？　今夜の案件は、今週まだ二件目ですよ？」

　だから働き過ぎには当たらないというわけだ。鰐わに塚づかの指摘は、有ゆ希きが普通のＯＬであれば妥当なものだったに違いない。

「週一でも多すぎるくらいだろ！　殺し屋だぞ、あたしは！」

　しかし、この場合は有ゆ希きの主張に軍配が上がるだろう。彼女の職種は、普通ではないのだ。一人の殺し屋が一週間に三件も四件も仕事を受注するような社会は、内戦に片足を突っ込んでいるに違いない。

「この前の仕事はあちら絡がらみの急な案件でしたから……」

「会社の仕事とは別勘定ってか？　直属になんざ、なるんじゃなかったぜ」

　有ゆ希きは『亜あ貿ぼう社しや』という組織に所属する殺し屋だ。だが彼女にはもう一人の雇い主がいて、そちらの仕事はどんなに忙しくても断れない。今週終えた仕事というのは、会社からの命令ではない、彼女のスケジュールを無視した飛び込みの事案だった。

「そんなの、今更じゃないですか。それに今夜の仕事は、いつもナッツが言っている『女の魅力』の見せ所ですよ」

「……殴るぞ」

「くわばらくわばら」

　有ゆ希きが拳を握ったのを見て、鰐わに塚づかがわざとらしく震えてみせる。彼女が本気ではないと分かっているからできる真ま似ねだ。有ゆ希きは身体強化フイジカルブーストの異能力者で、彼女がその気になれば鰐わに塚づかを簡単に素手で撲殺できる。

　有ゆ希きが握り締めていた右手の力を抜いて、自分の身体からだを見下ろした。思わず自嘲の笑みが漏れそうになるのを寸前で堪こらえる。自分から似合っていないと認めたら、負けだと思ったのだ。「こんな格好で仕事ができるのかね……」

　有ゆ希きの装よそおいは、一言で表現すればリトル・ブラック・ドレスだった。膝上丈、黒一色のシンプルな、Ａラインのパーティドレス。靴はヒール五センチのパンプス。ミニマムサイズの女性を好み、かつロリコンではないというターゲットの趣味に合わせた格好だ。

「強度は問題無いはずですが」

　もちろん、見た目どおりのドレスではない。ワンピース自体の生地も防刃仕様だが、長手袋とストッキングは肌の色が透ける薄手の物に見えて、実は厚みのある防弾防刃布でできている。手袋はファイティングナイフのブレードを受け止められる代物だし、ストッキングは靴を脱いでガラスの破片の上を走り回っても怪け我がをする心配が無い優れものだった。
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「会場にはドレスアップした女性しか入れない上に、徹底的なボディチェックを受けますから、どっちにしても武器は持ち込めませんよ」

「セクハラし放題か。腐ってやがんな」

「だから私たちの出番があるんですけどね」

　有ゆ希きが所属する亜あ貿ぼう社しやは、「腐った」相手しかターゲットにしないという建前がある。

「仕事だからな。愚痴っていても仕方ないか」

　有ゆ希きは観念した顔で、ドアの開閉レバーに手を掛けた。

「行ってくる」

「お気を付けて」

　有ゆ希きは鰐わに塚づかに背中を向けたままヒラヒラと片手を振って、歩行者専用の脇道を奥に進んだ。




　二〇九六年五月十二日土曜日の朝刊は、東とう京きようの繁華街で起こった一件の殺人事件をそれなりのスペースを使って報じた。

　殺された被害者は四人。扱いが大きくなったのは、被害者の一人がエネルギー行政に携わる高級官僚で、他の三人が電力会社の社員だった所せ為いだ。殺された場所が売春接待目的と噂うわさのある会員制クラブの一室だった為ため、マスコミの食い付きが良かったのである。

　マスコミの関心は、高級官僚の行状に集まった。

　彼はそこで、何をしていたのか。

　彼はそれまで、何をしていたのか。

　彼は何を支払い、何を受け取ったのか。

　殺された電力会社の社員は、余り注目されなかった。報道陣が群がった対象は、口が利きけなくなった死者ではなく彼らの質問に答えてくれる会社の幹部だった。

　被害者の遺族にマイクを向けられることは少なかった。

　ましてや身寄りの無い被害者は、『岩いわ切きり来らい人と』という氏名が報じられただけで、会社における役職すら言及されることは無かった。





◇　◇　◇






　二年前、有ゆ希きはワンルームのアパートで一人暮らしをしていた。だが昨年末、彼女は３ＤＫのマンションに引っ越した。

　有ゆ希きの希望による転居ではない。雇い主の命令だ。

　彼女は亜あ貿ぼう社しやに所属する殺し屋だが、本当のボスは別にいる。

　二年前の春、亜あ貿ぼう社しやは十師族・四よつ葉ば家けの分家である黒くろ羽ば家けの傘さん下かに組み入れられた。

　切っ掛けは有ゆ希きがある少年に仕事現場──暗殺の現場を目撃されたことだった。

　その少年がただの一般人だったならば、その場で口を封じて終わりだった。いや、一般人でなくても、ただの不良少年、ただの破落戸ごろつき、ただのチンピラ、ただのヤクザ……とにかく、そこかしこに転がっているような相手ならば、簡単に始末できたはずだった。

　しかしその少年は、特別な存在だった。『司し波ば達たつ也や』の名を持つ少年は、プロの暗殺者である有ゆ希きの手に負えない怪物だった。有ゆ希きが至近距離から撃ち込んだ銃弾を手で受け止めて粉微塵にしてしまうような化け物だった。

　しかもその少年は、個人として特別であるだけではなかった。彼の背後には、暗黒街の住人から破滅を運ぶ邪神の如ごとく恐れられている四よつ葉ば家けがついていた。

　司し波ば達たつ也やの暗殺を試みた有ゆ希きは四よつ葉ば分ぶん家け・黒くろ羽ば家け長男、黒くろ羽ば文ふみ弥やの介入を招く。有ゆ希きと文ふみ弥やは何度か刃を交え、最終的に組織として有ゆ希きを支援した亜あ貿ぼう社しやが黒くろ羽ば文ふみ弥やの軍門に下る結果となった。有ゆ希き自身も、司し波ば達たつ也やに二度と刃向かう気力も湧かない程の完敗を喫した後、文ふみ弥やに拉致されて服従を誓わせられた。

　亜あ貿ぼう社しやが黒くろ羽ば家けの傘さん下かに収まったのは、黒くろ羽ば文ふみ弥やに敗れた結果だ。その際有ゆ希きは会社を通じて黒くろ羽ば家けの支配を受けるのではなく、文ふみ弥やの直属の部下に収まった。

　普段亜あ貿ぼう社しやの仕事をしているのは、関連会社に派遣されているようなものだ。会社は有ゆ希きに対する命令権を持っているが、彼女が本当に従わなければならないのは文ふみ弥や個人だった。

　日曜日の昼前、亜あ貿ぼう社しやの社宅よりセキュリティが徹底しているマンションに鰐わに塚づかが訪ねてきた。彼は有ゆ希きが亜あ貿ぼう社しやに所属する前から彼女のパートナーで、雇い主が替わってもその関係に変化は無かった。

「おはようございます。今日は起きていたんですね」

「あたしだって毎日毎日昼過ぎまで寝てるわけじゃねえよ」

　リモートで解錠されたドアから一人でダイニングにまで入ってきた鰐わに塚づかを、有ゆ希きはテーブルの前に座ったままで迎えた。なお彼女の顔には化粧気が無く（すっぴんということだ）、髪には直しきれていない寝癖が残っていた。そして有ゆ希き本人にも鰐わに塚づかにも、それを気にしている様子は無かった。

「それで、朝っぱらから何の用だ」

「もう十一時過ぎなんですけど……」

「まだ午前中じゃないか。だったら朝でも間違いじゃないだろ」

「いや、まあ……それはともかくとして。一昨日、ナッツが回収してきた情報端末の中身を洗い終わったんですが」

「何が出てきた？」

　一度首を左右に振り、気を取り直して本題を切り出した鰐わに塚づかに、有ゆ希きも眠気が完全に消えた眼まな差ざしを向ける。

「予想どおり、売春顧客リストが隠れていました。売春させられている方のデータも。女の子だけじゃありませんでしたよ」

「そりゃ、女の政治家や官僚だっているし、女にも性欲はあるからな」

「買う方は男性が圧倒的多数でしたけどね。それで、ストレージの深い階層に別のデータもありまして……」

　鰐わに塚づかの口調が歯切れの悪いものになる。

「……悪い予感がしてきたぞ」

　有ゆ希きも言葉だけでなく、逃げ腰だ。

　だが聞かずに済ませるわけにはいかないと思ったのだろう。視線で続きを促した。

「あの人の暗殺を目的とする会合の録音データが。多分、隠し録どりだと思いますが」

「あの人って……、あの人か？」

「あの人で間違いないかと」

　有ゆ希きと鰐わに塚づかが、青くなった顔を見合わせた。

「……その録音とやらを聞かせてくれ」

　有ゆ希きのリクエストに応えて、鰐わに塚づかが自分の端末にコピーした音声データを再生する。

「ナッツ……。どうします？」

　再生された音声を聞き終えて渋い顔をしている有ゆ希きに、鰐わに塚づかが訊たずねる。

「どうしますって……、知らん顔はできないだろ」

　口にしたセリフとは裏腹に、有ゆ希きの顔には「関わりたくない」と書かれていた。
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　有ゆ希きからの情報提供によって中堅電力会社による司し波ば達たつ也や暗殺計画の存在を知った黒くろ羽ば文ふみ弥やは、すぐに本家・四よつ葉ば家け当主である四よつ葉ば真ま夜やに電話を掛けた。

「あらあら。達たつ也やさんも大変ね」

　動画電話ヴイジホンのモニターの中で文ふみ弥やの報告を聞き終えた真ま夜やは、笑い出すのを堪こらえている表情でそう呟つぶやいた。

　真剣味が感じられない彼女の態度に、モニターの中の文ふみ弥やが無言で不満を表明する。

　彼の可か愛わいい抗議に真ま夜やは気分を害さなかった。むしろ、彼女の表情はますます楽しそうなものになる。

「そんなに心配しなくても良いのでは？　たかがローカル企業の犯罪部門が手を組んだくらいで、達たつ也やさんが後れを取ると思いますか？」

『達たつ也や兄さんが後れを取ることなどあり得ません』

　真ま夜やの言葉をそのまま使って、文ふみ弥やが断言する。その信頼と言うより信仰に近い物言いに、真ま夜やはとうとう失笑を漏らした。

「……ごめんなさい。でも、そうね。今の達たつ也やさんはこの前の実験で注目されているから、たとえ正当防衛でも暴力沙汰が明るみに出るのは好ましくないわね」

『そう思います』

　介入を匂わせる真ま夜やの言葉に、文ふみ弥やは再度の心変わりを恐れたのか、すかさず相あい槌づちを打った。

　真ま夜やが隣に立つ葉は山やま執事に目を向ける。

「文ふみ弥や様にお任せしてよろしいかと」

　主の視線に応えて、葉は山やまが恭うやうやしく頷うなずいた。

　真ま夜やがモニターの中の文ふみ弥やと目を合わせる。

　文ふみ弥やの顔が少し強こわ張ばったのは、緊張が上積みされた故か。

「文ふみ弥やさん。対処は貴方あなたに任せます。ただ分かっているとは思うけど、貴方あなたが表に出るのも避けなければなりません」

『心得ております』

　文ふみ弥やは素性を隠して第四高校に通っている。四よつ葉ば一いち族ぞくであることも、諜ちよう報ほうに携わっていることも秘密だ。それは本人も良く理解していることだった。

「あの子、何と言ったかしら……。そうそう、榛はしばみ有ゆ希きさん。彼女を使いなさい。東とう京きようにいるのだからちょうど良いいでしょう？」

　ターゲットになっている達たつ也やは東とう京きよう在住。一方、文ふみ弥やは第四高校の地元である浜はま松まつに住んでいる。護衛ではなく暗殺団の殲せん滅めつを目的とするにしても、確かに少々不便だった。

「それと、一人見習いを引き受けてもらいたいのだけど」

『訓練中の戦闘員ですか？』

　四よつ葉ば家けは三十年余り前、ある事件で戦力となる魔法師の約半数を失った。それ以来、戦力の拡充は彼らの重要課題になった。当時を上回る戦力を確保した今も、四よつ葉ば家けは戦闘魔法師の育成をハイペースで続けている。

　訓練の最終過程で実戦任務をあてがうのは、四よつ葉ば家けに限ったことではない。諜ちよう報ほう要員や暗殺要員として育てているなら、黒くろ羽ば家けに預けるのは妥当と言える。

「ええ。桜シリーズの女の子なのだけど、魔法特性が護衛には余り向いていなくて」

『珍しいですね』

　魔法師の育成には初期段階から遺伝子操作技術が投入されていた。国家が開発した魔法師は多かれ少なかれ遺伝子操作を受けている。本人が遺伝子操作されていなくても両親以上の世代で改造された遺伝子を受け継いでいる。

　しかし彼らに施された遺伝子操作は、統計的に得られた魔法師の製造に適する卵子と精子の組み合わせで得られた受精卵から、遺伝病の原因になる遺伝子異常を取り除くというもの。類似した卵子と精子の組み合わせから作り出される個体同士が子供を作った場合、近親婚と同じリスクが予測されたが故の措置だ。

　それに対して、受精前の段階から遺伝子を設計されて生み出された魔法師は特殊な例として『調整体』と呼ばれ、そうでない魔法師とは区別されている。

　同じ遺伝子設計に基づく調整体は「●●シリーズ」という名称でグルーピングされ、一卵性双生児のように全く同じ遺伝子を持つのではないにしても、普通は同じ体質、同じ魔法特性を有している。だが「希まれに」というほどではないにしても、低い確率で同じシリーズの調整体と異なる魔法特性を持つ個体が誕生することがある。

『桜シリーズ』は対物・耐熱魔法障壁の構築に優れた特性を持つ調整体だ。その魔法特性から普通は個人や集団の護衛、建造物の防衛を得意としている。文ふみ弥やが「珍しい」と発言したのは、そういう理由からだった。

「魔法力に問題は無いから、盾ではなく刃として使おうと思って。この子よ」

　そう言って真ま夜やが手元のリモートコンソールを操作する。

『桜おう崎ざき奈な穂お、今年十五歳の女の子ですか……』

　文ふみ弥やが手て許もとに届いたデータを見て困惑気味に呟つぶやく。思っていたよりも年齢が低い為ためだ。

「家事の腕前は合格点ですよ」

『……分かりました。有ゆ希きの部屋に、住み込みの家政婦として派遣します』

　一見、何の関係も無さそうな発言をした真ま夜やの意図を、文ふみ弥やは取りこぼさなかった。
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「というわけで、今日からこちらにお世話になります、桜おう崎ざき奈な穂おです！　よろしくお願いします！」

　有ゆ希きがあてがわれている賃貸マンションのダイニング。

　目の前でピョコンとお辞儀してニコニコ笑う自分より小柄な少女を、有ゆ希きは椅子に座ったまま胡う散さん臭くさそうな目付きで睨にらんだ。

「……何が『というわけ』なんだよ」

「あれっ？　説明の仕方が悪かったのでしょうか？　ではもう一回、最初から行きますね。あたしの名前は」

「桜おう崎ざき奈な穂お、だろ。聞こえてたよ」

「あっ、そうですか」

　有ゆ希きの不機嫌な声にも、奈な穂おと名乗った少女はまるで動じた様子が無い。

「じゃあかいつまんで要点だけご説明しますと、黒くろ羽ば文ふみ弥やさまのご命令で住み込みの家政婦をさせていただくことになりました」

「ああ、そう言ってたな……」

　有ゆ希きはうんざりした顔を奈な穂おに向けて、足の爪先から頭の天てつ辺ぺんへ、頭から右腕、右手の指先、右手から右腕に返って左腕・左手の指先へとゆっくり視線を動かした。

　不ぶ躾しつけな観察を受けても、奈な穂おの笑みは変わらない。それはある意味、理想的な愛あい想そ笑わらいだった。見る者を白々しいと苛いら立だたせることもない、ただ相手の緊張を弛し緩かんさせる笑顔だ。

　それも含めて、有ゆ希きはこの少女が何から何まで気に入らなかった。

　華きや奢しやな手足、薄い胸、細い腰。

　有ゆ希きがコンプレックスを懐いだいている「女らしさ」の欠如を戯画的に強調したような体型でありながら、少女のものにしか見えない柔らかな輪りん郭かくの身体からだ付き。

　少し垂れ目の、庇ひ護ご欲を刺激する容貌。焦げ茶色の長い髪を三つ編み、二つ結びにしたおさげのヘアスタイルも幼いた気いけで人畜無害な雰囲気を強めている。

　だが、有ゆ希きには分かる。

　これは擬態だ。

　あの草食小動物のような見た目の下には、肉食獣の鋭い爪と牙が隠れている。いや、隠しているのはサソリの毒針か。

　有ゆ希き自身が、自分の子供っぽい外見を利用し獲物に近づくから分かる。有ゆ希きは自分の未成熟な外見と、それを利用する仕事の手口を本音では嫌っている。桜おう崎ざき奈な穂おという少女は、そんな「嫌いな自分」を極端化したような存在だと、有ゆ希きは同どう族ぞく嫌けん悪おの直感で見抜いたのだった。

「……それで、置いていただいてもよろしいでしょうか」

　笑みを消し、神妙な表情で奈な穂おが問う。

　有ゆ希きは座っていて、奈な穂おは立っている。目線は奈な穂おの方が高い。

　にも拘かかわらず、上目遣いに見上げるような奈な穂おの眼まな差ざしに、有ゆ希きは舌打ちを漏らした。

「文ふみ弥やの命令なんだろ。だったらあたしに拒否権は無いよねーよ」

　嫌がっているのが、あからさまな回答。

「ありがとうございます！」

　それなのに、奈な穂おは花のような笑みを浮かべた。
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　奈な穂おは一応、現在の住人である有ゆ希きの意思を尊重する姿勢を見せた。具体的には、有ゆ希きの承諾を得る前から自分の荷物をマンションに運び込んだりはしなかった。

　だが、有ゆ希きが渋々同意を表明した一時間後に家具を含めた奈な穂おの荷物が運び込まれた手て際ぎわの良さは、断られることを想定していなかったとしか思えない。明らかに、拒否できない有ゆ希きの立場を見透かしたものだった。

　有ゆ希きは当然、面白くない。彼女は奈な穂おの荷ほどきを、苦虫を嚙かみつぶしながら眺めていた。

　一方の奈な穂おは最初から手伝いを当てにしていなかったのか、傍観するだけの有ゆ希きを気にせずテキパキと自分の荷物を片付けて、たちまち生活可能な状態を作り上げた。そしてすぐにエプロンを身に着け、掃除機のコントローラーを手に取った。

　有ゆ希きが住んでいるマンションには現代の平均的なホームオートメーションが備わっていて、セットさえ忘れなければデフォルトの設定でも清潔な住環境が保たれる。だがオートメーションであっても、使い方次第、使う者次第で仕上がりは随分変わってくる。

　その事実を有ゆ希きはこの後、まざまざと見せつけられることになる。

　奈な穂おがコントローラーを手に取ってから一時間も経たたない内に、有ゆ希きの住まいは全室見違えるほどきれいになった。塵ごみや埃ほこりを取る機能は誰が使っても同じはずだが、掃除をした後の印象がまるで違うのだ。それに、デフォルトの設定で全室清掃を行うのと比べて、所要時間が半分近く節約されていた。

「…………」

　口を「へ」の字に結んでいる有ゆ希きに、奈な穂おはあざとい笑顔で話し掛ける。

「遅くなりましたけど、すぐにお夕食の支度をしますね」

　既に時刻は午後八時を過ぎている。確かに夕食の時間としてはやや遅い。

　だが、有ゆ希きが中堅電力会社の非合法活動部門による司し波ば達たつ也や暗殺計画を知ったのが今日の昼前。それを文ふみ弥やに報しらせたのが正午過ぎ。文ふみ弥やが四よつ葉ば家け当主に報告したのは午後一時で、奈な穂おがこのマンションに着いたのは午後五時前だ。それを考えれば、事態は急速に展開していると言える。

「ああ」

　無愛想に答える有ゆ希き。しかし彼女の機嫌が悪いのは、夕食が遅くなった所せ為いではなかった。十一時に起床した彼女が昼食をとったのは午後三時前後だ。まだ空腹という状態ではない。

　もっとも、有ゆ希きが腹を空かせて気が立っているのだとしても、奈な穂おは気にしなかったに違いないが。

「何か、お嫌いな食材はありますか？」

「好き嫌いは無い」

　噓うそである。有ゆ希きに食べられない料理は無いが、苦い物が全般的に苦手だ。

「それは素敵です」

　有ゆ希きの張った見み栄えに気付かなかったのか、それとも気付かないふりをしたのか、奈な穂おは弾むような口調のお世辞を残してキッチンに消えた。




　有ゆ希きにすれば口く惜やしいことだが、奈な穂おがあり合わせの材料で手早く作った夕食は美お味いしかった。

「……お前も食べろよ」

「はい、いただきますね」

　テーブルの向かい側でニコニコ笑いながら有ゆ希きの食事する姿を見ていた奈な穂おが、有ゆ希きに声を掛けられて箸を取る。

　どうやら許可を待っていたようだ。

（時代錯誤かよ！）

　有ゆ希きは心の中で毒突きながら箸を動かす。

　ついていけない。

　もう、こいつの相手をするのは止めよう。

　そう考えて、有ゆ希きは食事に専念しようとした。

「ところで、誰を殺せば良いんですか？」

　その所せ為いで、奈な穂おの一言は不意打ちになった。

「ぐっ、ごほっ、げほっ……」

　口の中の物を噴き出し掛けて慌てて吞のみ込こみ、その所せ為いで派手にむせてしまう。

「あらあら、大丈夫ですか？」

　奈な穂おが差し出すコップを、有ゆ希きはひったくるように受け取って一気に飲み干した。

　コップが空になった直後、有ゆ希きの背筋を悪お寒かんが走る。自分が何の警戒もせずに今日初対面の人間が用意した物を吞のみ込こんでしまったことに、今更ながら危うさを覚えたのだ。

　奈な穂おの身元については、彼女の荷物が届く前に照会している。電話越しではあるが、文ふみ弥や本人の口から確かに彼が派遣した少女であると確証を得ている。しかし、だからといって警戒をしなくても良いということにはならない。文ふみ弥やが自分を用済みとして処分しようとする可能性も、奈な穂おが文ふみ弥やを裏切っている可能性もゼロではないのだ。

　……まあ、今回有ゆ希きが飲んだのは単なる水だったのだが。

　毒の自覚症状が無いのを確認し、胸を落ち着かせて、有ゆ希きは改めて奈な穂おの顔を見詰めた。

「お前……家政婦じゃなかったのか？」

「やだなぁ。いい加減、お前じゃなくて、奈な穂おって呼んでくださいよ」

　有ゆ希きの問いには答えず、奈な穂おは少し拗すねた口調で言う。

「あっ、『奈な穂おちゃん』でも『なーちゃん』でも『なおっち』でも良いですよ」

　そして甘えた口調でこう付け加えた。

「奈な穂お、あたしの質問に答えろ」

「家政婦ですよ」

　有ゆ希きは奈な穂おの悪ふざけを相手にしなかったが、奈な穂おがそれで気分を害した様子は無い。

「家政婦兼、暗殺者見習いです」

　有ゆ希きの詰きつ問もんに答える声は、明るく、屈託がなかった。

「暗殺者見習い……？」

　むしろ、何とも摑つかみ所どころのない反応で有ゆ希きの方が戸惑いを覚えたくらいだ。

「はい」

　誤解を恐れず分類すれば、奈な穂おはひたすらマイペースだった。

「あたし、いえ、私は元々要人警護の戦闘魔法師として育成されていたのですが、護衛に不向きと落第しちゃいまして。本来なら処分されるところを暗殺要員として再利用が決まったんです」

「…………」

　処分が何を意味するのか、改めて説明されるまでもない。有ゆ希きから見ればかなり重い打ち明け話だが、奈な穂おの口調も表情も明るいままだ。有ゆ希きの直感は奈な穂おが事実を述べていると告げているが、奈な穂おの態度を見ていると悪質な冗談に思えてしまう。

　有ゆ希きは、どう応えれば良いのか反応に窮した。

「暗殺者の訓練を受け直して、何とか及第点をいただきまして。お嬢さまのお仕事のお手伝いが卒業試験代わりなのです」

　奈な穂おの説明は、有ゆ希きにもある程度納得できるものだった。亜あ貿ぼう社しやの殺し屋は全員スカウトされて入社しているので採用試験のようなものは無いが、業界の情報として、新人に仕事を与え、その出来映えで組織に入れるかどうか決めるという話は耳にしている。

「……お嬢さま？」

　有ゆ希きが引っ掛かったのは、奈な穂おが説明した事情についてではなかった。

「そりゃ、あたしのことか？」

「そうですけど？」

　しかし奈な穂おにしてみれば、何な故ぜそんなことを訊たずねられるのかすぐには分からなかった。

「……あっ、もしかして、ご主人さまの方が良かったですか？」

「……ヤメロ」

「じゃあ、ボスとか？」

「却下だ！」

「むぅ～、ではなんとお呼びすれば……」

「……有ゆ希きで良いい」

「有ゆ希きさま？」

「様はいらねぇ！　むしろ付けるな！」

「はぁ……では有ゆ希きさん、では？」

「……それで良いい」

「では改めて。有ゆ希きさん、よろしくお願いします」

　奈な穂おが揃そろえた膝の上に両手を置いて頭を下げる。

「あたしに選択の余地は無いんだろ」

　有ゆ希きは憮ぶ然ぜんとした表情の顔を背けながら、それに応えた。
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　小こ西にし蘭らんの社会的な肩書きは任意団体（人格の無い社団）の代表者である。団体の名称は『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』。宗教法人どころか宗教団体ですらない──という建前になっている。

　だがこの団体の活動を少しでも見聞きしている者は、彼らが魔法師排斥を掲げる『人間主義』の過激な運動員であり、その活動は狂信的宗教団体と何も違わないということを知っている。

　しかし、小こ西にし蘭らんが西シー小シヤオ蘭ランの別名を持つ香ホン港コン系国際犯罪シンジケート『無頭竜No Head Dragon』の元現地協力員で、現在は米国在住の無国籍華か僑きよう、顧傑グ・ジーの手先となって反魔法主義工作に従事しているという裏の事情を知る者はごくわずかだった。

「……岩いわ切きり様がお亡なくなりになっても、お引き受けした仕事は続けます。当然でしょう？　お支払いは岩いわ切きり様のお仲間が引き受けてくださっているのです。手を引く理由はありません」

『それを聞いて安心しました』

　動画電話ヴイジホンのモニターの中で微ほほ笑えむ周しゆう公こう瑾きんは、小こ西にし蘭らんの裏の顔を知っている。

　しかし小こ西にし蘭らんは、周しゆう公こう瑾きんが自分のスポンサーである顧傑グ・ジーの弟子であることを知らされていなかった。

「周しゆう先生には仲介の労を取っていただきましたので、気に掛けられるのも無理からぬことと存じますが……ご心配には及びませんよ。魔法師とは言え所詮は何の後ろ盾もない高校生、私どもで確実に処理致しますので」

『お節介が過ぎたようですね。では、吉報をお待ち申し上げております』

　周しゆう公こう瑾きんは小こ西にしが予想していたよりも随分とあっさり引き下がった。

「──全く、お節介なのよ。本当に」

　暗くなった動画電話ヴイジホンのモニターに向かって小こ西にしが毒突く。彼女が周しゆう公こう瑾きんに向かって言ったセリフは、虚勢ではなかった。

　国立魔法大学付属第一高校二年生の司し波ば達たつ也やを暗殺する。

　それは、大して難しくない仕事だと小こ西にしは本心から考えていた。

　無論、何の根拠も無く楽観視しているわけではない。

　岩いわ切きりから依頼を受けて、小こ西にしはターゲットについて自分の配下、外部の情報屋、利用できる全てのチャネルを使っていつもどおり徹底的に調べた。その結果、司し波ば達たつ也やには何の後ろ盾も無いと確信したのである。

　ターゲットが高名な忍術使い、九ここの重え八や雲くもの許もとに出入りしている事実が、懸け念ねん材ざい料りようと言えば懸け念ねん材ざい料りようだ。だが九ここの重え八や雲くもと司し波ば達たつ也やの間に師弟関係は無い。これは信頼の置ける情報だ。

　そして九ここの重え八や雲くもは、「世捨て人」という建前に拘こだわっている面がある。その雷名に対して、忍術の技を振るったエピソードは不釣り合いに少ない。

　弟子でもない高校生の為ために九ここの重え八や雲くもが寺から出てくることはない。小こ西にしはそう判断した。彼女が懇意にしている情報屋も同意見だった。

　他に、障しよう碍がいとなる材料は見当たらない。

　魔法核融合炉の実験で世間からもてはやされているのを見ると、多少頭は良いいのだろうと思う。

　だが調査結果によれば、魔法実技の成績は悪い。何な故ぜか去年の九校戦では活躍したようだが、昨年度までは実技の成績が悪い生徒が放り込まれる二科生クラスだったと分かっている。

　魔法師と言っても、戦闘力は大したことがないはずだ。

　小こ西にしは自分の組織に、この仕事を完遂する実力があることを疑っていなかった。
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　五月十三日、日曜日の夜。

　奈な穂おは夕食の食器を自動洗浄機に預けて、ダイニングテーブルの前に再び腰を下ろした。

　向かいの席では有ゆ希きがアイスカフェラテを飲んでいる。苦みが少ないキャラメルシロップを大量に混ぜた極甘の代物だ。自分も大概甘党だと奈な穂おは思っているが、あれを飲む自信は無い。途中で口をゆすぎたくなる未来が容易に想像できる。

　しかし有ゆ希きは平気な顔だ。それどころか「ちょっと苦いな……」と呟つぶやく始末。さっきの料理はあの味付けで良かったのか、奈な穂おは不安に駆られた。

「……あの、有ゆ希きさん」

「んっ？」

「さっきの料理……、いえ、料理すべきターゲットのことですが」

　さっきの料理はお口に合いましたか？　と訊たずねようとして、奈な穂おは途中で話題を変えた。

　味付けについては食事中に何度も訊きいている。それで文句は出なかったのだ。蒸し返すのは、しつこいような気がしたのである。

「ああ……、そういや、話が途中だったな」

　切り替えがスムーズだったからか、有ゆ希きは途中で話題が変わったことに気付かなかった。

「誰が達たつ也やさまの暗殺を請け負ったのか、まだ分かっていないんですよね？」

　奈な穂おの態度にわざとらしさ、白々しさが無かったのも、有ゆ希きが不自然さを感じなかった理由だろう。奈な穂おが有ゆ希きの許もとに派遣されたのは殺し屋の仕事の手伝いがメインだ。奈な穂おはそれをきちんと意識していた。──家政婦の仕事を疎おろそかにするつもりも皆無だったが。

「録音に『小こ西にし』って名前が出てたからな。見当はついている」

「そうなんですか？」

「魔法師を目の敵にしている団体でアタマが『小こ西にし』って名前なら、こいつだけだ。『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』。ハッ！　余計なお世話だよな」

　有ゆ希きが悪態をついたのは小こ西にしの団体名が鼻についたからだった。

　それは奈な穂おも同感だったが、有ゆ希きの決め付けに百パーセント納得しているわけでもなかった。

「魔法反対の看板を掲げている団体で該当するものは一つかもしれませんけど、魔法師に対する敵対姿勢を隠している団体も少なくないのでは？　黒くろ羽ば家けの傘さん下かに入る前の亜あ貿ぼう社しやも、アンチ魔法師だったとうかがってますけど」

　有ゆ希きが小さく顔を顰しかめた。過去の亜あ貿ぼう社しやは確かにそう思われても仕方のない面があった。だが今は四よつ葉ば分ぶん家け・黒くろ羽ば家けという魔法師の下で活動する組織である。そういう誤解を受けるのはまずいと感じたのだ。

　愛社精神からではなく、有ゆ希き自身の保身の為ために。

　世の中、どんな些さ細さいなことから泥沼に引きずり込まれないとも限らない。

「社長が個人的に、忍術使いに対抗心を燃やしていただけだ。会社として魔法師に敵対していたわけじゃない」

「はぁ、そうなんですか」

「とにかく。小こ西にしの教団で間違いがないか、裏を取っている最中だ。根拠も無く決め付けたりはしねえよ」

「では、裏が取れたら動き出すんですね？」

　奈な穂おも今度は、特に異存がないようだった。

「まあ、そういうことだ。少なくとも今夜すぐに、ってことにはならない」

「了解です」

　コクンと子供っぽい仕草で頷うなずき、奈な穂おは「そういえば……」と呟つぶやいた。

「何だ？　気になることがあるなら言ってみろよ」

　奈な穂おの声に遠慮を感じた有ゆ希きは、彼女に発言を促した。これから──不本意ながら──同じ家で暮らすのだ。気に懸かっていることがあれば、早めに解消しておく方が良いい。有ゆ希きはそう考える質たちだった。

　だからといって答えられない、いや、答えたくない問い掛けに回答するつもりはさらさら無いのだが。

「はい。ええと、有ゆ希きさんのことは、仕事中は『ナッツ』さんと呼んだ方が良いいですよね？」

「そうだ。いや、『さん』は要らん。『ナッツ』と呼べ」

「了解です」

　了解でーす、に近いイントネーションで、奈な穂おがさっきと同じ応えを返す。

「それでですね」

　だが、彼女の質問はそれで終わりではなかった。

「あたしは何にしましょう？」

「あっ？」

「だから、あたしのコードネームですよ」

「ああ……。今まで使ってたもので良いいんじゃないか？」

　心底「どうでも良いい」と思っているのだろう。有ゆ希きは「面倒くさい」という表情を隠そうともしなかった。

「では『なーちゃん』で。……ウソウソ、ジョーダンです」

　有ゆ希きが拳を固めたのを見て、奈な穂おは慌てて首と両手を横に振った。

「仮免未満の訓練生にコードネームなんかありませんよ」

「そりゃそうか」

　有ゆ希きは握り締めていた右手から力を抜いて、納得顔で頷うなずいた。

「確かに仕事中、本名ってのは都合が悪いな……。そういや、『桜おう崎ざき奈な穂お』ってのは本名か？」

「本名ですよ。戸籍もそれで作っちゃいましたし、やっぱりまずいですよねぇ」

　有ゆ希きと奈な穂おが、揃そろってウンウンと首を縦に振る。端はたから見ればほのぼのとした光景だ。この二人、結構上う手まくやっていけるのではないだろうか。

「……まあ、何でもいいんじゃないか？　要は身元がばれず、あたしたちの間で通じれば良いんだろ」

「そうですね。ウーン……」

　人差し指を顎あごに当てて考え込んでいた奈な穂おが、ポンッと手を打った。所作が一々あざといと言うか、マンガチックな少女だ。

「そうだ！　『シェル』なんてどうでしょう？　可か愛わいいと思いません？」

「何でも良いいが、どういう意味なんだ？　殻？」

　本当に「何でも良いい」と思っているのだろう。有ゆ希きの問い掛けは、投なげ遣やりだった。

　しかし、奈な穂おの答えを聞いて無関心が好奇心に転じる。

「殻という意味もありますけど、この場合は『炸さく裂れつ弾だん』ですね」

「ほぉ……」

　子供に見えても、奈な穂おは黒くろ羽ば家けから派遣された魔法師だ。『炸さく裂れつ弾だん』というのは、彼女が得意とする魔法の性質を表しているに違いない。

　一体どんな技を使うのか、有ゆ希きは興味深げな目を奈な穂おに向けた。
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　五月十四日、月曜日。

　小こ西にし蘭らんは早速、自分が率いる教団の構成員から「鉄砲玉」を募った。

　彼女は原理主義宗教の皮を被かぶったテロ組織と違って、天国の暮らしを約束しない。

　魂の救済も、来世の幸福も約束しない。

　そういう意味では、確かに彼女の教団は宗教組織ではないのだろう。

　だからといって、組織を暴力で締め上げているのではない。

　小こ西にし蘭らんが信者に与えるものは、迷わず惑わぬ境地。複雑化した社会の複雑化した価値観に悩まされることなく、シンプルに思考しシンプルに行動すること。宗教家でなければ集団向けカウンセラーと言えるかもしれない。

　彼女は言うなれば、単純な「正義」を提供する。

　自らが正義であるという認識は、人に快感をもたらす。

　人は、正義である自分に陶酔する。

　民主主義的な手続きで様々な妥協の上に成立した合法の概念より、不寛容で独善的な「社会正義」が支持されるのも、人が単純な正義を好むからだ。複雑な思想・信条・権利・得失のすり合わせを行うのは面倒で、苦痛ですらあるからだ。単純な正義を信じていれば、利害が対立する多数派の意見に従う屈辱も、少数派の意思を蹂じゆう躙りんする後ろめたさも、覚える必要が無いからだ。

　小こ西にしに帰き依えする者たちは、彼女が示す善を命懸けで守り、彼女がやり玉に挙げる悪を命に替えて取り除こうとする。

　信者の極端すぎる振る舞いに当局は洗脳を疑っているが、今のところ証拠は挙がっていない。

　小こ西にしは警察の捜査を全く恐れていなかった。信者が彼女を裏切ることはあり得ないし、痕跡が残る薬物は一切使用していない。

　自分が疑われることはあっても、逮捕されることはない。彼女にはその自信がある。

　今回も彼女は、人集めに苦労することなく、官憲に怯おびえることもなく、自発的に司し波ば達たつ也やという悪の魔法師を退治しようと名乗りを上げた正義の執行者を確保した。
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　今日、有ゆ希きは珍しく十時前に起きた。仕事上の必要性がある場合を除いて、彼女がこんなに常識的な時間──とも言い切れないが──にベッドを離れるのは珍しいことだった。

　ただ、自主的に起床したのではない。同居人に起こされたのである。

「有ゆ希きさん、もう少し早く起きてくださいよ。朝食が何時までも片付かないじゃないですか」

　意識に霞かすみが掛かった状態でダイニングテーブルの前に座る有ゆ希きを相手に、奈な穂おが何度目になるか分からない愚痴をこぼす。つまりはそういう理由で、有ゆ希きはベッドから引きずり出されたのだった。

　それまで有ゆ希きは、奈な穂おの非難を無言で聞いていた。だがそれは、奈な穂おの言い分に納得しているからではなかった。

「……明日からあたしの分の朝食はいらない。だから起こさなくて良い」

　反撃を言葉にできるほど、頭が覚醒していなかっただけだった。

「ダメですよ」

　もっとも、それで奈な穂おが恐れ入ったりはしなかった。

「規則正しい食生活は健康の基礎です。お仕事で生活時間を夜中にずらさなければならない場合はともかく、そうでないならちゃんと朝起きてご飯を食べるべきです」

　腰に両手を当てて、奈な穂おがお説教口調で主張する。「ぷんすか」という擬態語が似合いそうな表情だ。

「昼前に起きて真夜中過ぎに寝る。夜の仕事が多いあたしにとっては、それが規則正しい生活リズムだ」

「何を言ってるんですか。きれいな夜のお姉さんじゃあるまいし」

「おいっ！」

「はい？　……あっ、いえ、有ゆ希きさんがきれいじゃないって言ってるんじゃないんですよ」

　有ゆ希きが思わず声を荒げた理由を、奈な穂おはワンテンポ遅れて理解した。しかし一応の謝罪はしたものの、彼女には全く悪びれた様子が無かった。

「ただああいう職種のお姉さんたちと違って、有ゆ希きさんの場合は夜のお仕事と決まっているわけじゃないですよね。特に今回の案件は、達たつ也や様の生活時間帯に合わせることも必要になってくるのではないでしょうか？」

　奈な穂おの主張には一理ある。有ゆ希きもそれは、認めざるを得ない。

「あたしの仕事は、あの人のガードじゃない」

　有ゆ希きがこう言い返したのは、意地と言うより意固地になった結果だろう。

「カウンターで捕らえた下したっ端ぱから黒幕の尻尾を摑つかむことも考えておくべきなのでは？」

　だが所詮は苦し紛れ。簡単に反論を許してしまう。

「……良く勉強してるな」

　逆に有ゆ希きは、皮肉っぽい口調で嫌味にもなっていない一言を返すのが精一杯だった。

「ありがとうございます！　一応、仮免に合格したばかりですから」

　案の定、奈な穂おは全く皮肉と感じていない笑顔だ。

　四よつ葉ばの殺し屋には免許証があるのかよ？　と有ゆ希きは思ったが、とんでもない答えが返ってきそうな予感が質問を思おもい止とどまらせた。
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　有ゆ希きがダイニングテーブルの前でダラダラとケーブルテレビを見ているところに、鰐わに塚づかが訪ねてきた。なお「リビングで」でないのは、この部屋が３ＤＫだからである。

「ナッツ……。まだ十一時前ですよ？　もう朝食を済ませているなんて……いえ、朝食を摂とるなんて、一体どんな心境の変化なんですか？」

　奈な穂おに案内されてダイニングに姿を見せた鰐わに塚づかの第一声がこれである。

「あたしの心境は何も変わってねえよ」

「変わったのは環境──同居人ですか。あの少女、何者です？」

「文ふみ弥やが寄越した家政婦だ」

　真剣味の薄い口調で有ゆ希きが答える。

「ただの家政婦ではないでしょう？」

　だがもし有ゆ希きが真面目な態度を取り繕っていたとしても、鰐わに塚づかは誤魔化されなかっただろう。

「何な故ぜ分かった？　殺気が漏れてるとか足音を立てないとか、そういう玄くろ人うとっぽいところは無かったと思うけどな」

　有ゆ希きが本人から「殺し屋見習い」と打ち明けられるまで正体に気付けなかったのは、動作と気配が素しろ人うとと区別のつかないものだったからだ。鰐わに塚づかが何を見て奈な穂おがただの家政婦ではないと見抜いたのか、有ゆ希きは本気で興味をそそられた。

「黒くろ羽ば家けがただの家政婦を寄越すはずがありませんから」

　だが種を明かせば、単純な話だった。

　肩透かしにあった感を覚えた有ゆ希きだが、すぐに「それもそうか」と思い直した。

　言われてみればそのとおりだ。文ふみ弥やがただのホームヘルパーを、有ゆ希きの為ためにわざわざ派遣するはずがない。万が一、本気で有ゆ希きの生活能力を心配したのであれば、もっと年上の、如い何かにもそれらしいプロを選ぶに違いない。

「家政婦兼殺し屋見習い、だそうだ」

「見習い、ですか？」

「ああ。今度のヤマをあいつのテストに使うらしい」

　鰐わに塚づかが「なる程……」と呟つぶやきを漏らす。業界のことは、有ゆ希きよりも彼の方が詳しい。彼らの世界では、珍しい話ではなかった。

　そこへ奈な穂おが冷たい紅茶を持ってくる。解けて薄くなる氷入りではなく、グラスごと急速冷却したストレートティだ。味の加減が分からないので、シロップとミルクは別の容器に用意してあった。

　紅茶のグラスを鰐わに塚づかと有ゆ希きの前に置き、シロップとミルクが入った二つのピッチャーをその間に置く。そうして自分のグラスをテーブルに置いて、奈な穂おが「鰐わに塚づかさんですね？」と話し掛ける。

「桜おう崎ざき奈な穂おと申します。よろしくお願い致します」

　深々と、丁寧なお辞儀。なお「鰐わに塚づかさま」と呼ばなかったのは、有ゆ希きに「さま」付けを禁じられているのでバランスを取ったのである。

　鰐わに塚づかが人当たりの良いい、無難な笑顔で挨拶を返し、有ゆ希きが横から奈な穂おに「座れ」と命じる。

　素直に腰を下ろした奈な穂おが見ている前で、有ゆ希きがシロップのピッチャーを手に取って、空にした。

　角砂糖に換算して六、七個分のシロップが有ゆ希きの紅茶に注がれたのだ。

　奈な穂おは呆あきれ顔がおを見せない為ために、少なくない労力を費やした。

　しかし鰐わに塚づかにとってはいつものことだ。彼は構わず、ストレートティに口を付ける。

　追加のシロップを取ってくるべく、慌てて奈な穂おが腰を浮かせる。だが微ほほ笑えみを浮かべて首を横に振る鰐わに塚づかのジェスチャーを理解して、お尻を椅子の座面に戻した。

「それで？」

　鰐わに塚づかと奈な穂おの間で繰り広げられた無言の会話。それを無視して、有ゆ希きが一言、鰐わに塚づかに訊たずねる。

　長い付き合いだからか、それで鰐わに塚づかには通じた。

「昨日の件です」

「もう分かったのか。さすがだな」

　有ゆ希きの讃さん辞じはあっさりしたものだ。奈な穂おに至っては無反応。

　だが心の中は、対照的だった。

　有ゆ希きは、鰐わに塚づかの能力からすればできて当然と思っている。

　一方の奈な穂おは、驚きすぎて声も出ない、表情にも反映しないのが実情だった。

「向こうが何時動き出すか、分かりませんからね」

　鰐わに塚づかはいつもどおりの口調だ。二人の反応を気にした様子は無い。

「依頼を受けたのは『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』で間違いありません」

「やっぱり、あの団体か」

　有ゆ希きは言葉どおり、「やはり」という顔。

「あの……、『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』ってどんな組織なんですか？　宗教団体ですか？」

　だが奈な穂おは、その団体のことを詳しく知らない。有ゆ希きと鰐わに塚づかが二人で納得していても、奈な穂おは置いてきぼりだ。

　有ゆ希きが鰐わに塚づかの顔をチラリと見た。

　アイコンタクトで説明を丸投げされた鰐わに塚づかは、不服そうな表情一つ見せず奈な穂おへ身体からだごと向き直った。

「建前上は宗教団体ではありません。ですがある程度実情を知る我々の間では、『小こ西にし教きよう団だん』と呼ばれています」

　こう前置きして、鰐わに塚づかは奈な穂おに教団のことを詳しく説明した。

　人間主義を信奉する反魔法主義団体であること。

　メンバーがたびたび暴力事件を起こし、警察沙汰になっていること。

　三件もの殺人事件への関与が疑われているにも拘かかわらず、任意の取り調べしか受けていないこと。

　構成員は代表である小こ西にし蘭らんに絶対服従の状態であること。

「……余りの盲従振りに、小こ西にしによる洗脳も疑われています。ただ、その手口は判明していません」

「洗脳か。クスリの痕跡は出ていないのか？」

　ここで有ゆ希きが口を挿はさんだ。

「それは警察も真っ先に疑ったのですが、逮捕した構成員・元構成員の身体からだから薬物は検出されませんでした」

　鰐わに塚づかが有ゆ希きに向き直って頭かぶりを振る。

「短時間で消えてしまう薬ヤクもあるだろ」

「薬の成分自体は消えても、洗脳が永続するほど常用していれば肉体に何らかの痕跡が残るものです。それすら存在しない、未知の技術で合成された薬物でない限り」

「そんなに大物か、あの女？」

　有ゆ希きが疑問を示し、鰐わに塚づかが微かすかな躊躇ためらいを見せる。

「……まだ何かあるのか？」

　有ゆ希きの質問が、鰐わに塚づかの背中を押した。

「小こ西にし蘭らんの背景については、不確実ですが無視できない噂うわさがあります」

「噂うわさ？」

「彼女がチャイニーズマフィアの手引きをしていたという噂うわさです。以前は香ホン港コンの組織に協力していたようですが、そこが当局に潰された為ため、スポンサーを在米華か僑きようマフィアに替えたとか」

「随分詳細な噂うわさだな？」

　そこまで分かっていて噂うわさなのか？　という意味で有ゆ希きが訊たずねる。

「裏が取れませんからね。商品にはなりません」

　鰐わに塚づかは有ゆ希きのサポート、亜あ貿ぼう社しやの社員の仕事以外に、フリーの情報屋も兼務している。その彼にとって、客に売れるレベルの情報ではないということだ。

「じゃあ仮に、噂うわさが事実として」

　鰐わに塚づかの副業を、有ゆ希きは当然知っている。彼の職業意識からすれば、根拠の無い情報はただの噂うわさなのだろう。そこは一旦棚上げにして、有ゆ希きは話を戻した。

「警察が買収されている可能性はあるのか？」

「それは無いようです」

「薬物を使わない洗脳の可能性は？」

「何ど処こまでを洗脳と定義するかによりますが……。魔法師に対して反感を懐いだいている一般人を狂信的な反魔法主義者に仕立て上げる程度であれば、薬物は必要無いでしょうね」

　鰐わに塚づかの言葉を聞いて、有ゆ希きと奈な穂おが二人とも目を丸くしている。

「……狂信的？　洗脳って、そんなに簡単にできるもんなのか？」

　疑わしげな声音で有ゆ希きが問う。

「人は自分が信じたいことを信じる生き物ですから」

　鰐わに塚づかはやや虚無的な苦笑いを浮かべながらそれに答えた。

「後、罪悪感を刺激してやるのも効果的ですね。断だん食じきや徹夜で弱らせた後、被害者を連れてきたりその写真を見せたりして罪の意識を刺激した上で、罪を償う方法を教えてやる、と囁ささやくわけです。心が弱った人間は、それだけで結構簡単に転びますよ」

　虚無感は、簡単に心を操られてしまう人の弱さに対する諦念の表れだ。

「……悪辣だな」

　苦い顔で有ゆ希きが呟つぶやく。

「悪党でなければ、洗脳なんてしようとしないでしょうね」

「そりゃそうか」

　そして彼女は、皮肉げに唇を歪ゆがめた。

「それが小こ西にし蘭らんの手口か」

　したり顔で決め付ける有ゆ希き。

「いえ……」

　だが、鰐わに塚づかの反応は否定的なものだった。

「説得だけでは、狂信者は作り出せても、殺しをやらせるのは無理だと思います」

「何な故ぜだ？」

　ばつの悪さを隠す為ためか、有ゆ希きが乱暴な口調で問いを返す。

「私たちは忘れがちですけど、人殺しは一般人にとってそれだけ大きなタブーなんですよ」

　鰐わに塚づかの答えは、有ゆ希きの虚きよを衝ついた。確かに彼女は、正常な現代人は殺人を忌避するという事実を忘れていた。

「無秩序に暴れさせることは簡単でも、特定のターゲットを定めて殺人を行わせるのは難しいはずです。本人は人を殺す決意を固めたつもりでも、いざ実行の段になれば躊ちゆう躇ちよしてしまう。それが普通ではないでしょうか」

　そう言って、鰐わに塚づかはチラリと奈な穂おを見た。

　それは、「普通」の範はん疇ちゆうに奈な穂おも含まれるのではないかと危ぶむ、無意識の眼まな差ざしだ。

　鰐わに塚づかは自分の視線の意味を意識していなかったが、それを向けられた奈な穂おは、彼が言葉にしなかった疑念を敏感に感じ取っていた。当然彼女は不満を覚えたが、それを腹の底に隠して神妙な表情で質問する。

「つまり、薬物以外の普通ではない手段が使われている。それが鰐わに塚づかさんの結論なんですね？」

「そう、ですね」

　歯切れの悪い口調ながらも、鰐わに塚づかは奈な穂おの問い掛けを肯定した。

「具体的には、何かお心当たりがお有りですか？」

　奈な穂おが問いを重ねる。

「いえ、まだ見当がつきません」

　鰐わに塚づかは強がらず、正直に答えた。

「奈な穂お、余り無理を言うな」

　有ゆ希きが、奈な穂おの態度から何となく不穏な気配を感じ取って口を挿はさむ。

「昨日、調べ始めたばかりだ。幾らクロコでも、何から何まで分かりゃしねえよ」

「えっ？　いえ、そんなつもりは」

　奈な穂おは「心外だ」というより「意外なことを言われた」という驚きの表情で有ゆ希きの顔を見返した。

「調べ始めたのが昨日からとは存じませんでしたが、どんな凄すご腕うでの探偵でも分からないことがあるのは当然だと思います」

　鰐わに塚づかは探偵ではない。だが有ゆ希きも鰐わに塚づか本人も、脱線につながるツッコミは入れなかった。

「何が言いたいんだ？」

　取とり敢あえず、奈な穂おが何を言いたいのか吐き出させることにした。

「難しいのは理解できますが、相手の手の内は知っておくべきではないでしょうか？　それも、できるだけ早い内に」

「そんなことは言われなくても分かってる。だが具体的に、どうするんだ？」

「外からでは調べられないことでも、中に入ってしまえば意外と簡単に分かったりするものです」

　有ゆ希きに問われて、奈な穂おは「待ってました」とばかり自分のアイデアを訴えた。

「あたしがその教団に信者として潜入してみるというのはどうでしょう？　自分で言うのも何ですが、あたしはこういう外見ですので警戒されにくいと思います」

　奈な穂おは自分で、ナイスなプランだと思っていたのだろう。

「ダメだ」

　だから一刀両断に却下されて、不満を隠せなかった。

「えーっ、何な故ぜですか？」

「いきなり潜入ミッションなんて無謀だ。第一、お前は魔法師じゃねえか。魔法師が反魔法カルト教団に潜入するなんて無茶過ぎる」

「魔法師だってばれるような真ま似ねはしませんよ。そのくらい、ちゃんと心得てます」

　奈な穂おがこんなことを言い出したのは、鰐わに塚づかから「使い物になるのか」という疑惑の目を向けられたからだ。彼女はまだ十五歳の子供だが、能無し扱いされるのは我慢がならなかった。自分が戦力になると、すぐにでも認めさせたい。それが奈な穂おの本音だ。

　子供だから余計に、自分を認めさせたいという欲求を抑えられないのかもしれない。それに奈な穂おは四よつ葉ば家けで一度、失格判定を受けている。「次は無い」と彼女は思い込んでいるのかもしれない。

「ダメだ」

　しかし有ゆ希きもまだ十九歳。奈な穂おの事情を斟しん酌しやくして上手に彼女を説得するには、人生経験が不足していた。

「魔法を使えば魔法師だってばれる。魔法を使わなきゃ、お前はひ弱な小娘だ。潜入なんて危ない真ま似ねはさせられねえよ」

　にべもない却下は、奈な穂おの反発を呼んだ。

「……有ゆ希きさんだって小娘じゃないですか」

「小娘じゃねえよ。来年で二十歳だ」

　奈な穂おの反論は負け惜しみでしかなかったが、有ゆ希きのセリフも少々大人げないと言えよう。

「年だけじゃねえ。あたしには実績がある。技もある」

「白兵戦術なら、あたしだって叩たたき込こまれてます！」

　有ゆ希きと奈な穂おが睨にらみ合あう。そもそも発端は奈な穂おが鰐わに塚づかに過剰な対抗心を燃やしたことだ。だが今や奈な穂おの意地は、その矛先が有ゆ希きに向いていた。

「面白い」

　有ゆ希きが肉食獣の笑みを奈な穂おに向ける。

「だったらその腕を見てやるよ」

「望むところです。あたしが魔法抜きでも戦えるとご覧に入れます」

　ターゲットを確定させる為ための報告会は、何い時つの間まにか味方同士の腕試しに発展していた。
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　魔法師同士の試合は障しよう碍がい物ぶつのない広い部屋で、正々堂々と行われるのが常だ。

　これが実戦形式の模擬戦になると、広い山林や建物一棟を丸ごと使うことが多い。

　しかし殺し屋の腕試しが見通しの良いい部屋で行われることはないし、だだっ広い空間も必要とされない。

　相手に見つからないように接近して、反撃の暇いとまを与えず倒す。お互いが的だと分かっている状況では、油断させて接近し、油断している内に仕留める手口は使えない。だから必然、不意を狙う展開になる。

　余り広い空間でこれをやると格下が逃げ回るだけで時間が過ぎてしまうので、大きなビルのワンフロア、中小ビルのツーフロアくらいに行動範囲を限定して技を競い合う。これが殺し屋同士の格闘戦形態だ。──言うまでもなくスナイパーには、別の試合形式がある。

　その種の訓練施設は、四よつ葉ば家けも、その分家である黒くろ羽ば家けも、亜あ貿ぼう社しやも持っていた。

　ただ四よつ葉ば家けの訓練施設は現在のところ本家の里に集中していて、有ゆ希きは立ち入ることができない。

　亜あ貿ぼう社しやの施設は逆に、部外者の奈な穂おには使えない。奈な穂おの正体は当面、有ゆ希きと鰐わに塚づか以外には明かさない方針だ。黒くろ羽ば家けから有ゆ希きのマンションへ奈な穂おを派遣することは亜あ貿ぼう社しやに通告してあるから、社員は奈な穂おのことを連絡員兼任の家政婦だと思っている。

　消去法的に、二人の模擬戦は黒くろ羽ば家けの訓練施設で行うことになった。

　黒くろ羽ば家けの、分家としての本拠地は旧愛知県だ。だが黒くろ羽ば家けは諜ちよう報ほうの専門家という性質から日本各地に拠点を置き、訓練施設も各地方主要都市の近くに持っている。東とう京きようの郊外にも規模は小さいが、白兵戦、近接戦、銃撃戦に対応した屋内施設を有していた。──なお訓練に使用していない時には、サバイバルゲームの会場として貸し出し、小銭を稼いでいる。

「先行と追跡、どっちが良いい？　選ばせてやるよ」

　今日の腕試しは訓練用ビルの最上階、四階を使って行われる。三階と四階の間の踊り場で、有ゆ希きは奈な穂おにそう訊たずねた。余裕を見せた格好だが、心理的に、優位に立つことはできなかった。

「じゃあ、先行で」

　奈な穂おはあっさりした態度でそう言って、階段を駆け上がった。何秒間、あるいは何分間の先行を許すのか、その条件も確かめていない。アドバンテージなど必要無いという、心理作戦上の逆襲だ。

　無論有ゆ希きも、その程度のことで苛いら立だったりはしない。彼女はきっかり一分のインターバルを置いてから、階段を歩いて上り始めた。




　ビルの四階は、廃はい墟きよになっていた。

　壁が半壊したビルの中で戦う機会など、今の日本国内では、ほぼあり得ない。だがリアルなオフィスビルでは単純な遭遇戦しか発生しないだろう。テナントビルならパーティションや陳列棚を遮蔽物に使って立ち回りに工夫ができる。だがきちんと整理された売り場では、状況の多様性に欠けるのは否いなめない。舞台設定が商業施設ばかりでは、戦術の幅が狭まってしまう。

　それに、屋内サバイバルゲームの会場として顧客ニーズに応える為ためには、日本には無いようなシチュエーションも必要となる。

　所々瓦が礫れきが落ちている廊下を、有ゆ希きは音も無く進む。

　彼女の服装は薄手のトレーナーにジーンズ、ほとんどヒールが無いゴム底のショートブーツ。特殊な戦闘服は身に着けていない。街着そのままだ。

　他方、奈な穂おはと言えば、クルーネックの長袖シャツにワークパンツ、合皮のスニーカー。こちらも普段着だ。

　二人とも、戦場の殺し合いではなく街中での暗殺を想定した腕比べという、この模擬戦の性質を反映した装よそおいだった。

　壊れた壁の向こう側をのぞき込みながら、有ゆ希きは四階の廊下の、半ばに達した。

　奈な穂おの所在は、まだ摑つかめていない。

　彼女は気配を完全に絶たっている。

（へぇ……。大したものだ）

　有ゆ希きは気配に敏感な方だと自負している。彼女自身がそう思っているだけではなく、亜あ貿ぼう社しやの殺し屋仲間の間でも有ゆ希きの索敵能力は一目置かれている。

　その有ゆ希きの感覚から、奈な穂おは見事に隠れ果おおせている。

　ここまでは合格点をやって良い。有ゆ希きはそう思った。

（さて、どうするか）

　足を止め、思案した時間は一秒未満。

　有ゆ希きは全方位に殺気を放った。魔法技術的に言えば、無系統魔法で事象干渉力が込められていない想子サイオン波はを円環状に放出したということになるが、有ゆ希きは魔法師ではない。魔法として身につけた技ではなく、体術に付随する技術として修得したものだ。

　非物理的な粒子である想子サイオンは物質や現象に重なるようにして、その性質を忠実に記述する組織体を形成する。魔法師はこの想子サイオンの情報体・エイドスをターゲットにして魔法を使う。

　現代の魔法は原理的に言えば、想子サイオンを操って構築した情報体・魔法式でエイドスを一時的に書き換える技術だ。エイドスは事象の変化に従って書き換わる。このプロセスを逆転させ、魔法式でエイドス上書きすることにより事象の方を変化させる。それが四系統八種の現代魔法。

　しかしエイドスを事象に付随する情報を写した想子サイオンの組織体として認識する知覚力が無くても、人は皆、想子サイオンを身に纏まとい想子サイオン波はを漏出させている。たとえ肉眼に見えず、聴覚、嗅覚、味覚、触覚で捉えられなくても、人間の肉体が放つ非物理的な波動は確かに存在している。

　自分の身体からだから生み出されている波動である以上、鍛えれば、程度の差こそあれ、制御できるようになる。魔法師とそうでない人間は、完全に隔絶されているわけではない。

　素しろ人うとは殺気をぶつけられても、何を浴びているのか分からないだろう。「何となく嫌な感じがする」程度がせいぜいだ。

　だが気配を隠しきる程の技量があれば、殺気を向けられてそうと分からないはずがない。

　たとえ銃口や切っ先は見えていなくても、思わず反応してしまうのが普通だ。

　奈な穂おは殺気に当てられて気配の隠蔽を乱したりはしなかった。

　だが、無反応でもいられなかった。

　有ゆ希きの左斜め後ろでドアが音を立てて開く。ドアクローザーが壊れている扉は勢いよく壁にぶつかって激しい音を立てた。

　有ゆ希きが振り返る。

　撥はね返って半開きになったドアの向こうから、誰も出てこない。

　襲撃は有ゆ希きの進行方向左側、振り返る前の彼女から見て左斜め前の、崩れた壁の向こうから行われた。

　壁がＶの字型に崩れた隙すき間まから、奈な穂おの小柄な身体からだが躍り出る。

　空中の奈な穂おから、細く小さなナイフが飛んだ。小型のスローイングナイフだ。当たっても怪け我がをしないように切っ先を丸め、刃は引びきしてあるが、まともに当たれば試合終了となる。有ゆ希きは模擬ナイフを払い落とすのではなく、大きくバックステップして躱かわした。

　有ゆ希きが飛び道具を避けた隙すきに、奈な穂おは着地して体勢を整えた。

　奈な穂おがワークパンツのポケットから鞘シースごとファイティングナイフを抜く。彼女がワークパンツを選んだのは、武器を隠しておくポケットが多いからだ。奈な穂おは親指で弾いて留め具を外し、下向きに振ることで鞘シースを床に落とした。

　小次郎敗れたり、というセリフが有ゆ希きの脳裏に浮かんだが、口にはしなかった。動揺を誘うのは無理でも、奈な穂おの気勢を殺そぐ効果はある程度見込まれた。だがそんな姑こ息そくな手を使って、自分の勝利にケチを付けるのは馬鹿らしいと思ったのだ。

　奈な穂おのナイフを構える姿勢は、同じ得物を得意とする有ゆ希きの目から見て堂に入ったものだった。なる程、魔法無しでも戦えると豪語する──勘違いするだけのことはある。

　有ゆ希きはさらに半歩下がった。

　その拍子に、右足で小さな瓦が礫れきを踏んでしまう。

　奈な穂おの顔に「しめた！」という表情が過よぎった。

　有ゆ希きが姿勢を崩すと奈な穂おが予想しても、希望的観測とは言えないだろう。取らぬ狸たぬきの皮算用、都合の良いい楽観視と批判するのは酷であるに違いない。

　だが実際には、

　次の瞬間、

　有ゆ希きは右足で、踏みつけていた瓦が礫れきを蹴り出した。

　拳大のコンクリートが、奈な穂おの足下目掛けて勢いよく転がっていく。

　反射的に、奈な穂おが左足を上げた。

　避けなければ、軽くない怪け我がをしていた。その結果、戦闘続行に大きな支障を来していただろう。

　だから瓦が礫れきを避けたこと自体は、間違いではない。

　だがその結果、奈な穂おの体勢が崩れ、隙すきができたのも確かだ。

　正解は攻撃を中止し、有ゆ希きの間合いから逃れることだった。

「……参りました」

　瞬間的な判断を誤った奈な穂おは、有ゆ希きの刺突を躱かわせなかった。

　喉のど元に刃は引びきしたナイフを突きつけられ、奈な穂おが敗北を認める。

　有ゆ希きは身体強化フイジカルブーストの異能を使わず、ほとんど一撃で奈な穂おを下した。
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　一階のシャワーブースで汗と埃ほこりを落とし、有ゆ希きは服を丸ごと着替えてロビーに出た。

「お疲れ様でした」

　そこには鰐わに塚づかが待っていた。有ゆ希きと奈な穂おは、彼が運転する車でこの施設に来たのである。模擬戦自体が短時間で決着したので、鰐わに塚づかも待つのが苦にならなかったに違いない。

　一分遅れで、奈な穂おがシャワーブースから出てくる。彼女は有ゆ希きの前に立ち、口く惜やしさを露あらわにした目で睨ねめ上げた。

「経験不足だ。まだまだ免許はやれないな」

　有ゆ希きが得意げな顔をしなかったのは、奈な穂おに対する思おもい遣やりだ。

「…………」

　それは奈な穂おにも何となく分かった。だが勝者の情けに反発することはなかった。

　彼女が子供っぽい癇かん癪しやくを起こさなかったことに、有ゆ希きは少しホッとした。

「教団への潜入は、やはり却下だ」

　模擬戦に負けたからといって、潜入ミッションに必要な技能が不足しているとは限らない。有ゆ希きの戦闘力がオーバースペックなのかもしれないのだ。

「……ご命令に従います」

　しかし奈な穂おは、抗弁しなかった。口に出して約束したわけではないが、有希と対等に戦えなければ潜入作戦を諦めるという決まりだったと、奈な穂おは自分に言い聞かせた。

　感情は納得していなかったが。

　涙目で自分を睨にらむ奈な穂おに、有ゆ希きは戸惑いを覚えた。それは、年下の女の子をどう扱って良いか分からないという困惑だったが、有ゆ希きはそれを理解していなかった。

　彼女がこんなことを言い出したのは、正体不明の感覚を持て余していたからだろう。

「教団にはあたしが潜り込む」

「ナッツ!?」

　唐突なプランに、今度は鰐わに塚づかが戸惑いを見せる。

「洗脳のカラクリを突き止める必要があるという、奈な穂おの意見自体は間違っちゃいねえよ。殺しの計画が進んでいる以上、のんびり時間を掛けていられないのも確かだ」

「それは……そうですが」

　もっともらしい理屈を付けてみたが、本当は有ゆ希きにも鰐わに塚づかにも分かっていた。

　──有ゆ希きは、奈な穂おの顔を立てる為ために必要以上のリスクを背負おうとしている。

　しかし、反論が難しい程度には理屈は通っている。

　その所せ為いで、鰐わに塚づかは有ゆ希きを止め損なった。
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　有ゆ希きと奈な穂おの模擬戦は彼女たちの間の私的な諍いさかい、私闘だ。亜あ貿ぼう社しやの仕事にも黒くろ羽ば家けの指令にも無関係。午前中を私用で無駄にした有ゆ希きは、サボった分を取り戻すべく司し波ば達たつ也やのストーカーに励んでいた。

　念の為ために彼女の心中を代弁しておくと、できることなら有ゆ希きは達たつ也やに近づきたくない。半径一キロとはいわず、十キロメートル以上は距離を取りたいところだ。普段は大人しくしているからと言って、何時自分に牙を剝むくか分からない虎と同じ檻おりの中に誰が入りたいものか。──それが有ゆ希きの本音だった。

　二〇九六年五月十五日、火曜日の夕方。有ゆ希きが、心に深く食い込んでいる恐怖に抗あらがって達たつ也やを尾行しているのは、彼を見張っているというより、彼を狙う殺し屋を見つけ出す為ためだ。

　いや、「殺し屋」よりも「鉄砲玉」の方が相応ふさわしいだろうか。今回、司し波ば達たつ也やの暗殺を請け負っている小こ西にし教きよう団だんがこれまでに手掛けた殺人は三件、被害者は五人。そのいずれもが、自爆テロ的な手口で実行されている。

　鍛え上げたプロの殺し屋を投入するのでもなければ、周到な準備を経て事故に見せ掛けるのでもない。警察に捕まろうが、逆襲を受けて怪け我がをしようが構わない。それどころか刺し違えることも恐れない。自分の命すら度外視して、ターゲットを仕留める。まさしく狂信者の遣やり口くちだ。

（チッ、胸くそ悪い）

　教団の手口は、言い換えれば素しろ人うとの使い捨てだ。有ゆ希きのような職業暗殺者を愚弄するものだが、単に素しろ人うとを騙して死地に赴かせるという点だけでも吐き気を催すには十分だった。

（しかし本当に、どうやって「死んでもいい」と思わせているんだろうな？）

　有ゆ希きの経験から言っても、自分が死ぬことを恐れない敵は手て強ごわい。多少の技術差など簡単に覆くつがえしてしまう。

　そして、そういう存在は希少だ。いざとなれば命を惜しむ者が大半で、命知らずに見えるのは大抵の場合、自や棄けになっているだけに過ぎない。

（一番ありそうなのは、ドラッグだけど……。あの暗殺教団だって、死の恐怖を忘れさせる為ために大麻を使ったって言うしな）

　有ゆ希きは「暗殺教団」について史実と伝説を混同しているが、麻薬で恐怖を忘れさせるというのは今でも珍しい話ではない。「忍者」の技を重視する亜あ貿ぼう社しやでは、精神活動を低下させる薬物を使っていない。だがライバル組織では仕事前にアッパー系のドラッグを服用させているという話を、有ゆ希きは時々耳にしていた。また彼女は一度だけ、暴力団の組長を暗殺した際に麻薬で恐怖が麻ま痺ひしたボディガードに出くわしたこともある。

（クスリじゃなきゃ、何なんだ？）

（……ダメだ。考えても埒らちが明かん）

（こりゃあ、奈な穂おのプライドとは別に……、潜り込んでみる必要がありそうだ）

　そんなことを考えている間も、有ゆ希きは司し波ば達たつ也やから目を離していない。

　だから、不穏な空気を纏まとう一団が彼に近づいてきているのにすぐ気付いた。

　達たつ也やは今、妹と下級生──住み込みのメイドだと有ゆ希きは文ふみ弥やから聞いている──の三人で無人運転公営タクシーコミユーターを待っている。彼がいるのは駅前のコミューター乗り場で、並んでいるのは彼ら三人だけではない。

　達たつ也やたちに近づく人影は、体格の良いい男性が八人。彼らから暴力の臭いを嗅ぎ取ったのか、達たつ也やの前と後ろに並んでいたコミューターの利用客は露骨にならないよう気を遣って、早足でその場を離れた。

（……あの程度なら手を出すまでもないか？）

　有ゆ希きの戦闘スタイルはナイフを使った格闘戦だ。助けに入る為ためには、すぐ側まで近づかなければならない。

　有ゆ希きは二年前、達たつ也やから「二度と姿を見せるな」と言い渡されている。「次は消す」と脅されている。

　有ゆ希きが味方になったことは達たつ也やも知っているはずだから、まさか顔を見せただけで消されるとは彼女も考えていない。だが幾ら理性が「大丈夫」と言っても、感情が納得しないのだ。司し波ば達たつ也やに対する恐怖は、有ゆ希きの心の奥深くに刻み込まれている。できることなら、達たつ也やの視界に入るのは避けたかった。

　また、そもそも援護は必要無かった。

　前と左右から押し包むように司し波ば達たつ也やへと近づいた、おそらくは小こ西にし教きよう団だんの男たち。

　八人の内一人残して、一斉に達たつ也やへ襲い掛かる。

　だが素しろ人うとの悲しさ、七人で同時に攻撃したつもりでも、実際に達たつ也やへ手が届くのは一人ずつでしかない。

　七対一ではなく、一対一、掛けるの七。

　七人同時ではなく、七人連続。

　それでも攻撃を受ける側が処理に手間取れば、一対一が一対二になり、一対三になる。




　だが達たつ也やは全員を、




　一撃ずつのカウンターで、舗道に沈めた。




　見ようによっては雑な反撃だ。

　投げ飛ばすことさえしなかったのは、背後に妹と後輩がいるからだろう。

　手加減が面倒臭かったからじゃないのか？　という脳裏に浮かんだ思考を、有ゆ希きは慌てて打ち消した。司し波ば達たつ也やにテレパシー能力は無い、と聞いている。そんなに何でもできて堪たまるか、とも思う。それでも、迷信的な恐怖が拭えない。

　それに、一見雑な対応に思えても、今の戦いを真ま似ねしてみろと言われたら、有ゆ希きはあっさり白旗を揚げる。

　カウンターパンチ一発で、相手を行動不能にする。

　狙い澄ましたカウンター、ではない。ほとんど出会い頭に等しいパンチで、だ。

　それが、七人連続。

　しかも、インターバル無しで。

　素手でなくナイフを使っても、難しいかもしれない。

　司し波ば達たつ也やがこともなげに披露したのは、そんな離れ業だった。

　仲間が全員倒されても、一人残った教団員は慌ても騒ぎもしなかった。

　路上で苦しげに呻うめき、あるいはのたうち回る七人を──彼らは気を失うことすら許されていなかった──見て、忌いま々いましげに舌打ちしたのが、建物の陰からのぞいている有ゆ希きにも見えた。

　男は胸ポケットに挿していた万年筆大の棒を引き抜き、その頭に付いたボタンを親指で力強く押し込むと、達たつ也やに向かって駆け出した。

（爆弾っ？　マジの自爆攻撃か!?）

　有ゆ希きは心の中で悲鳴を上げた。

　自爆突撃ならば、爆弾を抱えているのはあの男一人ということはあるまい。他の教団員も爆弾を抱いているはずだ。多分、舗道に転がっている七人は達たつ也やにしがみつく予定だったのだ。その上で、最後の一人が起爆スイッチを押す。

（そこまでやるか!?）

　相手は狂信者の集団だと分かってはいた。だがその狂信の度合いが、有ゆ希きの予想を大幅に超えていた。

「教団」は、宗教団体ではないという。「教祖」の小こ西にしは、天国とか来世とかの、死後の世界を約束したりはしないと聞いている。

　だが別の世界で幸福に過ごすという「救済」無しに、命を簡単に捨てられるものだろうか？

　そんな疑念に満たされながら、有ゆ希きは為なす術すべも無く立ち尽くす。

　彼女の視線の先で達たつ也やに駆け寄る八人目の教団員。その若い男性は、恍こう惚こつとした笑みを浮かべていた。

　達たつ也やは近づく男の姿を、無表情に見ている。

　男が通ったその後に、導線やネジ、アンテナ、電池が散乱する。

　男の服の下から撒まき散ちらされた物だ。

　路上に倒れた男たちの周りにも、同じ物が散らばっていた。

　八人目が、達たつ也やの前に到達する。

　達たつ也やの掌打が、男の胸の中央に打ち込まれた。

　映画のように、男の身体からだが駆けてきた方へ飛ぶ。

　掌打を胸骨の真上に喰くらう直前の一瞬、男は「何な故ぜだ!?」と言いたげな表情を浮かべていた。

　──爆発は、起きなかった。

　有ゆ希きの推測が間違っていたのではない。

　爆発する前に、爆弾が無力化されたからだ。

　爆弾本体から分離された起爆装置。起爆信号を受信する為ためのアンテナその他。

　切り離されたのではない。

　爆弾は、解体されていた。

（……そういや、文ふみ弥やが言ってたな）

　──達たつ也や兄さんには銃も爆弾も通用しない。ナイフの方が、まだ可能性がある。

　有ゆ希きが達たつ也やについて、文ふみ弥やから聞いたセリフを思い出す。

　その後文ふみ弥やは似合わない嘲笑を浮かべて「ゼロに等しい可能性だけどね」と付け加えていたが、それはこの際重要ではない。

　文ふみ弥やは言った。

　達たつ也やが一ひと睨にらみするだけで、機械的な構造を持っている武器は組み立て工程を逆行するように、バラバラな部品になってしまう。

　それが「達たつ也や兄さん」の力だと。

（こういうことか……）

　まるで魔法のようだ、と有ゆ希きは感じた。彼女は魔法師ではないが、仕事柄、一般人よりも魔法について詳しい。殺しのターゲットに魔法師の護衛がついていることもあるからだ。

　現代の魔法は、ロジックの上に作動している。因果関係を無視した不思議な力ではなく、一定の法則に基づいて物理現象をねじ曲げる。それがどんな法則なのか、説明できる程の知識はないが、とにかく種も仕掛けもある技術だということは理解している。

　しかし今、目の前で見た司し波ば達たつ也やの「魔法」は、摩ま訶か不ふ思し議ぎな、御お伽とぎ噺ばなしにでも出てくるような代物にしか思えなかった。

　達たつ也やの魔法を見るのは、これが初めてというわけではない。

　つい最近も、目の前で人間が消し去られたところを見ている。

　死体も残さず、骨も残らず、塵ちりとなって人間が消える光景。

　それは余りにも非現実的すぎて、かえって不思議と思えなかった。

　ただそういうものだと、疑問も覚えず受うけ容いれていた。

　だが今見た魔法は、人体消失より衝撃が少なかった分、理不尽で不気味なものに思われた。

　そこまで考えて、有ゆ希きは思いだした。「理不尽」というフレーズが、彼女に思い出させた。

　二年前、司し波ば達たつ也やの前に敵として立った時のことを。

　彼は有ゆ希きが放った銃弾を、手で受け止め、粉ふん塵じんに変えた。

　あの時も、理不尽だと感じた。あり得ない光景に怒りが湧いた。そして──。

　心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされるような恐怖が有ゆ希きの中に蘇よみがえる。

　その魔法に対して。

　それを使った、司し波ば達たつ也や自身に対して。
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　小こ西にし蘭らん、またの名を西シー小シヤオ蘭ランが信者の失敗を知ったのは、襲撃の決行から一時間余りが過ぎた五月十五日、午後七時過ぎのことだった。

「……そうですか。ご苦労様」

　不首尾の報告におどおどしている団体員を笑顔で慰め、小こ西にしは「下がって良いですよ」という言い方で退出を命じた。

『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』代表室は四畳半程度の広さで、調度品は控えめなサイズのデスクと、小こ西にしが座っている肘掛けの無い椅子のみ。天井が低く、窓が無い。閉所恐怖症の人間でなくても圧迫感を覚えるような空間だ。

　一人になったその部屋の中で、小こ西にしはしばらく、無言でじっと座っていた。

　閉め切った室内に、静寂が重く蟠わだかまる。

　やがて小こ西にしは椅子の背もたれに寄り掛かり、天井を仰いで大きく息を吐き出した。

　デスクの上に置いていた両手を開く。

　掌てのひらには赤く、爪の跡が残っていた。相当強く握り締めていたということだ。その爪痕は、穏やかならぬ彼女の心中を示していた。

「失敗したものは仕方がないわね……」

　ほとんど意味の無い呟つぶやきが、小こ西にしの口から漏れる。ただそういう風に、自分に言い聞かせでもしなければ爆発してしまいそうだった。

　彼女が苛いら立だっていたのは、暗殺に失敗したことに対してではない。

　もちろん、一度で成功するに越したことはない。だがそう簡単にはいかないだろうという予感があった。強がりではなく、失敗する可能性の方が高いと思っていた。

　根拠は無い。敢あえて言うなら、この案件を持ってきたのが周しゆう公こう瑾きんだから、だろうか。

　小こ西にしは去年の夏まで『無頭竜No Head Dragon』という香ホン港コンマフィアの仕事をしていた。

　マフィアの構成員ではない。日本人である彼女は、ファミリーの一員とは認められなかった。あくまでも現地、つまり日本での活動を支援する協力者だ。

　無頭竜No Head Dragonが日本に進出したのは何十年も前のことだが、勢力を大きく伸ばしたのは七、八年前からだ。

　日本市場におけるシェア拡大は、自分の力あってこそだと小こ西にしは自負している。本拠地のある香ホン港コンで幹部に取り立てられてもおかしくない実績だと彼女は考えていた。

　だからいつまで経たってもファミリーのメンバーとして認められないことに不満を覚えていたが、その御お蔭かげで当局による掃討作戦の巻き添えを喰くらわなかったと思えば、逆に運が良かったのだろう。

　無頭竜No Head Dragonが壊滅した後、小こ西にしは首領の兄貴分で後見人的な立場にいた在米華か僑きよう、顧傑グ・ジーを頼った。組織の内部では黒顧大人ヘイグダーレンと呼ばれていた老人だ。

　向こうも小こ西にしのことを覚えていたようで、顧傑グ・ジーから金銭的な支援はもらえなかったが、新たな組織を立ち上げるのに有益な、様々な人物を紹介された。現在の「教団」は、顧傑グ・ジーのネットワーク無しには存在できなかったし、小こ西にしは細々とした小悪党暮らしを余儀なくされていただろう。

　周しゆう公こう瑾きんも、顧傑グ・ジーから紹介を受けた者の一人だ。彼は若いながら、大だい亜あ連れん合ごうからの亡命ルートの一つを仕切る有力者。また裏社会の動向にも詳しく、今回のようにまだ動き出してもいない非合法な商売の芽を見付けてきて、発注者と受注者の仲介も行っている。

　今回もそうやって、周しゆう公こう瑾きんが司し波ば達たつ也や暗殺の注文を仲介してきた。

　そういう意味では、小こ西にしの組織にとって周しゆう公こう瑾きんは重要なパートナーだ。だが小こ西にしはこの青年のことを、どうしても信用できなかった。

　何か、裏がある。単に客からの依頼をつないでいるだけではない。それが何かは分からないが、彼自身の目的があって、その為ために客と自分たちを利用しようとしている。小こ西にしにはそう思えてならなかった。

　司し波ば達たつ也やなる高校生の暗殺も、きっと周しゆう公こう瑾きん自身の利害が絡からんでいる案件だ。

　ならば、あの得体の知れない男に狙われているターゲットも、単なる魔法師であるはずがない。自分の「教団」が依頼に失敗することはあり得ないが、一回ですんなり終わるとも思えなかった。

　だから今日の仕掛けは、ターゲットの爆殺を目的としたものではなかった。それで死んでくれるに越したことはなかったが、ターゲットの生死は二の次だった。

　信者に爆弾を持たせた真の目的は、自爆テロそのもの。

　魔法師を狙って爆弾が街中で使用されたという事件を起こして、一般市民の魔法師に対する忌避感を煽あおる計画だった。

　彼女の「教団」は殺人代行や破壊工作だけで収入を得ているのではない。

　むしろそれは、副業だ。『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』の本業は、反魔法主義運動を派手に行ってみせることにより得られる、支援者からの寄付金集め。主な収入源は、魔法に反感を懐いだく金持ちからの金銭的援助だった。

　もちろん、自分が自爆テロを命じたと公表することはできない。実行犯として送り込んだ男たちは、既に団体を脱退していることになっている。

　だが反魔法主義の風潮が盛り上がれば、それは自分たちにとっての追い風になる。

　その為ために持たせた爆弾だ。それが不発に終わっては「魔法師の所せ為いで危険な目に遭った」と人々に思わせられない。逆に、狙われた魔法師に世間の同情を集めかねない。

　さらに小こ西にしを苛いら立だたせているのは、失敗した理由が分からないことだ。

　首尾を見届ける為ために派遣した者の報告は、全く参考にならなかった。

　いや、何な故ぜ爆発しなかったのか、それだけは分かっている。起爆装置が一斉に外れたからだ。例外なく同時に分解したことから、何らかの魔法が使われたのは確実だ。

　だが司し波ば達たつ也やは、実行グループを殴り倒す以外には指一本動かしていないと言う。

　魔法師が魔法を使用する際に、ブレスレットや小型端末を操作するのはよく知られている。あるいは、拳銃モドキの引き金を引くことも。そうした素振りが無かった以上、爆弾を解体した魔法は司波達也が使ったものではないと考えるのが妥当だ。

　では誰が魔法を行使したのか。

　司し波ば達たつ也やの妹か。

　一緒にいた第一高校の女子生徒か。

　それとも──、司し波ば達たつ也やを密ひそかに護衛している魔法師がいるのか。

　最後の可能性も、無いとは言えない。

　核融合という画期的な技術を実用化する可能性を持つ、魔法師にとってはある意味で希望の星だ。魔法師の団体が護衛を派遣してもおかしくはなかった。

　──素しろ人うとだけでは厳しいかもしれない。

　しかし小こ西にしの手て許もとには、長い年月を掛けて育成した玄くろ人うとの手駒が無い。無頭竜No Head Dragon壊滅によって組織から仕事を請け負っていた殺し屋が大勢失業したはずだが、小こ西にしは彼らを囲い込めなかった。今の組織を固めるのが優先で、それ以外に手を伸ばす余裕が無かった。

　これまで小こ西にしは、死を恐れない刺客に仕立て上げた一般人を多数投入することで依頼をこなしてきた。それが彼女のスタイルだ。

　赤字を覚悟で、外部の殺し屋を雇うか。

　それとも、今回を超える物量で飽和攻撃を仕掛けるか。

　いずれにしても、大きな出費が見込まれる。

　教団の財務悪化を予想して、小こ西にしは大きなため息を吐ついた。
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　司し波ば達たつ也や一行が自宅に帰り着いたのを見届けて、有ゆ希きは自分のマンションに戻った。

　時刻はもうすぐ二十一時。

（何か食える物はあったかな……？）

　そう考えながら玄関のドアを開けた有ゆ希きは、

「お帰りなさい」

　という明るい声に、一瞬、固まってしまった。

　奈な穂おの存在を、ど忘れしていたのだ。

「あ、ああ……」

「お夕食、すぐにできますよ。それともお風ふ呂ろにしますか？」

　奈な穂おが、定番なようでいて今世紀初頭には既に一般家庭でほとんど使われなくなったセリフのアレンジ版で、有ゆ希きを出迎える。──フィクションでお約束の「それとも、あたし？」は、採用されていなかったが。

「……メシを頼めるか？」

「はい、もちろんです。ダイニングで待っていてください」

　奈な穂おが有ゆ希きの手から肩掛けの鞄かばんを受け取って部屋の奥に消える。

　有ゆ希きは言われたとおり、ダイニングに向かった。

　奈な穂おが言ったとおり、余り待つ必要は無かった。

　出てきたのはクリームシチューをメインにしたメニュー。最後に温めるだけの状態になっていたのだろう。自動調理機のデフォルト設定では、こうはいかない。自分で設定を細かく弄いじって、初めて可能になる芸当だ。

　有ゆ希きはスプーンを手に取って、シチューのお皿に突っ込もうとした。その直前で手を止め、向かい側に座った奈な穂おに目を向けた。

「奈な穂おはもう食ったのか？」

　途端に奈な穂おが、申し訳なさそうな顔になる。

「……すみません。お帰りが何時になるか分からなかったので、先に頂戴してしまいました」

「いや、それは構わないんだけど」

　奈な穂おの顔に浮かぶ罪悪感に、有ゆ希きはやや慌て気味のフォローを口にした。

「ただ気になっただけだ。確かにあたしも連絡しなかったからな。今度から気をつける」

　そして、出来もしない約束をしてしまう。

「はい」

　それを額面どおりに信じたのか、それとも騙だまされているふりなのか──有ゆ希き自身には騙だましているつもりは無い──奈な穂おは暗い表情を消し、笑顔で頷うなずいた。

　有ゆ希きは何となく気恥ずかしくなり、顔を料理の皿に向けて食事を開始した。

　そのまま顔を上げずに食を進める。

　目を向けてはいないが、奈な穂おがニコニコと自分を見ているのが有ゆ希きには分かった。

　実際に空腹だったのもある。

「──ご馳ち走そうさん」

　有ゆ希きは一度も手を止めずに、出された料理を完食した。

　そこでふと、自分が買った覚えの無い食材が含まれていたことに気付く。

「奈な穂お」

「はい？」

「買い物、しただろ」

「はい、あの、冷蔵庫の中に余りストックが……」

「いやいや、責めてるわけじゃない。ただ、買い物の代金をどうしたのかなって」

　有ゆ希きは裏社会の住人だが、亜あ貿ぼう社しやの従業員という社会的な地位はある。──平社員だが。だから銀行口座も持っているし、クレジットカードも所有している。現代生活に不可欠なオンラインショッピングに支障は無い。

　だが有ゆ希きは、自分の決済情報を奈な穂おに教えた覚えが無い。鰐わに塚づかが有ゆ希きに黙って奈な穂おに教えるというのも考えられない。奈な穂おが支払いをどうしたのか、有ゆ希きは気になったのだ。

「立て替えてるんだったら、すぐに払うぞ」

「いえ、有ゆ希きさんとあたしの生活費はこれで」

　そう言って奈な穂おは、エプロンの下からクレジットカードを取り出した。法人会員のゴールドカードだ。

「文ふみ弥やさまからこれを使うよう預かっています。……実際に渡されたのは、本家の葉は山やまさんからですけど」

　有ゆ希きには「本家の葉は山やまさん」が誰なのか分からなかったが、多分、四よつ葉ば家けの使用人だろうと考えておくことにした。

「……あたしの報酬から天引きとか？」

　恐る恐る訊たずねた有ゆ希きに、

「違いますよ」

　奈な穂おが大きく破顔する。

「甘い物ばかりじゃなく栄養のバランスが良いい食事を食べさせてあげてくれ、だそうです」

　何とか声を抑えようとして、くぐもった笑い声を漏らす奈な穂お。

「何だよ、文ふみ弥やの奢おごりか。心配して損したぜ」

　ほぼ確実に照れ隠しだろう。有ゆ希きがそっぽを向いて偽悪的な口調で毒突く。

　その時不意に、有ゆ希きは帰宅してからずっと言葉にできなかった違和感の正体に気付いた。

　奈な穂おが屈託なく笑っている。午前中の、模擬戦の敗北を引きずっていない。昨日の愛あい想そ笑わらいから微かすかに感じた白々しさもない。

　本心から笑っているのか、それとも──昨日よりも完成された愛あい想そ笑わらいなのか。

　有ゆ希きは危うく「何な故ぜそんな風に笑えるんだ？」と訊たずねそうになった。

　正直な答えが返ってくるはずもないのに、だ。

　昔の人間は、「涙は女の武器」と言った。今でも通用するかどうかは、分からないが。

　対して笑顔は、男女を問わず、今でも通用する武器だ。

（タフな根性だけは、認めても良いか）

「あの、何か？」

　有ゆ希きの視線が気になったのか、大きく瞬まばたきしながら奈な穂おが訊たずねる。

「何でもねえよ」

　有ゆ希きはぶっきらぼうに、そう答えた。




　夕食のお皿を下げた奈な穂おは、代わりに自家製のチョコレートムースを持ってきた。「手作り」と言わないのは調理機に作業のほとんどを任せたからだが、食べる方にはどうでも良いいことだ。

　有ゆ希きがとろけた表情で──本人はそんな顔をしていることに気付いていない──ムースにスプーンを入れたちょうどその時、電話が鳴った。

　有ゆ希きがスプーンを止めるより先に、奈な穂おが立ち上がって壁の電話機に向かう。プライベートモードの小さな画面で二、三、言葉を交わした後、奈な穂おは電話を切ってテーブルに戻ってきた。

「鰐わに塚づかさんでした。五分後にかけ直すそうです」

　有ゆ希きは良いいとも悪いとも言わず、スプーンを口に運んだ。




　ちょうど五分後、再び電話のベルが鳴る。有ゆ希きはリモートコンソールでそれを受けた。

　動画電話ヴイジホンのモニターも兼ねる壁面ディスプレイに鰐わに塚づかの顔が映る。彼が口を開くより早く、有ゆ希きが「どうした」と声を掛けた。

『いえ、あの後どうなったかと思いまして』

　模擬戦が終わって有ゆ希きと奈な穂おをマンションに送り届けた後、鰐わに塚づかは亜あ貿ぼう社しやに向かった。専務から呼び出しを受けていたそうだ。亜あ貿ぼう社しやでは実働部隊、つまり殺し屋は社長の直属だが、サポート要員は幾つかの部署に分かれていて管理職が置かれている。専務は鰐わに塚づかにとって直属の上司ではないが、暗殺要員に口出しするのでなければ社長は黙認している。

「クロコも疲れてんだろ？　明日で良かったんじゃないか？」

　鰐わに塚づかを呼び出した専務は亜あ貿ぼう社しやで一番のうるさ型だ。何の用事だったのか有ゆ希きには分からないが、その相手をして疲れていないはずはなかった。

『案件が案件ですから、気になりましてね』

「まあ、その気持ちは分かるが……」

　黒くろ羽ば文ふみ弥やは、決して横暴な雇い主ではない。確かに仕事内容に対する要求水準は高いが、その分、気前も良いい。いや、彼はまだ高校一年生だ。実際に気前が良いいのは黒くろ羽ば家け当主である彼の父親なのだろうが、有ゆ希きや鰐わに塚づかにとって良い雇い主なのは確かだった。

　ただ、司し波ば達たつ也やが絡からむと人が変わる。本人が嫌がるから絶対にそんな素振りは見せないが、実のところ有ゆ希きは、文ふみ弥やが達たつ也やに道ならぬ想おもいを懐いだいているのではないかと疑っていた。

　それに加えて、司し波ば達たつ也やに対しても有ゆ希きは思うところがある。こんなことを考えるのは筋違いかもしれないが、もう少し自重して欲しいのだ。

　彼女が知っているだけでも、去年の冬の、「教条的平和主義」を掲げる過激派の殲せん滅めつ。

　去年の春の、反魔法主義国際政治結社『ブランシュ』日本支部壊滅。

　去年の夏の、国際犯罪シンジケート『無頭竜No Head Dragon』東日本支部の幹部鏖おう殺さつ。

　去年の秋の、横よこ浜はま国際会議場における武装ゲリラ相手の大立ち回り。

　そしてこれは確実な情報ではないが、今年の冬の吸血鬼事件にも一枚嚙かんでいたらしい。

　幸いこれらの事件は規模が大きすぎて、有ゆ希きの出番はなかった。だが考えただけでもゾッとする。あんな大事件に駆り出されたら、命が幾つあっても足りない。そして文ふみ弥やの性格を考えると、その可能性はゼロではなかった。

　高校生なら高校生らしく、何な故ぜ学校内部で収まる小さな事件で満足できないのか。せめて学校同士、学生同士の抗争に留とどめられないのか。いや、頭が良いいのだから「お勉強」だけやっていれば十分ではないのか。

　本人の責任ではないのかもしれないが、やたらとスケールの大きな事件に関わるのは、いい加減にして欲しい。それは有ゆ希きの、紛れもない本音だった。

（……あんな大魔王みたいなやつが高校生をやってるってのが、そもそもの間違いなんだろうけどな）

　有ゆ希きはそう考えることで、埒らちも無い愚痴を意識から追い出した。

『本当はマンションにお邪魔したかったんですが、もう夜も遅いですし』

　鰐わに塚づかがそう付け加えたことも、有ゆ希きの意識を引き戻す切っ掛けになった。

「……結論から言うとだな。やっぱあの人に護衛なんて必要ねえよ」

　有ゆ希きのセリフを聞いて、ディスプレイの中で鰐わに塚づかが半笑いの表情を浮かべた。

『そうですか』

「ああ。ありゃ、ダメだ。何がダメって、あの人を殺すどころか、掠かすり傷一つ負わせるヴィジョンが浮かばないところがダメダメだ。あたしレベルの殺し屋が何人束になってもダメだろうし、あの人に怪け我がをさせられるような殺し屋相手じゃ、あたしが犬死にする未来しか浮かばねえ」

『はぁ……』

　有ゆ希きの発言は殺し屋側と護衛側の視点が入り乱れていたが、言いたいことは何となく分かった。だからといって、何と応えれば良いのかまでは、鰐わに塚づかにも分からない。

「ということで、守るのは止めだ。攻めるぞ」

　幸い、長時間悩む必要は無かった。答えは有ゆ希きの方から示された。

「クロコ、小こ西にし教きよう団だんの情報をもっと詳細に集めてくれ。特にやつらの行動パターンだ」

『行動パターン、ですか？』

「あいつら、表向きの活動もしているんだろ？　真っ当な……とは言えないかもしれんけど、一応、犯罪じゃない活動も」

　そういう意味か、という表情で、ディスプレイの中の鰐わに塚づかが有ゆ希きの言葉に頷うなずく。

『ええ、まあ。デモとかビラ配りとかアジ演説とかばかりですけど』

「できれば今後の予定を知りたい」

『……潜り込むつもりですか？』

「いきなり『仲間にしてください』って本丸に押し掛けるより怪しまれないはずだ」

『それは、そうでしょうけど……』

　カメラの向こう側で、鰐わに塚づかはわざとらしくため息を吐ついた。

『分かりました。調べてみます』

「頼むぞ」

　鰐わに塚づかにそう言って、有ゆ希きはテーブルの向かい側、奈な穂おに目を向けた。

「奈な穂おは依頼人の方だ」

「依頼人って……依頼人は有ゆ希きさんが始末したんじゃないんですか？」

「依頼人がいなくなったのなら、仕事が続いているのはおかしいだろうが」

「前金で依頼を受けていたのでは？」

「殺しの依頼に契約書なんてないんだ。全額前金で払うなんて馬鹿な真ま似ねをする奴やつはいないし、手付けを受け取っていても依頼人がいなくなれば手を引くに決まっている」

「……つまり、岩いわ切きりっていう人以外にも依頼人がいるということですか？」

　奈な穂おの問いに答えず、有ゆ希きは画面の中の鰐わに塚づかに目を向けた。

『岩いわ切きりは同業七社で一種の同盟を組んでいたようですね』

「犯罪同盟か」

『良くある話です』

「と、いうわけだ」

　有ゆ希きは一旦奈な穂おに顔を向け、

「クロコ、岩いわ切きりの仲間のリストを送ってくれ」

　すぐにディスプレイへ視線を戻した。

『明日、お持ちしましょうか？』

「いや、メールで構わねえよ。それより教団の調査だ」

『分かりました。リストは適当に細工して送ります』

「頼んだぜ」

　ディスプレイがブラックアウトする。

　その後、一分もしない内に六人分の氏名と会社名、役職名に加えて、電力料金の闇カルテル疑惑を適当にでっち上げた記事が添えられたニュースレターが送られてきた。言うまでもなく、傍受されても良いように鰐わに塚づかが細工した依頼人リストだった。
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　黒くろ羽ば文ふみ弥やは魔法大学付属第四高校の一年生だ。彼は三月まで豊とよ橋はし市の親元で暮らしていたが、四月から第四高校がある浜はま松まつ市で双子の姉と二人暮らしをしている。

　高校生ともなれば、異性の兄きよう妹だいが疎うとましく思えてくる年頃だ。それが同じ学年ともなれば尚なお更さらその傾向が強いに違いない。

　とはいえ、何事にも例外は付きものであって、同じ高校、同じ学年でも非常に仲なか睦むつまじい兄きよう妹だいもいる。それこそ、他人から見れば恋人同士としか思えない程に。

　文ふみ弥やと彼の姉の亜あ夜や子こも、恋人同士に見える程ではないが、姉弟仲は良好。時々喧けん嘩かもするが──大抵の場合は姉が弟をからかいすぎるのが原因だ──、この二人は互いに一目置き合っているからか、相手に自分の気持ちや都合を押し付けようとはしない。まだ十五歳という年齢を考えれば、随分と大人びた姉弟関係と言えよう。

「どうしたの、文ふみ弥や。難しい顔をして」

　五月十五日、火曜日。日付が変わるまで、一時間を切った真夜中。

　自分の部屋に閉じこもるのではなくリビングで考え事をしていた文ふみ弥やに、入浴を済ませたばかりの亜あ夜や子こが声を掛けた。

「姉さん……またそんな格好で」

　タオルで髪を包みノースリーブのバスローブを着ただけで、腕も足もうなじもむき出しにした亜あ夜や子この姿に、文ふみ弥やは赤面するでもなく、ただ顔を顰しかめた。

「うるさいことを言わないの。文ふみ弥やしか見ていないんだから良いいじゃない」

「僕も男なんだけどね……」

　亜あ夜や子こは「はいはい」という表情でソファではなく籐とう椅い子すに座り、髪を乾かし始めた。

「それで、何を考えていたの？」

　タオルで押さえて髪の水気を吸い取りながら、亜あ夜や子こが改めて訊たずねる。

　文ふみ弥やは反射的に亜あ夜や子こへと目を向け、すぐに顔を背けた。籐とう椅い子すの高さの関係で、バスローブの奥が見えそうだった所せ為いだ。
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「達たつ也や兄さんの件で東とう京きようから報告が来て」

　文ふみ弥やの答えは、少しばかり早口だった。実の姉が相手といえど、さすがに動揺は免まぬがれなかったと見える。

　なお亜あ夜や子この方もさり気なく、真まっ直すぐに立てて揃そろえていた両脚を斜めに流し、籐とう椅い子すの上で身体からだの向きを少しずらした。

「……ちゃんと履いているわよ？」

「何をだよ!?」

　亜あ夜や子この一言に、文ふみ弥やが背けたままの顔を真っ赤にして叫ぶ。

「何をって、それはもちろん……」

「言わなくて良い！」

　文ふみ弥やの剣幕に、亜あ夜や子こは言い掛けたセリフを中断する。

「えっと……東とう京きようからって、有ゆ希きさん？」

　さすがにばつが悪そうな顔で、亜あ夜や子こは露骨に話題を変えた。いや、この場合は「戻した」と言うべきかもしれない。

「あっ、うん、そう」

　文ふみ弥やの方も、無理に呼吸を落ち着かせながら、話題転換に付き合う。……顔はまだ、ベランダ方向に固定されている。

「達たつ也や兄さんが襲撃者を蹴散らして、そのついでに自爆テロを防いだって」

　それを聞いた亜あ夜や子この反応は、「ふーん……」という淡泊なものだった。

「当然の結果ね。自爆テロというのが少し気になるけど」

　そしてついでのように付け加える。

「僕もそこが引っ掛かったんだ」

　文ふみ弥やが亜あ夜や子こに顔を向ける。ようやく気持ちが落ち着いたということもあるが、それ以上に問題意識が勝ったのだろう。

　亜あ夜や子こは髪の水気を吸った大判のタオルを膝の上に広げていた。

「魔法師相手に自爆テロというのは分かるんだ。達たつ也や兄さんが相手じゃなくても、非魔法師が戦闘魔法師を殺そうとするのであれば、遠距離からの狙撃か、爆弾による無差別殺人を選ぶと思う。素しろ人うとの一般人なら爆弾というのは一番妥当な手段だろう」

「でも、素しろ人うとが入手できる爆弾は種類が限られているわ。今回、使われた爆発物は何？」

「可塑性爆薬の一種で、民間での所有が禁じられている物だ」

「文ふみ弥やが何を悩んでいたのか分かったわ」

　文ふみ弥やの答えに、亜あ夜や子こがウンウンと頷うなずく。

「達たつ也やさんを狙っている『教団』は、禁止爆発物を大量に調達する能力を持っている。ただのチンピラ組織じゃないということね」

「有ゆ希きは亜あ貿ぼう社しやの同僚に爆弾魔がいた所せ為いで、爆薬を調達する難しさに麻ま痺ひしているんだろうけど。本来、爆発物はそう簡単に入手できる物じゃない」

「戦後は取り締まりがますます厳しくなったからね」

　第三次世界大戦、またの名を二十年世界群発戦争の時代は、世界中で比較的小規模な戦争が多発したのと同時に、敵国に支援された内乱やテロも続発した。それは日本も例外ではなく、各地が銃撃戦や爆弾テロに見舞われている。

　その影響で、亜あ夜や子こが言うように爆発物の管理は戦前よりも遥はるかに厳しくなった。戦前は取り扱いの資格さえあれば身元確認で爆発物を仕入れられた工事業者も、爆薬を必要とする場面では行政から監督官込みでその都度提供を受けなければならなくなっている。

　ただ役所の管理も決して絶対ではない。犯罪組織でなくても、民間業者が手間を省く為ために監督官を買収して爆薬を余分に所持する不祥事は、マスコミが報じている以上の頻度で起こっていた。

「役人を買収したのか他の犯罪組織から買い取ったのか、それとも親組織が存在するのか分からないけど、あの教団は『人間主義』とやらに影響された単純な過激派集団じゃない。素しろ人うとのテロごっこじゃなくて、プロの犯罪組織だよ」

「有ゆ希きさんには任せておけない？」

　亜あ夜や子この問い掛け。文ふみ弥やはそれに、躊躇ためらいがちに頷うなずいた。

「でも、有ゆ希きさんを使うのは御当主様からのご命令なのでしょう？」

「有ゆ希きを使うよう命じられただけだ。僕が関わることを禁じられているわけじゃない」

「それは屁へ理り屈くつじゃないかしら……？」

　亜あ夜や子こが呆あきれ気味に呟つぶやく。

　しかし彼女の口から、文ふみ弥やを止めるセリフは出てこなかった。
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　五月十六日。

　有ゆ希きは心ここ地ち好よいメロディーに導かれて強制的に目覚めさせられた。

「……何だ、一体？」

　アップテンポなインストルメンタルだが、うるさくはない。普通なら眠りを妨げるような曲ではないように思われる。

　それなのに有ゆ希きは、無理矢理起こされた。

「……奈な穂おのやつ、『スウェーカー』を使ったな」

　スウェーカーとは「スピーカー」と「アウェイカー」の合成語で、音楽の中に覚醒を促す音波を紛れ込ませる新世代の目覚まし。このマンションに備わっているのは知っていたが、有ゆ希きはこれまで利用したことがなかった。

　有ゆ希きが時計に目を向ける。

「まだ九時じゃないか。まったく……」

　二度寝しようとしても、何な故ぜか眠気は消えてしまっている。

　有ゆ希きは奈な穂おに文句を言うべく、パジャマのままダイニングに向かった。

　３ＤＫのマンションは、廊下など申し訳程度のような物。ダイニングまでほんの数歩だ。

「おい、奈な穂お！」

　声を荒げてはいないがそれなりのボリュームで有ゆ希きが奈な穂おを呼ぶ。

　だが、応えは無い。

　不審を覚えて有ゆ希きが目を左右に動かす。

　彼女はテーブルの上に、今時珍しい紙のメモが置いてあるのを発見した。

『お仕事に出掛けてきます。朝食はレンジの中に用意してありますので、温あたためて召し上がってください』

「仕事……？」

　メモに書かれている伝言を読んで、有ゆ希きは首を傾かしげた。
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　赤あか石いしジュールはカナダ系日本人だがカナダ人の母親が極東アジアからの移民である為ため、名前以外にハーフであることを示す特徴は無い。学生の頃はいっそ名前も日本の伝統的なものにして欲しかったと思っていた彼だが、もうすぐ五十歳となる今ではそんなコンプレックスも消え去っていた。

　赤あか石いしは中堅電力会社に勤めている。仕事内容は大きな声では言えないような種類のものだ。高校、大学時代にやんちゃをしていた関係で、その筋の者とつながりができた。それを買われて入社当時から裏街道一筋で来ている。

　そうしたキャリアに相応ふさわしいタフな人物だが、ここ数日、その度胸に刃は毀こぼれが生じていた。

　原因は一緒に仕事をしていた仲間の死だ。

　仕事仲間と言っても会社の同僚ではない。

　同じ業界で付き合いがあった男性が、殺されたのである。

　男の名は岩いわ切きり来らい人と。彼と同じく「裏の仕事」の専門家だ。

　勤務先の業種が同じだから対立することもあったが、手掛けている仕事の種類が種類だ。赤あか石いしと岩いわ切きりは、概おおむね協力関係にあった。

　その岩いわ切きりが殺された。偶発的な──例えば酒場でのトラブルが原因といった殺人ではない。計画的な暗殺だ。

　赤あか石いしは岩いわ切きりと同じく犯罪行為すれすれ、ではなく犯罪行為そのものを重ねてきた。

　殺される覚悟ができているとは言わないが、その可能性は常に、意識の片隅に居座っている。

　その不安が先週末以来、急激に存在感を増していた。

　岩いわ切きりが殺されたのは高級官僚の闇接待の現場だ。理由も多分、それ絡がらみだろう。

　あの高級官僚は、役人としての能力は一流だったかもしれないが、人間的には下ゲ衆スだった。女好きだが玄くろ人うとには興味を示さず、しかも嫌がっている相手を無理矢理犯すのが趣味だった。また本人は「ロリコンではない」と言っていたが、あれは間違いなく隠れロリコンだったと赤あか石いしは確信している。

　恨みを懐いだいていた人間も大勢いるに違いない。関わり続けるのは危ないと感じて赤あか石いしはここ最近、距離を置いていたが、業界としては無視できない役人だった。岩いわ切きりは貧乏くじを引いた格好だ。

　あの官僚の件で、赤あか石いしが狙われる心配は無いと言って良い。接待に関わっていた時期も、本当の素しろ人うとをあてがったことは一度もない。昔取った杵きね柄づかで、彼にはその手の女性に太いパイプがある。嫌がるふりが得意な「合法ロリ」を調達するくらい、わけもなかった。

　赤あか石いしが不安を覚えているのは、岩いわ切きりを暗殺した者の目的が本当は別にある可能性だ。

　岩いわ切きりが死ぬ直前、と言っても先月のことになるが、彼と赤あか石いしと他の同業者五人、仕事上協力し合うことが多い謂いわば「裏工作カルテル」の七人は、一つの案件で合意していた。

　将来、会社に──業界にとって大きな障しよう碍がいになるかもしれない少年の暗殺。適切な殺し屋が中々見つからず前に進まなかった案件だが、岩いわ切きりは暗殺される一週間前、暗殺を請け負う組織を見付けてきた。

　今、彼らのカルテルでその組織の窓口になっているのは赤あか石いしだ。

　──あの少年の暗殺を依頼したことが岩いわ切きりの死に関係しているとしたら、次に狙われるのは自分かもしれない。

　それが赤あか石いしを蝕むしばむ恐怖の正体だった。




　いくら大きな不安を抱えていても、仕事は待ってくれない。社内に換えの人材がいなければ尚なお更さらだ。

　赤あか石いしの仕事はその性質上、関わる人数をそう簡単に増やせない。彼が一人で墓の中まで持って行かなければならない秘密も、一つや二つではない。そして、中断することも許されない。

　裏工作の専門家も人間だ。会社の同僚は官憲に捕まる心配もヤクザに刺される心配もせず給料をもらい出世していくというのに、自分は正真正銘の命懸けで危ない橋を渡らなければならないとなれば、ストレスは倍増どころではないだろう。偶たまには羽目を外さないと気が変になるに違いない。

　若い頃ならば、赤あか石いしはナンパでストレスを解消していた。彼の外見は異人種的な特徴こそ無いもののそれなりに「イケメン」で、「危険な香り」に軽薄な憧れを持つ少女を簡単に引っ掛けていた。

　今は前世紀末から今世紀前半に掛けて続いたフリーセックスの風潮が廃れ、女性が結婚まで性交に応じないのが普通という時代だ。しかし「何事にも例外はある」という法則はここでも有効で、繁華街には現代のモラルに照らして普通ではない少女が刺激的な遊びを求めて集まる場所がある。そういう場所を選んでナンパをする知識も、赤あか石いしにはあった。

　だが中年と呼ばれる年齢になれば、ナンパどころか酒場の女を口説くのも憚はばかられる。ただの中年ならば「あり」かもしれないが、赤あか石いしは職業柄、悪目立ちはタブーだ。

　だから四十歳を過ぎた頃から、彼は「そういうプレー」ができる店を愛用していた。

　店内では一見素しろ人うとの女性が大勢（実際は素しろ人うとと玄くろ人うとの比率が半々くらい）、声を掛けられるのを待っている。客は店員の仲介で気に入った女性の隣に座る。「あちらのお客様からです」を合図にするのが一般的だ。その際、客は女性に奢おごる飲み物に一般的な相場の十倍以上の代金を払うのだが、これは斡旋料ではなくあくまでも飲料代だ。──という体裁になっている。

　赤あか石いしが行きつけの店に入ると、午前中にも拘かかわらず店内には十人以上の女性がたむろしていた。こんな時間から利用客がいるのか、と呆あきれるのは不適当だ。犯罪者に限らなくても、夜の方が忙しい人間は世の中に少なくない。一般的な大人が宵の口から遊ぶように、仕事を終えて朝方から遊ぶ人々だっているということだ。

　グルリと店内を見回した赤あか石いしは、少し毛色の変わった少女に目を留とめた。

　着ている物は所々にフリルがあしらわれた、丈が長いゆったり目のワンピース。焦げ茶色の髪を臙えん脂じ色いろのベルベットのリボンを使って両サイド、耳の少し上で纏まとめている。あの髪型は「ツインテール」と言ったはずだ。

　髪型と服装だけでなく、顔立ち、身体からだ付きも子供っぽい。第二次性徴は迎えているようだが、年齢は十二、三歳といったところだろう。

　家出少女だろうか？　玄くろ人うとということはないだろう。この時間帯に十代の少女がいるのは珍しい。小遣い稼ぎの女子中高生は補導を避けて、午後遅くから宵の口の時間帯に集中する傾向にある。

　赤あか石いしの好みからすると幼すぎるが、時にはいつもと違うタイプも面白い、と彼は思った。

　彼はその少女が座っているカウンターの端に腰を下ろし、適当なジュースを注文して仲介を依頼した。




　隣の席に移動してきた赤あか石いしをあどけない笑顔で迎えながら、奈な穂おは内心慌てていた。

　この店が赤あか石いしの行きつけだとは知っていた。だが彼女は今日、赤あか石いしに接触するつもりは無かったのだ。

　岩いわ切きりの後に達たつ也や暗殺の依頼者側窓口になっているのは赤あか石いしだと昨晩のメールで知って、奈な穂おは最初の標的を彼に定めた。今朝早く鰐わに塚づかの部屋に直接押し掛け、赤あか石いしに関する詳しい情報を入手してこの店で網を張った。

　だが彼女の予定では、他の女性とデートに出掛けた赤あか石いしの後を、こっそりついて行くつもりだった。

　奈な穂おの得意なレンジは百メートル以内の中距離だ。

　赤あか石いしの行動パターンを尾行により直接調べて、最適な狙撃ポイントを探る。その上で後日仕留めるのが、奈な穂おの計画だったのである。

　鰐わに塚づかの情報によれば、赤あか石いしのストライクゾーンは二十代後半から三十代前半だったはずだ。だから興味を持たれないように、敢あえて幼い服装と髪型をチョイスした。

　赤あか石いしに声を掛けられたのは、完全に計算違いだ。

「やあ、こんにちは」

「こんにちは。おじさん、ジュースありがと」

　おどおどした世慣れない少女を装よそおうか、世間知らずの子供路線で行くか。奈な穂おは一瞬迷ったが、後者を選んだ。その方が受けが悪いと思ったのだ。

「どういたしまして。少し話し相手になってもらえるなら、お安いご用だ」

　だがあいにく、奈な穂おはロックオンされてしまっているらしい。

　こうなっては、開き直るしかない。奈な穂おはそう考えた。

「あたしも退屈してたから大歓迎かな」

　そう言って今度は、計算高そうで、かつ幼稚な笑みを赤あか石いしに向ける。

　護衛から暗殺者へ訓練課程を移されてから、奈な穂おは笑顔の作り方を徹底的に仕込まれた。

　魔法師も肉体的には、通常の人間と変わらない。特に奈な穂おのような小柄な女性は、肉体的な暴力に抗あらがうのが難しい。

　身しん体たい能のう力りよくを部分的に引き上げる魔法もあるが、魔法を発動する前に襲われれば屈服するしかない。暴力にも兵器にも屈しない、人を超越した力を有する魔法師は、世界でもほんの一握りなのである。

　その「一握り」に含まれない奈な穂おは、まず相手を油断させる術を叩たたき込こまれた。

　人は見た目に騙だまされる。

　敵に止めを刺す魔法以前に、人を騙だますことのできる笑顔が、奈な穂おにはまず要求された。

「そう？　嫌がられなくて良かったよ」

　その成果が赤あか石いしの、警戒が緩んだ表情だ。

「嫌がったりしないよぉ。おじさん、かっこいいもん」

「そうかな？」

　お世辞だと分かっていても、赤あか石いしは満更でも無さそうだ。いや、半分くらいは本気に取っているのかもしれない。

「おじさんはアカシっていうんだ。お嬢ちゃんは？」

　奈な穂おはまたしても、ポーカーフェイスのレベルを試されることになった。本名・赤あか石いしで偽名がアカシ。少し芸が無さ過ぎではなかろうか。

「チホ」

　千ち穂ほというのは彼女の年の離れた姉の名である。漢字で書けば「奈な穂お」と「千ち穂ほ」で一字違いだが、音にすれば「ナオ」と「チホ」で結構印象が違う。出来の良いい姉に対する嫌がらせの意味も込めて、奈な穂おは姉の名をこういう場合の偽名に使うと決めていた。──実際に使ったのはこれが初めてだ。

「チホちゃんか。可か愛わいい名前だね」

　当たり前だが、赤あか石いしに偽名を疑っている素振りは無い。いや、もしかしたら最初から本名を名乗るはずがないと決め付けていたのか。

　その後も、赤あか石いしが積極的に話し掛けて、それを奈な穂おが子供っぽく受ける。

　赤あか石いしは「アカシ」として、奈な穂おは「チホ」として、「会話が弾む」ではなく会話を弾ませる。

　奈な穂おが拍子抜けする呆あつ気けなさで、彼女と赤あか石いしは街に繰り出すこととなった。




　最初の内、赤あか石いしは意外に紳士だった。肩や腰に手を回そうともしない。気を遣って奈な穂おの方から腕を絡からめていったくらいだ。

　メンズの扱いもあるがレディース主体のブランドショップを回った。

　宝飾品も置いてある雑貨屋を回った。

　少女向けのブティックを回った。

　どの店でも赤あか石いしは奈な穂おに「好きな物を買ってあげよう」と言い、奈な穂おは最後のブティックで「じゃあこれ」と高すぎない物をねだった。

　正午を少し過ぎて、赤あか石いしは奈な穂おを高級ホテルのレストランに連れて行った。

　奈な穂おが着ている物は、ブティックで買ったお洒しや落れなワンピースだ。髪とメイクも、それに合わせて大人っぽく直してある。……それでも、高校生以上には見えなかった。

　ランチ用のコース料理に奈な穂おが目を輝かせる。そこだけは、演技ではなかった。

　そしてお決まりの如ごとく、奈な穂おのドリンクには気付かぬように酒精が紛れ込んでいた。

　どう見ても十八歳未満にしか見えない、ふらついて一人では歩けない少女を、四十代後半、五十前の男がホテルの一室に連れ込む。ホテルぐるみの共犯とまでは行かなくても、従業員の協力がなければできないことだ。現に二人を案内してきた客室係は、何も言わずに部屋の外からドアを閉めた。

　赤あか石いしが奈な穂おをベッドに寝かせ、俯うつぶせにして買ってやったばかりのワンピースのファスナーを下ろす。

　奈な穂おが俯うつぶせのまま首を捻ひねって、片目で赤あか石いしを見る。

　まだ意識があるのか、と赤あか石いしは危うく舌打ちを漏らしそうになった。

「……おじさぁん。シャワー、浴びさせて……」

　だが奈な穂お──赤あか石いしにとっては「チホ」──の口から零こぼれたセリフは、これから起こることに同意していると解釈できる言葉。

　赤あか石いしは犯罪者だが、無理矢理というのは余り好みではなかった。犯罪者が皆レイプ魔というわけではない。年を取ったからかもしれないが、彼は女性が自分の下で快楽に吞のまれるのを見るのが好きだ。自分から身体からだを開くのであれば、その方が好ましい。

「良いいとも。立てるかい？」

「……何だかフラフラするぅ……。おじさん、先にどぉ～ぞ～」

　赤あか石いしは唇の両端を吊つり上あげながら立ち上がった。これは、彼好みの展開だ。

　この部屋の構造は少々特殊で、鍵を使わなければ中からも出られない。浴室に鍵を持ち込めば、「チホ」に逃げられる心配も無い。

「分かったよ。少し休んでいなさい」

　──後でたっぷり啼なかせてやろう。

　その場に服を脱ぎ捨て、赤あか石いしは浴室に向かった。
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（……あーっ、気持ち悪い！）

　奈な穂おの素性を知る者にとって予想は容易たやすいだろうが、彼女は酔っていなかった。

　男が女に服を買い与えるのは、後で脱がせる為ためだ。──という言葉を鵜う吞のみにしているわけではないが、赤あか石いしのケースでは狙いが分わかり易やすかった。レストランに誘われた時点で、酒、薬物、どちらに対しても対策を打った。

　気持ち悪かったのは酔いではなく、肌に触れた赤あか石いしの手。

　不安だったのは、酔っ払いの演技がばれないか、という点だった。何と言っても実地は今日が初めてだ。それに酔っているふりは、訓練課程で愛あい想そ笑わらい程には高い評価を得られなかった。

（それにしても、こんなことなら得物を持ってくるんだった……）

　奈な穂おの計画では、今日はあくまでも下見だったのだ。彼女の仕事道具は、有ゆ希きのマンションに置いてきたままだ。

（仕方がない。シチュエーションは悪くないし、何とかなるでしょう）

　だが、無い物ねだりは意味が無い。このまま中年男に抱かれるのも嫌だし、少々行き当たりばったりの感は否いなめないが、奈な穂おは暗殺を決行することにした。

　シャワーの音が聞こえる。

　奈な穂おはベッドの上に身体からだを起こした。

　足音を立てないように、浴室に向かう。

「──五月雨さみだれは　露つゆか涙か　不如帰ほととぎす」

　奈な穂おが口ずさんだのは室むろ町まち幕ばく府ふ第十三代、「剣豪将軍」足あし利かが義よし輝てるの辞世の句。

　奈な穂おの記憶に刻まれた起動式が、あらかじめ設定したキーワードによって呼び出される。

「我が名をあげよ　雲の上まで」

　呼び出した起動式が無意識領域の魔法演算領域に読み込まれ、魔法式が出力される。

　奈な穂おが浴室の扉を開けた。

　赤あか石いしが好色な笑みを浮かべて振り向く。

　魔法が発動する。

　シャワーヘッドから注がれる、お湯の中の一滴が、

　鋼の硬度を持つ弾丸となって、

　赤あか石いしの左耳を突き破った。

　水滴の表面を覆っていた魔法は大脳に深く食い込んだ段階で解除され、運動エネルギーが破裂という形態で解放される。

　大脳を破壊された赤あか石いしの身体からだが、浴室の床に崩れ落ちた。

　一滴の雫しずくを覆う対物シールドと、一滴の雫しずくを加速するだけの魔法。

　その事象改変は余りにも規模が小さくて、ホテルに設置された魔法用のセンサーには感知されなかった。




　奈な穂おはレストラン階のトイレで髪型、メイク、ファッションを元に戻して、素知らぬ顔でホテルを後にした。








［５］






　午後三時半。玄関の扉が解錠される音を、有ゆ希きはダイニングで聞いた。

「あっ、ただいまです。有ゆ希きさん、お戻りだったんですか」

「まあな」

　噓うそである。有ゆ希きは今日、マンションの部屋から一歩も外に出ていない。

「あーっ！　またそんな物を食べて！　有ゆ希きさん、太りますよ」

「お生あい憎にく様さまだな。あたしは太らない体質なんだよ」

　そう言いながら、有ゆ希きは買い置きのドーナッツに齧かぶり付ついた。──なお体質とは無関係に、現代では薬で比較的簡単に治療できる生活習慣病として肥満症は知られている。だからこの遣やり取とりは嫌味未満の挨拶みたいなものだ。

「はいはい。お茶を淹いれますね」

　その証拠に、というわけでもないが、奈な穂おはそれ以上の文句を付けなかった。

「コーヒーにしてくれ」

「ミルクたっぷりですね」

「蜂蜜もな」

　奈な穂おはギョッとして、キッチンに向かう途中で足を止め振り返った。

　コーヒーに蜂蜜!?　と驚いたのだが、すぐに、それ程おかしなことではないと気付く。「コンレーチェ」（ハニーカフェ・コンレーチェ）というコーヒーに蜂蜜とミルクを入れた飲み物があることは、メイドの知識として教わっていた。ただ四よつ葉ば家けには使用人を含めてコーヒーに蜂蜜を入れる者がいなかったので、一瞬、異様に感じたのだ。

「かしこまりましたです」

　奈な穂おは驚きよう愕がくの表情を笑顔に変えて、振り向いた姿勢のまま有ゆ希きに頷うなずいた。




　しかしどうやら、納得するのは早すぎたようだ。

　試しに自分の分もコンレーチェを作ってテーブルに置いた奈な穂おは、今度こそ目を見開くことになった。

　カップに口を付けた有ゆ希きは、すぐにソーサーへ戻した。そして何と！　コンレーチェに角砂糖を加え始めたではないか。

　奈な穂おは驚きよう愕がくを顔に貼り付けたまま、自分の分を一口飲んだ。

　──甘い。

　──十分に、甘い。

　──なのに、砂糖を加える？

　有ゆ希きを甘く見すぎていたと、奈な穂おは駄だ洒落じやれではなく、考えた。

　ショックで固まってしまった奈な穂おに、有ゆ希きが怪け訝げんな目を向ける。

「どうしたんだ？」

「いえ……何でもありません」

　まさか「貴女あなたの味覚に衝撃を受けたんです」とは言えない。奈な穂おとしては、笑って誤魔化すしかない心境だったのだが──、

「──そういや、帰ってきた時から顔色が悪かったな。何かあったのか？」

　有ゆ希きの指摘を受けて、奈な穂おの心しん臓ぞうがドクンと跳ねた。さっきとは別の意味で顔が強こわ張ばる。

「……やだなぁ。何でもありませんよ」

　奈な穂おはすぐに愛あい想そ笑わらいを浮かべて誤魔化そうとした。

「そう言えば、仕事に行くって言ってたな。その髪型も仕事用か？」

　だが、最初から追及を止めるつもりがなかった今の有ゆ希きには通用しなかった。左右対称に耳の上の高さで纏まとめ、そのまま編まずに垂らした「ツインテール」の髪型と、実年齢より敢あえて幼く見せるメイクをつらつらと眺めながら有ゆ希きが訊たずねる。

　奈な穂おにも、有う耶や無む耶やにはできないと分かったのだろう。彼女は小さくため息を吐ついた。

「……子供っぽい格好をすると、男の人は油断してくれるんですよ」

「なるほどな」

　それは有ゆ希きも使う手なので、良く理解できた。

「あたしはこういう外見ですので……。色気より可か愛わいげです」

　奈な穂おが演技ではない、自嘲気味な笑みをこぼす。

「でっ？　誰をヤッたんだ？」

「えっ……？」

　だがその笑みは、再び固まった。

「殺やってきたんだろう？　殺しは初めてか？」

　奈な穂おが有ゆ希きの顔をまじまじと見詰める。彼女の顔には「何な故ぜ分かった？」と書かれていた。

　その視線の問い掛けに、有ゆ希きは答えない。奈な穂おが言葉で質問しても、有ゆ希きは答えなかっただろう。

「……いえ、二人目です。訓練で一人。それで慣れたつもりだったんですけど」

　結局、根負けしたのは奈な穂おの方だった。

「一人目の時は吐いたんじゃないか？」

「……良く分かりますね」

　それを聞いて、有ゆ希きが薄らと笑う。

　嘲笑ではない。何ど処こか、安あん堵どしたような笑みだった。

「ありふれた話だからな」

　そう言った後、有ゆ希きは口の中で「魔法師も同じとは思わなかったが」と付け加えた。

　その呟つぶやきは、奈な穂おの耳には届かなかった。

「有ゆ希きさんも？」

　奈な穂おの問い掛けは、「有ゆ希きも吐いたのか」という意味だ。

「あたしは吐かなかったよ。吐きそうになったけど。その代わり、その日は明け方まで眠れなかった」

「そうなんですか……」

「まっ、こういうのは個人差があるからな。奈な穂おも回数をこなしていけば慣れるだろうよ」

　──それが良いいことかどうかは分からないが。

　今度の呟つぶやきは、声に出さず心の中だけに留とどめられた。

「それで、誰を殺やってきたんだ？」

　有ゆ希きは自分が余計なことを言わないように、続けて問い掛けた。

「赤あか石いしジュール。依頼人側の、窓口になっていた男です」

　有ゆ希きに慰められて少し立ち直った奈な穂おが、事務的な口調で、仕事をしている顔で答える。

「本当は下見のつもりだったんですが、犯されそうになりまして」

　有ゆ希きの顔に困惑が過よぎる。だが声を上げたり顔色を変えたりといった反応は無かった。

「人目もありませんでしたので、思い切って決行しました」

「それは……仕方がない」

　有ゆ希きは奈な穂おに、殺し方まで指図する立場ではない。彼女の判断にケチは付けられないし、仮に指導する権利と義務があったとしても、有ゆ希きの性格上「我慢してレイプされろ」とは言えなかった。

「目撃者はいなかったってことだが、カメラは？　言うまでもないことだが、証拠は残してないだろうな」

「ホテルの中にはカメラもマイクもありませんでしたよ。街路カメラにはデートしているところを撮られたかもしれませんが」

「それはどうしようもない」

　街路カメラは全ての通行人の映像を記録している。ただそのデータ量は膨大で、犯罪行為や異常な行動を取っていない個人の情報を引き出すには、それなりに大きなコストが掛かる。

　その為ため、全ての犯罪に街路カメラのデータが使用されるわけではない。たとえそれが殺人事件であっても、データ検索が許可されるかどうかは担当する刑事とその上司の政治力次第というところがある。街路カメラの記録映像から容疑者として特定されるかどうかは、運不運の側面があった。

「物的な証拠は残していないと思います。凶器も使いませんでしたし」

「……魔法か？」

「はい」

「だけど奈な穂おは、あのシー何とかっていう機械を身に着けていないじゃないか。隠しポケットにでもしまってあるのか？」

「ＣＡＤのことですね？」

　有ゆ希きの「シー何とか」というセリフに、奈な穂おは素で苦笑いを漏らした。基本的に魔法師しか使わない道具なので、名称を正確に覚えていないのは仕方がないことかもしれない。

「ＣＡＤを使わなくていいマル秘技術があるんですよ」

「呪文でも唱えるのか？」

「似たようにものですけど……秘密です。マル秘ですから」

　有ゆ希きはそれ以上、質問を続けなかった。殺し屋でも忍者でも、奥の手を隠し持っているものだ。奈な穂おが「マル秘」と言うからには、幾ら訊たずねても無駄だと分かっていた。

「あっ、コーヒーを淹いれ直してきます」

　有ゆ希きのカップが空になっているのに気付いて、奈な穂おが立ち上がる。

「蜂蜜をたっぷりで」

「はい。蜂蜜をたっぷり、ですね」

　有ゆ希きのリクエストに、奈な穂おが笑いながら頷うなずく。

　奈な穂おの初仕事の話は、ここで一旦、お開きになった。





◇　◇　◇






　赤あか石いしの死体が発見されたのは、チェックアウトの時間になったことを報しらせようとした内線電話が何度掛けても通じなかったことが切っ掛けだった。

　不審に思った客室係が部屋に踏み込んだのが五月十七日午前十一時半。すぐに警察と救急車が呼ばれたが、大騒ぎにはならなかった。一応は高級と呼ばれるホテルで、従業員は無闇に騒ぎ立てなかった。それに一見、傷は無く、血もシャワーで流れていて──正確には奈な穂おが洗い流していて──最初は脳梗塞か心しん臓ぞう麻ま痺ひと考えられていたからでもあった。

「誰がシャワーを止めたんだ？」

　駆けつけた刑事が懐いだいた疑問も、

「シャワーに止め忘れ防止の機能がありまして、何もしなければ三十分で自動的に止まります」

　従業員の説明で、疑惑にはつながらなかった。





◇　◇　◇






　十七日正午過ぎ、鰐わに塚づかが有ゆ希きのマンションを訪れた。彼は有ゆ希きに頼まれた情報を届けに来たのだが、腰を落ち着けるなり全く別のことを訊たずねられた。

「赤あか石いしを殺やったんですか？」

「ああ。昨日、奈な穂おが仕留めた。クロコが知らなかったってことは……」

「ええ。まだニュースにはなっていませんね。警視庁に出入りしている記者連中も、その情報はまだキャッチしていないはずです」

「意外だな……」

「状況を聞かせてもらえませんか」

　鰐わに塚づかに訊きかれて、奈な穂おは素直に説明し始めた。実は有ゆ希きも、これを聞くのは初めてだ。

「……多分赤あか石いしはそのホテルの常連だったんでしょうね。客室係は余分にチップをもらう代わりに、赤あか石いしのレイプを見逃していたんでしょう」

　奈な穂おの話を聞き終えて、鰐わに塚づかは納得顔で、こうコメントした。

「そのくらいあたしにも想像がつくけど、それがどうした」

「お楽しみのところを邪魔しないよう、徹底されていたんじゃないでしょうか」

「それで発見が遅れた、と？」

「多分。それと……」

　言いい淀よどむ鰐わに塚づかだが、

「何だ？」

　有ゆ希きに促されてすぐに推理を再開した。

「シェルの手口も、警察の出足が鈍い原因だと思います」

『シェル』とは有ゆ希きと相談して決めた奈な穂おのコードネーム。鰐わに塚づかは亜あ貿ぼう社しやの流儀に従い、奈な穂おのことも普段からコードネームで呼ぶことに決めたようだ。

「魔法を使ったからか？」

「大雑把に言えば、そうですね」

「大雑把って……そこは『簡単に言えば』だろ」

　有ゆ希きとしては拘こだわりたいところだったのもしれない。

「昔は呪殺が殺人として立件できなかったように、魔法による暗殺は事件として成り立ち難にくい面があります」

　だが鰐わに塚づかにはまるで相手にされなかった。

「先程聞いたシェルの魔法は、心しん臓ぞうを直接止めるとか脳の血管を破裂させるとかに比べれば分わかり易やすくはありますが、凶器が少量の水で傷が耳の中に隠れていますから──」

「解剖してみるまで、殺しだと分からないってことか」

　自分の抗議を無視された腹いせでもあるまいが、有ゆ希きが鰐わに塚づかのセリフを途中から横取りする。

「そうです」

　もっとも鰐わに塚づかは、ただ頷うなずいただけだった。




　赤あか石いしの死が殺人事件として報じられた時点で、警察の捜査が何ど処こまで進んでいるか調べてみるということで、そちらに関する当面の対応は決まった。鰐わに塚づかとしては、ようやく本題に入れるという気分だ。

「ナッツ、小こ西にし教きよう団だんの活動予定を調べてきました」

「早速見せてくれ」

「早いな」とか「さすがだな」とか、そういう定型的な褒め言葉を有ゆ希きは口にしない。二人の間に、そんな分かり切った称賛は必要なかった。

「結構活発に活動してますよ」

　鰐わに塚づかが電子ペーパーのタブレットを有ゆ希きに渡す。

　有ゆ希きは電源が入っていた電子ペーパーを一定のペースでめくっていく。

「……狙いはデモかな。ビラ配りは、潜り込むのが難しそうだ」

「だったらこれなんて如何いかがです？」

　鰐わに塚づかが何い時つの間まにか手に持っていた携帯情報端末を操作する。

　電子ペーパーのリモコンアプリが入っていたのだろう。鰐わに塚づかの指の動きに合わせて、有ゆ希きが手にしているタブレットの画面が変わった。

「国こつ会かい議ぎ事じ堂どうの前を通るルートですからね。警察との衝突が予想されます」

「……公務執行妨害で捕まれって言うのか？」

「いえいえ。軽く血を流して見せれば、すぐに仲間だと認めてもらえるのではないでしょうか」

　有ゆ希きは嫌そうに顔を顰しかめたが、確かにわざと軽傷を負う方が警察に捕まるよりも面倒が無い。

「簡単に言ってくれるな……」

　有ゆ希きはため息を吐つきながら横目で鰐わに塚づかを睨にらんだ。ただ彼女の心の中では、既に鰐わに塚づかのプランを採用していた。

「あたしはどうしましょう？」

　話が纏まとまったとみたのか、それまで黙って背景に徹していた奈な穂おが久々に口を開いた。

「すぐ、次に掛かった方が良いいでしょうか？」

　次のターゲットを殺しに行くべきか、と二人に尋ねる。

　昨日、奈な穂おの青ざめた顔を見ている有ゆ希きは、そのセリフと躊躇ためらいの無い表情に驚いた。しかし鰐わに塚づかは、奈な穂おを「四よつ葉ばの魔法師」と認識しているからか、特に違和感を覚えなかった。相手が「十五歳の女の子」という事実よりも「魔法師は人殺しくらいでくよくよ悩まない」という世間のイメージで奈な穂おの態度を判断していた。

「少し時間を空けた方が良いいでしょう。少なくとも、警察の動きを確認してからの方が良いい」

　赤あか石いしの死を殺人事件として捜査するのかどうか。

　捜査するとして、奈な穂おに容疑者として目を付けるかどうか。

　それを確認すべきだというのか、鰐わに塚づかの意見だった。

「分かりました。様子を見ることにします」

　奈な穂おも昨日は元々、下見のつもりだったのだ。それに急がなくても、「達たつ也やさま」の暗殺が成功するはずはない。奈な穂おは達たつ也やのことを伝聞でしか知らないが、本家の使用人の中で彼のことを軽かろんじている者ですら、その戦闘力は「悪魔のような」という言い方で認めていた。

　時間を置くことに、全く異存は無かった。
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　一方で、小こ西にし蘭らんは「余り時間は掛けられない」という焦あせりを覚え始めていた。

　彼女は昨晩、赤あか石いしジュールと二人きりで会う予定にしていた。と言っても色っぽい話ではない。請け負った暗殺の状況説明と、ターゲットが予想外に手て強ごわかったことを理由に仕事料の引き上げを交渉する為ためだ。

　だが密会場所で二時間待っても、赤あか石いしは来なかった。また、教えられた秘密番号に何度掛けても応答は無かった。

　単なる仕事の約束なら、何か急用が入ったとも考えられる。しかし、赤あか石いしと小こ西にしの間に取り交わされた契約は殺人の請負だ。何の連絡も無しに予定をキャンセルするとは考え難にくい。

　赤あか石いしの身に何かあったのだ。

　もしかしたら、殺されたのかもしれない。司し波ば達たつ也やを密ひそかに護衛している魔法師がいるのかもしれないと、先日推理したばかりだ。その勢力が逆襲に出ているとも考えられる。

　ここで手を引けると考える程、小こ西にしは無法の世界を甘く見ていない。もし本当に司し波ば達たつ也やの護衛勢力の反撃で赤あか石いしが殺されたのであれば、早急に暗殺依頼を完遂するのが最も確実な活路だろう。あの少年が死んでしまえば、小こ西にしを片付ける理由も無くなるはずだ。

　小こ西にしは外部の殺し屋を雇うことを、真剣に考え始めた。
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　警視庁が赤あか石いしの死を殺人事件と断定したのは、十七日の夜になってからだった。解剖の結果、耳の奥に、頭蓋骨を貫通する穴が発見されたことによる。解剖してみるまで分からなかったのは、破は損そん孔こうが凝固した血で塞がれていてそれ以上の出血や髄液がせき止められていた所せ為いだ。

「一体、何をどう使えばこんな殺しができるんだ……？」

　警視庁捜査一課の中堅刑事（部長刑事）である梶かじ谷たには、鑑識の報告書を前にしてさっきから首を捻ひねっていた。

　死因は広範囲にわたる大脳の損傷。損傷の原因は頭蓋骨内部からの急激な圧迫。くも膜下出血時の症状に似ているが、該当する血管の損傷は発見されていない。

　頭蓋骨を貫通する穴も、凶器の正体が分からない。外耳道や破は損そん孔こうに残されていた痕跡から、極めて小口径の銃弾のような物が撃ち込まれたのではないかと鑑識は推定している。

　だが頭蓋骨内部からは針一本発見されなかった。空けられた穴は一つなので、貫通して出て行ったということも考えられない。長い釘くぎのような物を打ち込んで引き抜いたのであれば、抜いた痕跡が残るはずだが、それも無い。

「やはりこれは、魔法による殺しじゃないですかね」

　梶かじ谷たにと同じ捜査一課の若手刑事、尾お山やまが自説を述べる。彼がこの推理を主張するのは二度目だった。

「だがセンサーには反応が無かったぞ」

　そして梶かじ谷たにがこう反論するのも二度目。

　現場となったホテルには、防犯カメラが設置されていなかった。客室フロアにカメラが無いのは当然として、レストラン階にも常時監視型の防犯カメラは無かった。非常ベルに連動して記録を開始する物が設置されていただけだ。

　だが魔法を検知する想子サイオンセンサーは、客室前の廊下にも一定間隔で取り付けられていた。客室内で人を殺すに足る魔法が使われれば確実に反応を記録できる性能の物だ。死体が見つかった部屋の斜め前にもセンサーはあった。中で魔法が使われたなら、その記録が残っていなければおかしい。梶かじ谷たにが魔法師の犯行だと決め付けられずに頭を悩ませていた理由がそれだった。

　実は尾お山やまだけでなく梶かじ谷たにも、魔法が凶器ではないかと疑っていたのだ。彼らの常識では、合理的な仮説が立てられない犯罪は、魔法師による犯行ではないかと疑って掛かるのがセオリーだ。──魔法師ではない、多数派刑事にとっての。

「被害者ガイシヤには連れがいたんだよな？」

「はい、若い女が。ただその女性はレストランから部屋に直行したようで、フロントのカメラには映像が残っていません」

「ロビーはどうだ。幾ら何でも、外からホテルに入った時の姿は撮れているだろう？」

「それが、終始被害者ガイシヤの陰に隠れて顔が映っていませんでした」

「カメラの位置を知っていたのか？」

「多分そうでしょう。女の方ではなく被害者ガイシヤが、ですが。被害者ガイシヤはあのホテルの常連だったようですし、連れ込んだのはどうやら未成年みたいですからね。映像が残るのを嫌がったんじゃないですか」

「未成年か」

　梶かじ谷たにの声には馬鹿にするような響きがあった。自じ業ごう自じ得とくとでも思っているのかもしれない。

「それじゃあ、街路カメラの方も望み薄だな」

「未成年って可能性があるだけで、難しいでしょうね。『目撃者を探す』程度の理由では許可が下りないでしょう。被疑者とまで行かなくても、重要参考人くらいには事件との関連性を示せないと」

　街路カメラは、少なくとも建前上は、犯罪そのものを記録し犯人を追跡する為ために設置された物だ。他の目的にデータを流用することは、たとえ犯罪捜査の為ためであっても厳しく制限されている。

　尾お山やま刑事が言うとおり、目撃者を探すという目的では使用許可が下りる可能性は低い。対象が未成年であれば、許可が出る可能性はさらに低下する。

「その少女が犯人とは考えられないのか？」

「レストランの給きゆう仕じ係がかりや客室係の証言では、身長百五十センチ足らずの華きや奢しやな少女だったそうです。メイクで無理に大人っぽく見せていましたが、実年齢は十二、三歳だろうとも」

　尾お山やまの説明に、梶かじ谷たにが呆あきれ返かえった表情を浮かべる。刑事が考えてはならないことだが、「そんなロリコンは殺されても当然だ」と言わんばかりの顔だ。

「魔法でも使わない限り、その少女がガイシャを殺すのは無理じゃないでしょうか」

「想子サイオンセンサーに反応は無かったしな。結局は殺害方法の問題か……」

　少女を被疑者に仕立て上げて街路カメラデータの使用許可を取るのは難しい。それを認めた梶かじ谷たに刑事は大きなため息と共に、サイバー課のハッカーを借りられないものか、と遵法意識に乏しいことを考えた。
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　赤あか石いしジュール殺害事件は五月十八日になって、新聞の片隅で──新聞紙ではない──小さく報じられた。内容は赤あか石いしの氏名と、彼が中堅電力会社の社員であること。ホテルのある町名と死亡推定日時。それだけだ。死体発見の状況どころか、ホテルの名称も報道されなかった。

　鰐わに塚づかは早速、警察内部の情報収集に動いた。警視庁の庁舎やコンピュータに侵入できなくても、探りを入れる手段はある。そこに出入りする人間から聞き出せば良いのだ。

　警察と番記者の、癒着とも取れる付き合いは前世紀から変わらない。警察は記者を通じて情報をコントロールし、あるいは警察も摑つかんでいないネタを入手する。その代わり番記者は警察から、事件に関するホットなニュースをいち早くゲットする。

　情報管理、情報公開の観点から言えば、好ましい慣習ではない。だがこの協力関係が犯罪捜査に一定の貢献をしているのも事実である。警察官の中にもマスコミとの付き合いを苦々しく感じている者は少なくなかったが、必要悪として吞のみ込こんでいた。

　利用できる情報ソースはマスコミだけではない。食品や雑貨の納品業者も噂うわさ話ばなしを拾ってくるし、警察署内に入り込むのではなく警察から押し掛けられる暴力団の構成員や酒場の店員も貴重な情報源だ。

　その全てを網羅することは、鰐わに塚づか一人には不可能だ。だが東とう京きよう都心部だけに限ってみても、彼のような情報屋は大勢いる。相手の欲しがる情報を提供すれば、こちらも必要とする情報を手に入れることができる。

　十九日の朝には、鰐わに塚づかは警察の捜査状況をほぼ把握し終えていた。




　五月十九日、土曜日の午後。調査結果を纏まとめ終えた鰐わに塚づかは、その説明の為ために自宅で待機している有ゆ希きの許もとを訪れた。

　有ゆ希きに、と言うより奈な穂おに「動いても大丈夫」と伝えるのが彼の目的だった。だがマンションに赴いた鰐わに塚づかが説明しなければならない相手は、有ゆ希きと奈な穂おだけではなかった。

『……じゃあ、警察は赤あか石いしが女連れだったというところまでしか摑つかんでいないんだね？』

　動画電話ヴイジホン越しに文ふみ弥やが訊たずねる。

「結論を言えば、そうです」

　鰐わに塚づかがダイニングテーブルの前に腰を落ち着け、説明を始めようとしたちょうどその時、文ふみ弥やから電話が掛かってきたのだった。

「魔法師の犯行ではないかと疑っているようではあります。ただ想子サイオンセンサーに反応が記録されていなかった所せ為いで、断定できずにいる模様です」

　有ゆ希きは鰐わに塚づかと文ふみ弥やの会話を、黙って横で見ていた。何と言っても文ふみ弥やは雇い主だ。質問は彼に優先権があるし、有ゆ希きが訊ききたいことは全て文ふみ弥やが訊たずねてくれているので、彼女としては手間が省けているという面もあった。

　画面の中の文ふみ弥やは制服のままだ。高校から帰ってきたばかりらしい。

　有ゆ希きはもう十九歳で、高校に通う年齢ではない。だが高校生になれなかった我が身を省みて、微かすかな嫉妬を覚えていた。そして、そんな自分に有ゆ希きは、酷ひどく驚いていた。

　去年まで──普通の高校生と同じ年の頃までは、学校に通いたいなどと思ったことは一度もなかった。高校生の気楽な立場が羨ましいと感じることはあっても、彼らの境遇に嫉妬したことは無い。

　細かく縛られた時間。

　養ってもらわなければならない生活。

　好き勝手に振る舞えるようでいて、目に見えない鉄てつ格ごう子しに囲まれた、狭い檻おりの中の自由。

　街中をぞろぞろと固まって歩く女子高校生を見掛けるたび、ある種の優越感と共に「あたしには無理だ」と有ゆ希きは考えていた。

　だがそれは強がりだったのだろうか。

　自分はイソップ童話に出てくる「酸すっぱい葡ぶ萄どうの狐きつね」だったのだろうか。

　そんな雑念に気を取られていた所せ為いで、有ゆ希きは鰐わに塚づかと文ふみ弥やの会話を途中、聞き損なった。

『分かった。こちらで調べた結果とも一致している。ご苦労様』

　彼女の意識が追いついたのは、文ふみ弥やがこのセリフを口にしている最中だ。

　分かってるなら説明させるな、とは、有ゆ希きは思わなかった。

　それは多分、鰐わに塚づかも同じ。

　異なるルートで調べた結果が一致すれば、それは情報が正しいことを示している。調査結果の裏付けが得られるのは、鰐わに塚づかにとっても有ゆ希きにとっても好ましいことだった。

　文ふみ弥やもそれで満足したのか、彼はそこで鰐わに塚づかとの会話を終えた。

『さて、奈な穂お』

「はい、文ふみ弥やさま」

　文ふみ弥やに呼ばれて、奈な穂おがカメラの正面に立った。代わりに鰐わに塚づかが椅子に座る。

『これで君はコンバットcombat・プルーブンproven……暗殺者として戦力になると証明された』

「──ありがとうございます」

『君をそっちに遣ったのは、まさにこの実戦能力をテストする為ためだった。見事合格を勝ち取った君をそこに留とどめておく理由は無い。奈な穂お、君が望むなら、本家への帰任を御当主様に御お願ねがいしてみるけど？』

　奈な穂おは、すぐに返事ができなかった。チラリと横目で有ゆ希きの表情をうかがって、次の瞬間、目を逸そらす。画面の中の文ふみ弥やと目を合わせることもできず、俯うつむいてしまう。

『君が赤あか石いしという男と歩いているところは、何人もの人間に見られている。万が一、街路カメラのデータ検索が許可されれば、君がそのマンションの住人であることは簡単に分かってしまうだろう』

　奈な穂おがハッと顔を上げて、有ゆ希きへと振り向いた。今度は顔を背けず、有ゆ希きをじっと見詰める。

「あたしは構わないぜ。やばそうになったら、また引っ越すだけだ」

　有ゆ希きは奈な穂おにではなく、回線の向こうの文ふみ弥やにそう答えた。

「街路カメラを怖がっていたら、都会の殺し屋は務まらねえよ」

　今や日本全国、街路カメラが設置されていない都市は無い。都市部だけでなく小さな町や村でも、主要な道路には街路カメラが置かれている。

「一いち九きゆう八はち四よん法ほうが睨にらみを利きかせているんだ。街路カメラで身元がばれるのは、天災と同じで運が無かったと諦めるしかないだろ」

　反一いち九きゆう八はち四よん法ほう、あるいは「反」を省略して一いち九きゆう八はち四よん法ほう。正式名称は『公共の機器による情報収集に係わるプライバシー侵害の防止等に関する法律』。略称の「一九八四」は言うまでもなく、ジョージ・オーウェルの小説『１９８４年』に由来する。街路カメラの設置に際して『１９８４年』で描かれたような超監視社会の到来を招かぬよう、過度のプライバシー侵害を予防する目的で制定された。

　警察の街路カメラ利用を妨害しているのが、何を隠そうこの法律である。反一いち九きゆう八はち四よん法ほうの廃止は今や警察関係者の悲願ともなっているのだが、修正を口にしただけで市民団体とマスコミから激しいバッシングを受ける為ため、手を付けられずにいるのだった。

　──もっとも、国防軍の情報部や内閣府情報管理局は、反一いち九きゆう八はち四よん法ほうの規制に拘かかわらず街路カメラデータをこっそり、頻繁に利用しているのだが。

　文ふみ弥やは反一いち九きゆう八はち四よん法ほうが厳格に守られていないことを知っていたが、有ゆ希きのセリフに反論はしなかった。一民間人の殺人事件程度のレベルならば、反一いち九きゆう八はち四よん法ほうが防波堤になるのも間違いではないからだ。

『奈な穂お。有ゆ希きはああ言っているが、どうする？』

　文ふみ弥やは気さくな笑顔で、奈な穂おに決断を迫った。

「文ふみ弥やさま……。できれば、最後までやらせてください」

『最後まで、というのは、依頼者と依頼を受けた教団の幹部を全員殺してしまうまで、ということかな？』

「教団の方は有ゆ希きさんが引き受けてくださるそうです」

『では、依頼者の方を？』

「はい」

『報告によると、まだ五人も残っているみたいだけど？』

「続けさせてください」

　具体的な人数を聞かせられても、奈な穂おの答えに迷いは無かった。彼女は断固とした表情を壁面ディスプレイに向けた。

「だって、あたしが本家に戻ったら有ゆ希きさんはまた一人暮らしになります。せっかくこの一週間で、朝と言える時間内に起きて、甘い物ばかりじゃない食事を三食きちんと取って、間食を控えて、洗濯物をため込まずに出して、毎日自分の部屋に掃除機を掛けて、お風ふ呂ろにはちゃんと、五分以上入るようになって。少しずつまともな暮らしになってきたのに！　ここであたしがいなくなったら、また元の自堕落な生活に逆戻りです！」

　必死の面持ちで、奈な穂おが文ふみ弥やに訴える。

『そ、そう？』

　画面の中で、文ふみ弥やは肩を震わせていた。

「……随分ご挨拶だな」

　一方、有ゆ希きは仏ぶつ頂ちよう面づらで奈な穂おを睨にらんでいる。ただし、正面からではなく横目で。絞り出したセリフも、奈な穂おの発言を否定するものではなかった。

「だから、お願いします！」

　奈な穂おは有ゆ希きに、目もくれなかった。ただ画面の中の文ふみ弥やを、懇願の眼まな差ざしで見詰めている。

「せめてこの生活が定着するまでは！　そうじゃないと、あたしはメイドとしての誇りを持てなくなります！」

『分かった。許可するよ』

「ありがとうございます！」

　こうして奈な穂おは、有ゆ希きの部屋で任務を続行することになった。








［６］






　浜はま松まつから東とう京きようまで、リニア特急を利用せず個型電車キヤビネツトと都市間列車トレーラーで移動しても一時間と少し。一時間半は掛からない。日帰り圏内どころか、夕方に出発して、適当に遊んで、その日の内に帰ってこれる「夜遊び圏内」だ。

　今日は土曜日で、魔法科高校も半日授業。第四高校の生徒である亜あ夜や子こと文ふみ弥やの姉弟が日没前の東とう京きようを歩いていても、何の不思議も無い。

　既に述べたように、この時間からでも三、四時間仕事をして浜はま松まつのマンションに戻るのは十分に可能だ。だが二人がまず向かった先はホテルだった。

「お待ちしておりました」

　二人はホテルのロビーで三十歳前後の男性に声を掛けられる。今の文ふみ弥やは変装をしておらず、外見上も男女の二人連れだったので、おかしな絵面にはならなかった。だがもし文ふみ弥やがいつもの変装をしていたら、もうすぐ日が沈んでしまうという時間帯もあって、通報案件になっていたかもしれない。

　そうなっても、最終的には誤解で済むはずだが。

「黒くろ川かわ」

「ご苦労様」

　文ふみ弥やが彼の名を呼び、亜あ夜や子こが労ねぎらう。このスーツ姿の青年──と一応言っておく──は、文ふみ弥やたちの知り合いだった。名は黒くろ川かわ白しら羽は。黒くろ羽ば家けの部下としては中堅どころだが、文ふみ弥やが任務で独自に動く時は彼の側近を務める、将来の黒くろ羽ば家け幹部候補だ。

　今日は黒服ではなく、細いストライプの入った濃いグレーのスーツを着ている。高級とは呼べないが、まあまあのグレードと言えるホテルのロビーに、違和感なく溶け込んでいた。

「既にチェックインは済ませてあります。亜あ夜や子こ様、お荷物をお預かりしましょうか？」

「あら、ありがとう」

「どうぞ、こちらへ」

　亜あ夜や子こからキャスター付きの旅行バッグを受け取り、黒くろ川かわは二人を先導して従業員用のエレベーターへ進んだ。




　二人の為ために用意された部屋は、最上階のスイートルームだ。高校生が二人で泊まるには少々贅ぜい沢たくすぎる部屋だが、亜あ夜や子こにも文ふみ弥やにも気後れはない。二人は平凡な高校生ではなかったし、それにここの実質的なオーナーは黒くろ羽ば家けだった。

　このスイートルームは一般客に公開されていない。当ホテルには、スイートは無いことになっている。これは最初から黒くろ羽ば家けの為ために確保されている部屋なのである。

「私は隣に控えておりますので、ごゆっくりお寛くつろぎください」

　そう言ってスイートから出て行こうとする黒くろ川かわを、文ふみ弥やが呼び止めた。

「頼んでおいた資料は何ど処こだ？」

「ビデオチャンネル九十八番でご覧いただけます」

　黒くろ川かわの姿は、丁寧に閉められたドアの向こうに消えた。

　文ふみ弥やはリモコンを手に取り、教えられたチャンネルを表示する。

　映し出されたのは『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』の、詳細なスライド資料だった。

　画面が大きいから、字を読み取るのにも苦労しない。亜あ夜や子こと文ふみ弥やはソファに肩を並べて、次々と切り替わるテレビ画面をじっと見詰めた。

「……姉さん、これからどうする？」

　スライドを見終わって、文ふみ弥やが亜あ夜や子こに今夜の方針を訊たずねた。

「そうね。まずは着替えとメイクアップかしら」

　文ふみ弥やがため息を吐つく。

　ため息を吐ついただけで、反抗の言葉は無かった。

「あら、今日は素直なのね？」

　亜あ夜や子こが意外そうな表情で文ふみ弥やに声を掛ける。──もっとも、彼女の目は笑っていた。

「必要なことだから仕方がないよ」

　文ふみ弥やは諦めの口調で、応えを返した。




　二人は念入りに変装して、地下駐車場に駐めてあった自走車に乗り込んだ。

　亜あ夜や子こはヘアカラースプレーで髪と眉を金色に染め、ゴールドのラメ入りマスカラを使って睫まつ毛げの色を変えている。顔を含めて露出している肌には白いファンデーションを濃く塗り、両目には暗いブルーのカラーコンタクトが入っていた。元々の目鼻立ちがハッキリしていることもあって、白人種、またはそのハーフに見える。

　文ふみ弥やの方はいつものとおり、ボブカットのウィッグにルージュ、チーク、アイライン、マスカラ、アイブロウ（眉墨）。

　二人の服装はオーバーブラウスに丈の短いジャケット、ペティコートでボリュームを持たせたスカート、素肌が透けない柄物のタイツ、ハイカットスニーカー。このコーディネートは亜あ夜や子こと文ふみ弥や、お揃そろいだ。

　もっとも、文ふみ弥やのスカートが膝上丈に対して、亜あ夜や子このスカートは膝上十センチという違いがある。また文ふみ弥やは、首にスカーフを巻いていた。

　日本に遊びに来た外国の友達と夜の街に繰り出す女子高校生、といったところか。東とう京きようでは珍しくもない組み合わせだった。

「黒くろ川かわさん、お待たせ」

　だからといって言葉まで外国人を装よそおうつもりは、少なくとも亜あ夜や子こには無かった。

「ヨルお嬢様、ヤミお嬢様、どちらに向かいましょうか？」

　運転席に座る黒くろ川かわは、有人タクシーの運転手のような格好に着替えていた。自走車も送迎専門のハイヤーのような外見だ。

　公共無人タクシーが普及している都市部を走っている有人のタクシーは、大体観光案内を兼ねている。通行人は道端に運転手だけ乗せて停車している自走車を見ても「客が戻ってくるのを待っているんだろう」と、勝手に考えてくれる傾向にあった。

「手っ取り早く、小こ西にし教きよう団だんの本部を急襲しますか？」

　そう言いながら、黒くろ川かわは笑っている。

「まずは教団の武器調達ルートを叩たたきます」

　もしここで黒くろ川かわの誘いに乗っていたら、部屋に戻されて説教を喰くらっていただろう。文ふみ弥やはその手に乗らなかった。

「教祖の小こ西にしには不可解な点があります。信者をどうやって洗脳しているのか、それを突き止めるまでは手を出さない方が良いいでしょう」

　文ふみ弥やのセリフに亜あ夜や子こが続く。

「かしこまりました」

　その補足は、黒くろ川かわ的に満点だった。彼は満足げに頷うなずいて、自走車を発進させた。




　黒くろ川かわが自走車を停とめたのは池いけ袋ぶくろの繁華街の、かなり外れの方だった。この時間でも人通りは少なくないが、何ど処ことなく素しろ人うとには近づき難がたい雰囲気に覆われている。行き交う人影も「遊び人」という風ふう体ていの者が多い。

「ここは……？」

　対向車線の向こう側に立ち並ぶ中層ビルを見上げながら、亜あ夜や子こが訝いぶかしげな声で黒くろ川かわに訊たずねる。さっき見たばかりのスライド資料には、この近辺に関する記述は無かった。

　確かに多少、危険な臭いのする区画だ。だがスリリングな夜遊びを求める若い娘が足を踏み入れることができる程度の危うさでしかない。

　銃器や爆弾の闇取引が行われているような所なら、もっと本格的な犯罪臭が漂っているか、あるいはアウトローの気配を表向き微み塵じんも感じさせないか、どちらかのはずだ。少なくとも亜あ夜や子こと文ふみ弥やがこれまで仕事に出向いた先は、そういう場所ばかりだった。

「小こ西にし教きよう団だんの武器調達ルートを潰すのが今夜の目的でしたね」

「今夜だけで潰し切れるとは考えていません」

　試すような黒くろ川かわの反問に、文ふみ弥やが面白く無さそうな声音ながら、外見に背かない口調で答える。

「その為ためには何をすれば良いでしょう？」

　黒くろ川かわの試問は続く。

　彼は文ふみ弥やの補佐役、側近であると同時に、教育係の役目も与えられているのだった。

「保管庫を襲撃して、武器を全て奪い取ってしまうというのはどうでしょう」

「間違いではありませんが、それは組織内部の調達ルートを遮断する方法ですね。ヨルお嬢様のご意見は？」

「取引相手を制圧すれば良いのでは？　商売ができなくなる程の打撃を与えるか、脅して教団との取引を切らせれば、マシンガンや爆弾のような取り締まりの厳しい武器は入手できなくなるでしょう」

「仰おつしやるとおりですが、それはかなり手間が掛かりますね。武器を密輸している業者は一社や二社ではありませんから」

　隣り合わせの亜あ夜や子こと文ふみ弥やが、揃そろって考え込む。

「お二人とも、難しく考えすぎだと思いますよ」

　黒くろ川かわの助言に閃ひらめきを得たのは、亜あ夜や子こだった。

「教団側が、武器を購入できなくすれば良い？　取引に使う現金を奪う、が正解ですか？　そしてこの近くに教団の金庫があるのですね？」

「ヨルお嬢様、お見事です」

　亜あ夜や子こが嬉うれしそうな笑みを浮かべ、

「しかし手持ちの現金を奪っても、それで資金を失ってしまったことにはならないのでは？」

　文ふみ弥やが少しむきになって反論する。

「預金だって持っているでしょうし、預けている有価証券や、いざという時の為ための金きん、宝石だってあると思いますが」

「闇取引の武器は、記名式の電子マネーや小切手では購入できませんよ。銀行振り込みや信用取引は論外です」

　しかし黒くろ川かわの切り返しに、文ふみ弥やは言葉を詰まらせてしまう。

「闇取引に使えるのは現金、または無記名式のマネーカード。あるいは金貨、若もしくは金のインゴッド。そしてこれらは、手て許もとに現物を用意しておかなければなりません」

　黙り込んでしまった文ふみ弥やの代わりに、亜あ夜や子こが黒くろ川かわの言葉に応じた。

「つまり、金庫を空にしてしまえば取引を妨害できると？　無くなった資金を補塡する為ために多額の預金を引き出したり有価証券を大量に売却すれば、金融当局や税務当局に目を付けられる。それはそれで、教団の動きを牽けん制せいできる。……ということですか？」

「そのとおりです、ヨルお嬢様」

「分かりました。では、早速。行くわよ、ヤミちゃん」

「……黒くろ川かわ、教団の金庫があるのはどのビルですか？」

　口く惜やしさをねじ伏せて、文ふみ弥やが黒くろ川かわに訊たずねる。

　黒くろ川かわは教育係ではなく、部下の顔でその問いに答えた。





◇　◇　◇






　反魔法主義団体の代表である小こ西にしは、日曜日だからといってオフにはならない。団体構成員（信者）には月曜日から金曜日までが勤務日の会社従業員も少なくないから、日曜日の方がむしろ忙しい。──なお土日以外が休みの業種の会社員もいるから、結局彼女に決まったオフは無い。

　もっとも今日、五月二十日の日曜日は、たとえオフ日であっても小こ西にしは団体本部に呼び出されていただろう。

　──池いけ袋ぶくろの事務所が襲撃を受け、隠し金庫の中身が全て奪われた。

　彼女は朝から舞い込んできたこの凶報に、代表室で頭を抱えていた。

　被害に遭った隠し金庫には、非合法業務に必要な武器や装備を買かい揃そろえる為ための現金と無記名式マネーカードを保管してあった。現金は日本円よりも、ＵＳＮＡのドルと大だい亜あ連れん合ごうのビィが多かった。密輸業者が自分の国で使える小額紙幣を好むからだ。

　通貨供給量に対する現金の比率低下は日本だけの傾向ではない。いや、日本は現金を補完する無記名式マネーカードが普及している分、それを加味した現金比率は主要国の中で高い方だと言える。

　ＵＳＮＡドルや大だい亜あ連れん合ごうビィを大量に調達するのは、簡単なことではない。小額紙幣となれば尚なお更さらだ。

　自己宛小切手（銀行が自分自身を支払人として振り出す小切手）の発展形である裏書き不要、無記名、無期限のマネーカードは比較的手に入りやすいが、外国のバイヤーには受けが悪い上に、匿名性の点ではやはり、現金に一歩譲る。

　盗まれた現金を補塡するまで、武器の調達が難しくなるのは避けられない。

（一体、誰が……）

　襲撃犯の正体が分からないのも頭痛の種だった。

　池いけ袋ぶくろの事務所には多額の現金を隠していることもあって、厳重な警備態勢を敷いてあった。夜中まで大勢の人間がいると不審がられるから常駐の警備員こそ二人に抑えていたが、防犯カメラを始めとした警備機器は「これでもか」と言う程、幾重にも仕掛けられていた。

　セキュリティ設備が壊れていたわけではない。無力化もされていない。だが結果的に、まるで役に立たなかった。

　見張りをしていた警備員も駆けつけた警備員も正体不明の攻撃を受けて何もできずに気を失い、監視カメラはノイズだらけの映像しか記録していなかった。映像の解析ソフトを使ってみても、事務所に侵入した人数すら分からなかったのだ。

　犯人の目的が分からないことも、彼女の不安を煽あおった。

　あの事務所は元々、無頭竜No Head Dragonが隠し拠点として使っていた物だ。本国組織が壊滅した後も、その秘密は曝ばく露ろされなかった。金庫も無頭竜No Head Dragon東日本支部の物を中身ごと引き継いだ。

『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』と池いけ袋ぶくろの事務所の関係は、警察にも知られていない。そのことに小こ西にしは自信があった。昨日の襲撃が教団の敵対勢力によるものという可能性は、極めて低いはずだ。

　単なる物もの盗とりが、偶たま々たま隠し金庫の存在を知ったのだろうか？

　だがあの遣やり口くちは到底、ただの強盗のものとは思われない。

　鮮やかな手口とは言えない。むしろ力任せの強引な盗みだ。

　ただその「力」が、普通ではなかった。

　通常の機械技術では説明がつかないという側面を見れば、魔法だった可能性が高い。

　だが魔法を検知するセンサーに反応は無かった。オンラインの警報は発せられなかったし、内蔵ストレージにも記録は残っていなかった。

　無頭竜No Head Dragonは魔法を武器にする犯罪結社だった。魔法師を原材料とする『ブースター』は無頭竜No Head Dragonの重要な商品だったし、魔法師を素体とする『ジェネレーター』は組織の切り札だった。

　小こ西にし自身は魔法師ではないので、魔法を使う為ための知識は無い。だが取り扱っていた商品に関する知識として、魔法にもできる事とできない事がある、ということは知っていた。

　例えば今回のターゲットである司波達也の護衛が爆弾を解体した魔法。あれは、起爆装置の部品同士の摩擦を消したのだろう。リード線を留とめているネジは、ネジ穴との摩擦で固定されている。摩擦力を中和すれば、ネジ止めされている部品は重力や振動で自然に分解する。爆弾が解体された現場を見ていない──報告で聞いただけの小こ西にしはそう考えていた。

　防犯カメラのノイズも、魔法で光を乱反射させたと考えれば一応の説明はつく。しかし、コンピュータで元の映像を復元できない程まで光の反射を狂わせるとなると、かなり強力なものだ。魔法を検知する想子サイオンセンサーを誤魔化せるとは考え難にくい。

　強い魔法程、それが使われたことを隠せない。この点は物理現象と同じだ。エネルギーを「仕事」に変換する際に「仕事」とは関係のない余分な熱が発生するように、魔法を行使する際には余分な想子サイオン波はが発生する。その効力が強ければ強い程、副次的に発生する想子サイオン波はも強くなる。想子サイオンセンサーは、この想子サイオン波はをキャッチすることで、魔法の行使を検出する。

　魔法師でなくても、然しかるべき機械技術を使えば魔法が使用されたと知ることができる。だからこそ魔法は、この社会で存在が許されているとも言える。

　魔法を使った痕跡が何も残らず、魔法師以外の者は魔法が使われたことを一切検知できないのであれば、魔法師は魔法師以外の一般人に対して完全犯罪をし放題だ。

　一般人にも魔法が使われたことを知る手段があるからこそ、社会は完全犯罪による秩序の崩壊を恐れることなく、魔法を許容できている。

　魔法を使っても、完全犯罪は実現できない。それは魔法が持つ限界の一つだ。

　もし昨晩の強盗がセンサーに感知されずに、姿を撮影させない魔法を使ったのだとしたら。

　魔法に関する常識を一つ、覆くつがえしたことになる。

　そしてもし、その襲撃犯が司し波ば達たつ也やの暗殺を阻止しようとする一味の魔法師だったとしたら。

　──そこまで考えて、小こ西にしはデスクの前で「そんなはずはない」と頭かぶりを振った。現代の誇張された伝説、四よつ葉ば一いち族ぞくでもあるまいし、何の痕跡も残さずに魔法を使える魔法師などいるはずがないと思ったのだ。

　防犯カメラに映っていなかったのは、何らかの奇術的なトリックを使ったに違いない。警備システムは機械。ならば、機械技術で騙だませない道理は無い。人知を超えた魔法が使われたと考えるより余程合理的だ……。

　小こ西にしは強盗の素性よりも先に、目の前の問題を片付けることにした。

　当面、非合法業務は手持ちの武器で遣やり繰くりするしかない。司し波ば達たつ也やの暗殺も、外部のプロを雇うことは諦めなければならないだろう。

　また今日は、反魔法主義団体『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』としての大きな仕事が待っている。小こ西にしの団体が主催する、国会前デモ行進だ。デモで警察と揉もめた後は、マスコミのインタビューも予定されている。

　嘆いている暇は無い。

　小こ西にしはもう一度首を左右に振って、気持ちを切り替えた。
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　五月二十日、午前十一時半。

　有ゆ希きは国こつ会かい議ぎ事じ堂どうに続く通りの歩道に立っていた。

　もうすぐ小こ西にし教きよう団だんが音おん頭どを取るデモ行進が、この前の道路を通過することになっている。道の左右には、マスコミの中継車が既にスタンバイしていた。日曜日のお昼時、生中継のニュースは多くの人々が視聴することだろう。市民団体にとっては、名を売る格好の機会と言える。

　少し向こう側、国会前には機動隊が待機していた。過剰な警備とは言えない。つい先々週も、デモ隊が国会に侵入しようとして警察と乱闘を起こしている。本気で議事堂を占拠しようとしたのではなく、マスコミにアピールする為ためのパフォーマンスと見られてるが、警察としては阻止しないわけにはいかない。

　有ゆ希きは、それ程待つ必要は無かった。デモ隊は、予定どおりの時間に姿を見せた。全国ネットのニュースの時間枠に合わせた登場だ。

　昔ながらのプラカードと横断幕を掲げ、魔法の危険性を糾弾するスローガンを叫びながら行進している。唱和する声は、きれいに揃そろっているとは言えない。そこが逆に「草の根」的な雰囲気を演出していた。

　有ゆ希きが予想していたより、参加者も見物人も多い。シュプレヒコールに声を合わせて歩道からデモの列に加わる人影は、ヤラセだろうか、それとも自発的なものだろうか。

　デモ行進がガチガチに統制が取れたものでないのは、有ゆ希きがやろうとしていることにとって都合が良かった。彼女はデモに合わせて進みながら、中に潜り込むタイミングを計った。

　機会は、デモ隊が国こつ会かい議ぎ事じ堂どう前に到達した直後に訪れた。

　行進の先頭に立っていた若者たちが、奇声を上げて警官の列に突っ込んでいったのだ。青年たちは体格も呼吸もバラバラ。到底訓練されているようには見えない。これが演技なら、ハリウッドでエキストラが務まるだろう。

　警官隊はライオットシールドを掲げてデモ隊の突撃に対抗した。暴走する若者たちはバラバラに突っ込んでくるだけだ。陣形を崩さずに隙すき間まなく盾を構えているだけで、突進してくる若者を受け止めるのは簡単だった。

　警官隊に突っ掛かっていった若者は、男性だけではなかった。三割前後は若い女性だった。地味で動きやすい格好はしているが、顔を隠していないし五月後半の昼に相応ふさわしい薄着は性別を隠せないものだった。

　言論の自由には、男も女もない。それが「言論」の範はん疇ちゆうから多少逸脱することも、好ましいことではないが、性別に拘かかわらず起こってしまう。

　しかしそこに、弊害が生じないわけではない。

　ここでも、逸脱による悲劇が起こった。

　それが偶発的なものなのか、仕組まれたものなのかは、傍はた目めには分からない。もしかしたら、当事者にも分からないかもしれない。被害者の側であれば特に。

　興奮した二十歳前後の女性が、透明なライオットシールドに体当たりする。

　そのすぐ後ろから、体格の良いい青年が突っ込んで来た。

　青年は女性の背中に乗り上げるようにして、シールドの向こう側の警官につかみかかろうとする。

　女性はシールドに押し付けられて苦しそうに顔を歪ゆがめた。

　透明な素材のライオットシールドは、その苦く悶もんを警官の目に見せつける。

　しかし警官は、シールドを支える手の力を緩めなかった。彼がここで力を抜けば横列陣を突破され、デモ隊の過激分子と乱戦になってしまう。

　青年とシールドに挟まれていた女性が、気を失ったように崩れ落ちた。

　さらに後方から殺到した青年が、女性の身体からだに躓つまずき、彼女の胴体を踏みつける。

　有ゆ希きがデモ隊に突入したのは、この時だった。

　彼女は小柄な身体からだをねじ込むようにして警官と小こ競ぜり合あいをしているデモ隊の最前列に進み、路上に倒れた女性の横にしゃがみ込んだ。

　熱気に取り憑つかれたインテリ風の青年が、有ゆ希きを踏み台にして警官に飛び掛かろうとする。

　有ゆ希きは咄とつ嗟さに身体強化フイジカルブーストの異能を発動すると、自分を踏もうとしている男の身体からだをショルダースルーの要領で跳ね上げた。

　警官の頭上に落ちた青年には見向きもせず、有ゆ希きは女性の身体からだを後方に引きずっていく。

　小こ競ぜり合あいの中から抜け出すと、他の女性が駆け寄ってきた。有ゆ希きが両脇を抱えている女性の足を二人で一本ずつ持ち、抱え上げる。この体勢だと有ゆ希きの負担は他の二人の二倍だが、彼女は何も言わず足を持つ女性たちと協力して怪け我が人にんを歩道へと運んだ。

　女性を歩道に下ろす。彼女は苦しげに呻うめき声を上げた。完全に気を失っているわけではないようだ。

　ニュースキャスターがカメラを引き連れて寄ってくる。有ゆ希きは被かぶっていた野球帽の鍔つばを引き下げた。素顔を隠すような仕草がかえって注意を引いたのか、カメラマンは有ゆ希きをレンズで追い掛けようとする。だがキャスターに呼ばれて、負傷者にカメラを向けた。

　怪け我が人にんには同じデモ隊の女性が介抱に群がっている。有ゆ希きは彼女たちの邪魔にならないように三メートル程距離を取った。

「……ねえ、貴女あなた。……ねえってば」

　遠慮がちに呼び掛ける声が有ゆ希きの耳に届く。

　どうやら自分に話し掛けているようだと判断して、有ゆ希きは身体からだごと振り向いた。

「何でしょう」

　有ゆ希きが棘とげの無い口調を意識して応えると、彼女の視線の先で二十歳前後の大学生と思われる女性がホッと緊張を緩めた。

「ありがとう、莉り子こを助けてくれて」

「莉り子こさん、というのは、あちらの？」

　有ゆ希きが報道陣に囲まれながら介抱を受けている怪け我が人にんに目を向けると、彼女に話し掛けてきた女性は「うん、そう」と頷うなずいた。

「お友達ですか？」

「友達、かな。一応、顔見知り」

　それ程親しい間柄ではないのは、側そばに群がっていない事実で何となく分かっていた。

　それなのに一人で、有ゆ希きに礼を言いに来る。お人ひと好よしだな、と有ゆ希きは思った。

「あたし、ハナ。貴女あなた、会の人じゃないよね。良かったら名前を教えてくれない？」

「ナツ」

　名前を問われて、有ゆ希きはコードネームの『ナッツ』を縮めた偽名を名乗った。

「見てられなかったから」

　そしてこう付け加える。ハナの言葉から「会の仲間でもないのに何な故ぜ助けてくれたのか」という訝いぶかしさをくみ取ったからからだった。

「そう。ありがとう」

「いえ、二度も御お礼れいを言われる程のことでは」

　有ゆ希きはターゲットに接近する必要から、丁寧な言葉遣いも無難な言葉遣いも使い分けられる。今は十代の勤労少女をイメージした話し方を心掛けていた。

「ううん、そんなことないよ」

　多分大学生と思われるハナは、そんな有ゆ希きに気安さこそ覚えていないものの、警戒は解いている様子だった。喋しやべりがラフなのは、有ゆ希きのことをかなり年下だと考えているからに違いない。

「莉り子こが酷ひどい目に遭っているのを見ても、あたしたちは動けなかった。助けなきゃ、って思うだけで、身体からだは動いてくれなかった。ナツは凄すごいと思う。尊敬しちゃうよ」

「いえ……」

　有ゆ希きが照れているのは、演技ではない。ここまであけすけな称賛に、彼女は慣れていなかった。

「あたしも、心情的には皆さんと同じですので」

　それでもちゃんと、予定していたセリフは忘れない。多少手順は変わったが、有ゆ希きの目的は小こ西にし教きよう団だんに潜り込むことだ。同志アピールは欠かせなかった。

「やっぱり!?」

　ハナという女性の反応は有ゆ希きの期待以上、予想を超えた食い付きぶりだった。満面の笑みで、今にも抱き付いてきそうな勢いだ。

「あたしたち、仲間ね！」

　教団の人間全てがここまで友好的ではあるまい。有ゆ希きは自分にそう言い聞かせて、楽観に傾きそうになる気持ちを戒めた。

　ハナの能天気とも思われる警戒心欠如は、彼女の個性に違いない。有ゆ希きの周りにはいないタイプだが、こういう性格の人間が世の中に一定数存在するということは読書を通じて知っていた。──ターゲットに効率良く近づく為ためには経験だけでなく知識も欠かせないのだ。

「ナッちゃん。少し、お話ししない？」

「な、ナッちゃん？」

　だが心構えがあっても、この馴なれ馴なれしさは予想を超えていた。有ゆ希きは思わず声を上げてしまう。

「……ダメだった？」

「い、いえ。ナッちゃんで良いいです」

「良かった」

　御お蔭かげで慌ててフォローする羽目になったが、どうやら仕込みをやり直さずに済むようだ。

「それで、どうかな？」

「あたしは構いませんけど、抜け出して良いんですか？」

　教団の人間と親密になれるのは有ゆ希きの狙いどおりだったが、余りがっついているように見えるのは不自然かと思った。躊躇ためらって見せたのは、この懸け念ねんがあったからだ。

「デモ？　大丈夫大丈夫。警察とやり合っちゃったからね。莉り子こ以外にも怪け我が人にんが出ているみたいだし、今日はもう解散だよ」

「そういうことでしたら……」

「決まり！　行こ？」

　有ゆ希きはハナに手を引かれて個型電車キヤビネツトの地下駅に向かった。
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　ハナが有ゆ希きを連れていった先は青あお山やまの喫茶店だった。夜はバーになるのだろう。カウンター奥の壁にはウイスキーやブランデーの瓶とビアカップやブランデーグラス、ショットグラスが並んでいる。

　教団の本部でなかったのは残念だが、「最初からそう上う手まくはいかねえか」と有ゆ希きは心の中で呟つぶやいて自分を慰めた。

　ハナはこの店の常連であるようで、今や珍しくなりつつある若い女の子のウエイトレスと親しげに挨拶を交わしている。もしかしたら彼女もアルバイトの一人なのかもしれない。

（教団の隠し拠点……ってことはないだろうなぁ）

　焦あせりすぎだ、と有ゆ希きは心の中で自嘲した。

「どうしたの？」

「あんまり、こういうお店に来たことがないもので……」

　有ゆ希きは咄とつ嗟さにアドリブで誤魔化しながら、自分に「気を抜くな」と言い聞かせた。

「あはっ。確かにちょっぴりレトロかもねぇ」

　ハナはそう言って、ちょうど注文を取りに来たウエイトレスと笑い合った。

　ハナがジュースを注文したので、有ゆ希きもそれに便乗する。有ゆ希きは苦い物が苦手だが、酸すっぱい物は平気だった。

「じゃあ、改めて」

　ハナが少しだけ姿勢を正したので、有ゆ希きも堅苦しくならない程度に背筋を伸ばした。

「あたしの名前は山やま野のハナ。山やま野のファナ、の方が発音としては正確なんだけど、面倒臭いからハナって名乗ってる」

　有ゆ希きの少し意外そうな表情を見て、

「フィリピンとのハーフだよ。今時珍しくもないでしょ？」

　ハナは笑いながら付け加える。

　有ゆ希きは恥ずかしそうに目を伏せた。

　ハーフに対する特別視が顔に出たから、ではない。素しろ人うとに表情を読まれたのが情けなかったのだ。

　だが何時までも俯うつむいたままでは気まずくなってしまう。有ゆ希きは大急ぎで気持ちを立て直して目を上げた。

「あたしは……」

「あっ、良いいよ良いいよ」

　自己紹介を返そうとする有ゆ希きの言葉を、ハナが手を振りながら遮った。

「フルネームを名乗ったのは、あたしの話を聞いてもらいたいからだからさ。知らない人に自分の個人情報をペラペラ喋しやべるのは、お姉さん、感心しないぞ」

「お姉さんって……ハナさん、あたしとあんまり変わらないんじゃ？」

　有ゆ希きの目にハナは二十歳前後に見える。年上風を吹かせられる程、年長者ではないはずだ。

「えっ？　あたし、今年で二十一歳だよ」

　ハナの年齢は、有ゆ希きの推測どおりだった。

「ナッちゃんは十五歳くらいでしょ？」

　だから、思い違いはハナの方にある。

「あたしは、十九歳ですけど」

「ええっ!?」

　自分が実年齢より幼く見られる外見だと有ゆ希きは自覚している。今は気の強さが表に出ないようなメイクをしているので余計、年下に見られるだろうということも分かっている。

　──だが、それにしても驚きすぎだろう。

　有ゆ希きは思わず、そう言いたくなった。

「ご、ごめん！」

　またしても本音が顔に出ていたのか、有ゆ希きに向かってハナが慌てて頭を下げた。伏せた顔の前で両手を合わせるおまけ付きだ。

「いえ……気にしていません」

　本当は、とても気にしている。

　だが教団潜入の目的を果たす為ためには、そう言わざるを得ない。

　有ゆ希きは心の中でため息を吐ついた。








［７］






『魔法師に対して不安を懐いだく一般市民の気持ちを、国会議員の皆様にも理解していただきたいのです。魔法は銃や爆弾と同じで、容易に人の命を奪います。魔法を使うも使わないも魔法師の気持ち一つで決まり、それに対して私たち一般市民は為なす術すべがありません』

　──しかし、治安維持を始めとして魔法は現代社会の様々な場所で利用されていますが。

『現代の社会生活に魔法は必要ありません。魔法を悪用する者がいなくなれば、魔法師を警察官として採用する必要も無くなります。魔法は危険な力であり、現代の科学技術で魔法の使用を禁じられない以上、魔法師と一般市民はお互いの為ために、別々の場所に住むべきなのです』

　──魔法師の為ための居住区を政府の手で作るべきだということですね？

『そうです。一般市民と魔法師が同じ街で暮らすのは、一般市民にとって多大なストレスの元であり、それが魔法師に対する嫌がらせにつながっています。これはお互いにとって不幸なことです』

　──小こ西にしさん、ありがとうございました。




　地上波テレビのインタビューを受けた後、小こ西にしは教団の代表室に戻った。しばらく、誰も通さないように言い付けて。

　国こつ会かい議ぎ事じ堂どうの前では、デモ隊と警官隊がまだもみ合っている。しかしその成り行きに、小こ西にしは興味を覚えなかった。警察との衝突が生中継のニュースになり、彼女の団体がお茶の間の話題になった時点で既に目的は達成されている。後は夜のニュースでインタビューが予定どおりに放映されるのを待つだけだ。

　一人になった小こ西にしは、デスクに立てかけてあったタブレットを手に取った。

「さて……誰を使おうかしら」

　団体構成員の名簿を呼び出し、一人一ページに纏まとめたデータを順番に見ていく。

「前回は男性ばかりで失敗したから……。今度は女性だけの攻撃隊を使ってみましょう。念入りに調整して」

　小こ西にしは五人の若い女性を選び出して、後程セミナー室に集めるよう秘書に命じた。
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　有ゆ希きを喫茶店に連れ込んだ小こ西にし教きよう団だんの構成員である女子大学生・山やま野のハナは、一時間の雑談の後、ようやく本題に入った。──なお彼女がこの近くの大学の三年生だということは、長い世間話の中で有ゆ希きに伝えられていた。

「ナッちゃんは何な故ぜ、魔法を嫌うの？」

「それは……」

　有ゆ希きの躊ちゆう躇ちよは見せ掛けだけのものだ。すぐに、あらかじめ用意した理由を答えるつもりだった。

「あたしは」

　だがその前に、ハナが自分の心情を語り始めた。

「やっぱり、怖いからかな。去年の横よこ浜はま事変の記録映像、見たことある？」

「いいえ……」

　有ゆ希きは首を横に振りながら、頭の中では首を傾かしげていた。去年の秋、大だい亜あ連れん合ごう軍ぐんによる横よこ浜はま侵攻事件。あの時の戦いは、多くの軍事機密が含まれているという理由で、戦っている最中の映像は非公開とされているはずだ。

「会にあるから、後で見せてあげるよ。グロいのが平気だったらね」

「……グロいんですか？」

　有ゆ希きは商売柄、スプラッタな映像もウェルダンな写真も平気だ。だが普通の女性は、有ゆ希きの印象だと、苦手だという者が多い。それを念頭に置いて、有ゆ希きは顔を顰しかめて見せた。

「うん、グロい。人間がね、パーンッて破裂するんだよ。辺り中に血を撒まき散ちらしながら」

「…………」

　しかしこの説明に、演技は必要なさそうに思えてくる。

「他にも、人の目が焼き魚みたいに白く濁っていくんだ。ジワジワと。あっ、思い出したら気分が悪くなってきた」

　そう言いながら、ハナは平気な顔でパフェを口に運ぶ。

　むしろ有ゆ希きの方が、食欲が無くなっていた。

「そりゃ、魔法使いじゃなくたって人殺しはするけどさ。せいぜい刺したり絞めたりでしょ。あんな風には殺せないよね」

　悪趣味な猟奇殺人鬼と殺し合いを演じた経験がある有ゆ希きは、心の中で「それは違う」と頭かぶりを振った。もちろん、口や表情には出さなかったが。

「魔法使いの人たちには悪いけどさ。人間を簡単に壊せちゃう力の持ち主が同じ街にいるなんてゾッとする。一緒に暮らしていくなんて、とても耐えられない」

　ハナの目は、暗く、据わっていた。

　彼女の目を見て有ゆ希きは「それだけが理由じゃないんだろうな」と思った。
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　結局有ゆ希きは「魔法師が怖い」という意見に同調して、『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』の本部に連れて行ってもらうことになった。

　小こ西にし教きよう団だんの本部は青あお山やまから渋しぶ谷やへ向かう途中の、青あお山やま通りを少し奥に入った所にあった。

　副ふく都と心しんの一等地にも拘かかわらず、道路は狭く、周りの建物は背が低い。再開発計画から漏れたのか、戦前（第三次世界大戦前）の町並みが残っている。その中に建つ、窓が極端に少ないコンクリート打ちっ放しの中層ビル。

（ここが敵の本拠地か）

　小こ西にし教きよう団だんは結成されてまだ一年も経たっていないはずだ。その前身となる団体はあったが、小こ西にしが代表に収まってから──代表の座を乗っ取ってから六ヶ月と少ししか経過していない。この短期間で、大通りに面していないとはいえ、また中古とはいえ、東とう京きようの副ふく都と心しん部にビルを所有している。有力者がバックに付いていなければ考えられないことだ。

（まっ、黒幕の始末はあたしの仕事じゃないけどな）

　心の中で太ふて々ぶてしく嘯うそぶきながら、外見は少しおどおどとした、見知らぬ場所に連れて行かれた若い娘が見せるような態度で有ゆ希きは教団の本部を見上げた。

「大丈夫よ。質たちの悪い新興宗教とかじゃないから」

　ハナが笑って有ゆ希きの手を引く。

　有ゆ希きは逆らわず、ハナに続いてエントランスをくぐった。
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「上う手まく潜り込めたみたいね」

　小こ西にし教きよう団だんの本部に潜入した有ゆ希きの姿を、通りの角から見詰めている人影があった。

　派手な顔立ちの美しい少女だが、何な故ぜか、全く目立っていない。

　存在感が異常に希薄だった。

　姿が見えなくなっているわけではないが、大抵の人は彼女を視界に入れても風景の一要素としか感じないだろう。後から顔を思い出せないどころか、彼女がそこにいたという事実を記憶している者さえ、ほとんどいないに違いない。

　少女は普段から、このように影が薄いのではない。いつもはむしろ、目立っている。これは彼女、黒くろ羽ば亜あ夜や子こが意図的にやっている、彼女の魔法によるものだった。

　亜あ夜や子こは偶たま々たまこの場にいるのではなかった。彼女は国こつ会かい議ぎ事じ堂どう前からずっと、有ゆ希きを尾行していた。有ゆ希きと示し合わせて、ではない。有ゆ希きは亜あ夜や子この尾行に気付いていない。有ゆ希きは決して気を抜いていなかったが、亜あ夜や子この魔法が一枚上手だった。

「でも、ちょっぴり拍子抜けだわ。秘密の拠点に連れて行ってくれると期待していたのに、一般に公表されている本部なんだもの」

　亜あ夜や子こは独り言を呟つぶやいているのではない。彼女の耳には通話機──携帯情報端末の音声通信ユニットがはまっていて、回線は文ふみ弥やとつながっていた。

「侵入するのは、止めておく。難しくはないと思うけど、有ゆ希きさんの報告を聞いてからでも遅くはないから。そうでしょう？」

　亜あ夜や子こは一瞬だけ、有ゆ希きを吞のみ込こんだエントランスに目を遣って、教団本部ビルに背を向けた。

「ええ、今日はこれで戻ることにするわね、じゃあ、ホテルで」

　歩きながら話をしていた亜あ夜や子こは、通話機を耳にはめたまま、そのスイッチを切った。
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「あら、ハナさん。そちらの方は？」

　入ってすぐの所に透明な壁で事務室があり、横長の小さな窓が開かれていた。有ゆ希きを連れたハナはその奥から、三十代前半の女性に声を掛けられた。

「ナツさん。あたしたちの活動に興味を持ってもらえそうだから、見学に連れてきました」

「そうですか」

　事務室の女性は、座ったままではあるが、有ゆ希きに親しみを込めた笑顔を向ける。

　有ゆ希きは野球帽を脱いで会え釈しやくを返した。

「ゆっくり見ていってくださいね。分からないことがあればハナさんにでも私たちにでも気軽に訊きいてください」

　窓口の女性の言葉の後に、彼女の奥に座っていた同じ年頃の男性が続く。

「代表が部屋にいらっしゃるので、もしかしたらお話を聞けるかもしれませんよ」

「それは良いいですね！」

　ハナが弾むような声を上げた。

「ナッちゃん、早速行きましょう」

　有ゆ希きが教団に潜入しようと考えたのは、教祖による洗脳の秘密を探る為ためだ。小こ西にしに会えるのは願ったり叶かなったりだったが、潜入直後にターゲットと接触というのは幾ら何でも展開が急すぎた。

「あの、いきなり押し掛けたらご迷惑じゃないですか？」

　有ゆ希きとしては、せめて建物の中を見て回り、逃走路を確認してからにしたかった。

「いきなりじゃないよ。まずは秘書さんの所に行くから。都合が悪かったらそう言ってくれるから、心配しなくて良いって」

　しかしハナは聞く耳を持たない。有ゆ希きの手を取って、ぐいぐい引っ張っていく。

　有ゆ希きは仕方無く、彼女の後に続いた。

「ハナさん」

「んっ？　なに？」

　少しでも心構えを作る時間を稼ぐ為ために、有ゆ希きはどうでも良いい質問を捻ひねり出だす。会話をしている最中は、どうしても歩みが遅くなるものだからだ。

「ハナさんって、苗みよう字じではなく名前で呼ばれているんですね」

「みんな、そうだよ」

「みんな？」

　だがこの疑問は、時間稼ぎではなかった。

「会の中では、基本的にフルネームは使わないの。個人情報対策だね」

「組織の中で、ですか？」

「魔法使いの人との共存に反対するって、ある意味で政府の方針に逆らってるわけじゃない？　民間企業とかならともかく、お役所から嫌がらせされるときついからさ。できるだけ、身元を分わかり難にくくしているんだよ」

「でもハナさん、あたしには……」

　自分にはフルネームを名乗ったではないか。有ゆ希きの口から自然にそんな疑問が飛び出る。

　それとも『山やま野の』というのは偽名なのだろうか。有ゆ希き自身が名を偽っているが、ハナからは噓うそを吐いている気配を感じなかった。それが有ゆ希きを混乱させていた。

「アハハッ、良いいって良いいって。あたしがナッちゃんを誘ったんだしさ。それに」

「……それに？」

「莉り子こを助けてくれたでしょ。あのままだと、本気でやばかったと思うんだよね。莉り子こはあたしの親友ってわけじゃないけど、一応友達だし。友達を見殺しにしたなんてことになったら、一生夢見が悪いと思うんだ」

　──そんなものだろうか。

　有ゆ希きはそう思った。彼女が一番親しく付き合っている人間と言えば鰐わに塚づかだが、自分は状況次第で彼をあっさり見捨てるだろうという確信がある。それでクヨクヨ悩んだりしない自信がある。逆のパターンで鰐わに塚づかに見捨てられても、自分は大して恨まないだろうと有ゆ希きは思う。

　ただの顔見知りが事故で命を落とす。しかもそれは、自分の所せ為いではない。それなのに一生後悔し続けるという心理が有ゆ希きには理解できない。馬鹿馬鹿しいとすら思う。……ただ、心の片隅で、「羨ましい」と微かすかに感じてもいた。

「──そうならなかったのはナッちゃんの御お蔭かげだからさ。自分の本当の名前で御お礼れいを言うべきだと思ったんだ。……あっ、ここだよ」

　ここに来るまでに見た他の部屋との違いと言えば「代表室」と書かれているだけの扉の前で、ハナは立ち止まった。

「失礼しまーす」

　インターホンに話し掛けたわけではないから、中には聞こえなかっただろう。おそらく、単なる気分で声を上げてハナはスライドドアの開閉スイッチを押した。

　鍵は掛かっていなかった。薄いドアが、あっさり開く。

（随分普通だな。この扉、防音ですらないぞ）

　有ゆ希きは拍子抜けの気分を味わっていた。

　奥にもう一枚扉があって、その前のデスクで年配の女性がキーボードを叩たたいていた。おそらくこの女性が小こ西にしの秘書なのだろう。

「あら、ハナさん。そちらの方は？」

　秘書は顔を上げて、エントランスの女性事務員と全く同じ問い掛けのセリフを発した。

「見学のナツさん。代表さんに会わせたいと思って」

　ハナの言葉遣いは年長の、しかも代表秘書という地位にある者に対して、有ゆ希きでもどうかと思う砕けたものだった。しかし秘書に、気分を害した様子は無い。もしかしたらこの教団の中では、上下の秩序が余り意識されていないのかもしれない。有ゆ希きはそう思った。

「あら、まあ」

　秘書はどちらかと言えばきつい感じのする容姿だったが、その印象が覆くつがえる親しげな笑みを浮かべた。

「ナツさん、ですね。『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』へようこそ。少々お待ちくださいね。代表のご都合をうかがってみます」

　秘書はレトロな受話器を取り上げて小声で話し始めた。

「……はい、かしこまりました」

　彼女は受話器を置いて、ハナと有ゆ希きにニッコリと笑い掛ける。

「お会いになるそうです。どうぞ、中へ」

「ありがとう、秘書さん。ナッちゃん、行こ」

　ハナがつないだままだった手を引っ張って、奥の扉に向かう。

「あの、ありがとうございました」

　有ゆ希きは秘書に軽く会え釈しやくしながら、彼女の前を通り過ぎた。





◇　◇　◇






『ハナさんが見学の方を連れてこられました。代表にご面会を希望されていますが、如何いかがされますか』

「お通ししなさい」

　秘書の問い合わせに対する小こ西にしの返事は、ほとんど即答だった。

　見学者は元々魔法に対する反感や嫌けん悪お感かんを持っている人間ばかりで、そのまま入会するケースが多い。小こ西にしが会えば、ほぼ百パーセント新規会員──信者になる。だから彼女は、都合が付く限り見学者に直接声を掛けることにしている。

　それに山やま野のハナは、司し波ば達たつ也やに差し向ける新たな刺客に選んだ五人の内の一人だ。ご機嫌取りが必要、とまでは行かないが、余り粗末には扱えない。

　小こ西にしが遠隔操作でドアを解錠する。

　ほとんど同時にノブが回り、「失礼します」の声と共に扉が開いた。

　入ってきたのは山やま野のハナと、身長百五十センチ程度の野球帽を手に持った少女。

　十五歳程度と思おぼしき少女に、小こ西にしは一瞬、思わず目を見張ってしまう。

　彼女はすぐに愛あい想そ笑わらいを浮かべて「いらっしゃい」と有ゆ希きに話し掛けた。

　その笑顔の裏で、小こ西にしは激しい驚きを覚え、歓声を堪こらえていた。

　その少女に見覚えはない。

　だが、小こ西にしには分かる。彼女はただの小娘ではない。

　巧みに隠しているが、無頭竜No Head Dragonで見た暴力の専門家と同じオーラを放っている。

「ハナさん、ご苦労様。貴女あなたにも後でお話があるから、少しの間セミナー室で待っていてもらえるかしら」

「はい、ですが……」

「ナツさんには私から会のことをご説明したいから」

「……分かりました」

　ハナが少し躊ちゆう躇ちよするのを、小こ西にしは苛いら立だちを隠しながら見ていた。

「ナッちゃん、あたしはこれで。時間が合ったら、また後で」

　逸はやる心を抑えて部屋を後にするハナを見送り、小こ西にしは「ようやく」という気分で有ゆ希きに笑顔を向けた。

「座ってお話ししましょう。こちらに来てくださる？」

　小こ西にしは壁にしか見えなかった出入り口とは別のドアを開けて、この部屋からしか出で入はいりできない応接室へ有ゆ希きを誘いざなった。
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（こいつが小こ西にしか）

　初めて直接目にするターゲットを前に、有ゆ希きは湧き上がる警戒心と共に心の中で呟つぶやいた。

　見た目はただの「おばさん」だ。小ぎれいにしているが、メイクを落とせば「一応は美人」とさえ言えなくなるに違いない。

　だが、「目」がただ者ではなかった。

　自分を見て、何かに気付いたように目を見張り、すぐに愛あい想そ笑わらいの仮面でそれを隠す。

　有ゆ希きの直感を刺激したのは、そんなありふれた演技ではない。

　小こ西にしは眼光が、普通ではなかった。

（邪じや眼がんとか魔ま眼がんとかいうやつか……？）

　視線だけで人を不幸にする。そんな魔女の姿が、小こ西にしの背後に透けて見える気がする。

　ハナを追い出した──有ゆ希きには小こ西にしがハナを邪魔者扱いしていたことが分かった──小こ西にしは「座ってお話ししましょう」と言ってデスクのリモコンを操作した。

　左側の壁の一部が、微かな音を立てて素早くスライドした。

　隠し扉だ。

（まるで分からなかったぞ……）

　有ゆ希きが素しろ人うとならば「凄すごい」と目を輝かせるだけだっただろう。

　だが有ゆ希きはプロの殺し屋だ。非合法な用途しか考えられないギミックを、単純に称賛することはできなかった。

　小こ西にしが有ゆ希きを先導する形で隠し部屋に入る。

　有ゆ希きの中で「その部屋に入ってはならない」という警報が鳴り響いている。

　だが彼女は自分の直感を無視して、小こ西にしの後に続いた。──後から思えば、この時点で既に、有ゆ希きは小こ西にしの術中にはまっていたのだろう。

　物が余り置かれていなかった代表室とは打って変わって、この隠し応接室とでも呼べる部屋はアンティークな雰囲気に纏まとめられていた。

　壁には骨こつ董とう品ひんの振り子時計。

　灯あかりは電球色の間接照明。

　椅子は長椅子のソファではなくクッションを敷いたロッキングチェア。

　丸いテーブルはウォールナットの重厚な色合い。

　床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれている。

　何となく、黄たそ昏がれ時どきを連想させる部屋だ。

　小こ西にしが腰を下ろし、有ゆ希きに椅子を勧める。

　有ゆ希きは小こ西にしの向かい側に腰を下ろした。

　ロッキングチェアが軽く揺れる。ただ、思っていたよりも安定した座り心地だ。座面は木製だが、クッションの御お蔭かげで硬いという感じはしなかった。

　窓の無いこの部屋には、外の光も音も全く入ってこない。

　静かだった。

　時計の振り子が揺れる規則的な音が、微かすかに聞こえてくる。

　──チク　タク　チク　タク

　静かすぎる所せ為いだろうか。時計の音が耳に付いて離れない。

　──チク　タク　チク　タク

　だが何な故ぜか、うるさいとは感じなかった。

「どうぞ」

　小こ西にしが身を乗り出して、有ゆ希きの前にティーカップを置いた。

　カップからは強い香気が漂い出ている。

「ハーブティーですか？」

「ええ。私はカフェインが苦手なものですから。お嫌でしたら、別の飲み物を用意しますが」

「いえ、いただきます」

「そう。良かった」

　有ゆ希きは毒物に対して、ほぼ完全な耐性を有している。また無味無臭と言われている薬物でも、身体強化フイジカルブーストで鋭敏化した有ゆ希きの嗅覚は大抵捉えることができる。

　有ゆ希きはこっそり、己の異能を発動した。その状態でハーブティーに顔を近づける。立ち上る湯気の中には、彼女が知っている薬物の臭いは無かった。

　小こ西にしと有ゆ希きは、同時にカップに口を付け、同時にテーブルへ戻した。

　心なしか、精神が弛し緩かんしている気がする。敵を前にして好ましいことではないが、迫り来る危険を感じ取ることも無しに緊張を高めるのは、簡単ではなかった。

「改めて、『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』へようこそ」

　小こ西にしが有ゆ希きの両目をのぞき込む。

　有ゆ希きは理由も無く、目を逸そらしては失礼だと思った。

「あの、あたし、見学に来ただけで、まだ入会すると決めているわけじゃ……。仕事もあるし、学生みたいに時間も取れないので」

「分かっています。無理に入会しろなんて言わないわ。うちはそういう団体じゃないから」

「……すみません」

　有ゆ希きのセリフも態度も演技でしかない。だがどういう訳か、有ゆ希きの中で小こ西にしに対する引け目、心苦しさが芽生えていた。

　有ゆ希きは頭を下げようとした。だがその動作は不完全なものに終わった。

　彼女は小こ西にしの視線から、目を逸そらせなかった。

　──チク　タク　チク　タク

　規則的な振り子の音。有ゆ希きは、確かに自分の耳に届いているその音を、意識できなくなっていた。

　有ゆ希きは自分でも気付かない内に、そのリズムに合わせて小さく椅子を揺らしていた。

「良いいのよ。興味を持ってもらうだけで嬉うれしいわ」

　小こ西にしがハーブティーを口に運ぶ。

　有ゆ希きもつられたように、カップを傾けた。

　小こ西にしがテーブルに戻された有ゆ希きのカップに、ポットからハーブティーを注つぎ足たす。

　ハーブの香気が部屋に広がった。

「私たちの会は、世間では『反魔法主義団体』と呼ばれています」

　有ゆ希きは小こ西にしと目を合わせたまま頷うなずいた。

「確かに、魔法師の権利を制限しようとする面があるのは否定しません。ですが魔法を持たない一般人にとっては、魔法は銃や爆弾と同じくらい怖いものなのです」

　有ゆ希きは何も言わない。相あい槌づちも打たない。

「市民が銃を持つことは禁じられています。市民にとって危険だから、銃を所持する権利を制限されているのです。危険なものを禁止する。それは昔から、当たり前に行われてきました」

　──自走車は使い方次第で凶器になるが、社会から排除されていない。

　そんな思考が意識に浮かび上がったが、反論になるかどうか有ゆ希きには分からなかった。

「人々の脅威となる魔法の禁止は、当然の市民感情です。銃と同じように、魔法も禁止されるべきではありませんか？」

　有ゆ希きは無言で頷うなずいた。しかし彼女に、自分が首を縦に振った自覚は無かった。

「しかし、魔法師と魔法は切り離せません。今の技術では、魔法を完全に禁止することはできないのです」

　有ゆ希きが座るロッキングチェアの揺れが、少しずつ勢いを失う。

「だから市民が魔法に怯おびえなくてもいい社会を作る為ためには、魔法師の居住区を別に作って住み分けるしかありません」

「…………」

「魔法師には、私たちの住む街からいなくなってもらいます」

　有ゆ希きの椅子が、静止する。

「魔法師には、消えてもらう必要があるのです」

「魔法師には、消えてもらう……」

「そう。魔法師を消すのです」

「魔法師を、消す」

　有ゆ希きが、抑揚の無い口調で小こ西にしの言葉を繰り返す。

　有ゆ希きの瞳から、意志の光が消えた。

　対照的に、小こ西にしの両眼は今や、隠しようのない妖しい光を湛たたえていた。

　邪眼イビル・アイ。視線で相手の意識を操る異能。

　彼女の力は、あいにくと中ちゆう途と半はん端ぱなものだ。催眠術のギミックを併用しなければ、相手の意志を奪えない。だから彼女はＢＳ魔法師、先天的特異魔法技能者とすら認められなかった。

　魔法師の一人とは、認めてもらえなかった。

　だが催眠効果を持つ光の点滅パターンを相手の網膜に投影する魔法、偽にせ物ものの「邪眼イビル・アイ」とは違い、小こ西にしの異能は視線を媒介にして相手の意識に働き掛ける本物の邪じや眼がんだった。
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　有ゆ希きは、十分に警戒していた。

　だが薄暗い部屋、規則的な音、眠気を誘うように揺れる椅子、緊張を緩める香気と、周到な舞台装置の中に引きずり込まれて、小こ西にしの術中に落ちてしまった。

　小こ西にしの邪じや眼がんに、吞のまれてしまった。

「ナツ、というのは偽名でしょう」

　小こ西にしが愛あい想そ笑わらいを消し、主あるじが僕しもべに問い掛ける口調で有ゆ希きに訊たずねる。

「本名と職業は？」

「榛はしばみ有ゆ希き。職業は、殺し屋」

「経験はどれ位？」

「プロのキャリアは、五年」

　小こ西にしの唇に、邪悪な笑みが浮かんだ。
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「ただいま」

「お帰り、姉さん。遅かったね」

　文ふみ弥やが言うように、亜あ夜や子こがホテルに戻ってきたのは夕方に近い時間だった。

「お帰りなさいませ、亜あ夜や子こ様」

「あら、黒くろ川かわさん。貴方あなたもいたんですか」

「姉さんが中々帰ってこないから、今夜の計画を練っていたんだよ。何をしていたの？」

　文ふみ弥やの問い掛けに、亜あ夜や子こは「うふふ」と笑うだけで答えない。

「……まあ、良いいけど」

　それだけで文ふみ弥やには「ウインドウショッピングだな」と見当が付いたが、うるさいことを言うつもりは無かった。

　今回の仕事は文ふみ弥やが四よつ葉ば家け当主に持ち込んだものであり、当主の真ま夜やから実行メンバーに指名された有ゆ希きは文ふみ弥やの配下だ。亜あ夜や子こは本来、この件には関係が無い。

　亜あ夜や子こが東とう京きように来たのは、文ふみ弥やに付き合ってのもの。多少寄り道をしたからといって、それを咎とがめるのは筋違いだった。

「それで、今夜の計画って？」

　亜あ夜や子こにも悪びれた様子は無い。この質問は話を逸そらす為ためではなく、純粋に疑問を覚えた故のものだ。

「今夜は教団の武器庫を襲撃することに決まっていたのではなかったかしら？」

　ホテルを出る前の話し合いでは、そういう予定になっていたはずだった。

「そこに変更は無いよ」

「じゃあ、時間の変更？」

「亜あ夜や子こ様」

　亜あ夜や子こと文ふみ弥やの問答に、黒くろ川かわが横から口を挿はさむ。

「何でしょう？」

「今夜の作戦は、文ふみ弥や様と我々だけで決行したく存じます」

「あら、私は仲間外れ？」

　亜あ夜や子この顔に怒りは無い。むしろ、面白がっているような表情だ。彼女の従い姉と妹こ違い（父の従姉いとこ。従じゆう伯はく母ぼ、従い姉と妹こ伯お母ばとも）である四よつ葉ば真ま夜やに良く似た微ほほ笑えみだった。

「正直に申しまして、亜あ夜や子こ様の魔法は便利すぎるのです。亜あ夜や子こ様がご一緒だと、文ふみ弥や様の潜入スキルが向上しません」

「あら、これは本格的にお邪魔虫みたいね」

　亜あ夜や子こが笑みを消して目を丸くする。

「邪魔などとは滅相もありません。ただ今夜の仕事は我々が本気で取り組まねばならない程のものではありません。亜あ夜や子こ様の御手を煩わずらわせるまでも無いかと」

　黒くろ川かわはあくまで、大真面目に答えた。

「ふーん……別に、良いいですけど。今回のミッションは元々文ふみ弥やのものですしね」

　拗すねてるとまでは行かないが、その直前程度には、亜あ夜や子こは気分を害したようだ。

「姉さんには有ゆ希きと奈な穂おの様子を見に行って欲しいんだけど」

　少なくとも文ふみ弥やはそう感じたようで、慌てて話題を変えた。

「有ゆ希きさんと奈な穂おちゃんの？」

「小こ西にし教きよう団だんに潜入した結果も知りたいし、奈な穂おはこの前、初めて本番を経験したばかりだから。本当は僕が行くべきなんだろうけど、奈な穂おの話を聞くには同性の方が良いいと思うんだ」

「本番を経験って、文ふみ弥や、その言い方……」

　亜あ夜や子こが軽蔑したように横目で睨にらむ。

「誤解だ！　そんなつもりは無いよ！」

　文ふみ弥やもすぐに意味が分かったようで、顔を赤くして叫んだ。

　途端に亜あ夜や子こが噴き出す。

　クスクスと口を押さえて笑う姉を、文ふみ弥やは憮ぶ然ぜんと見詰めた。

「……良いいわ。有ゆ希きさんと奈な穂おちゃんの所には、私が行ってあげる」

　片手で目尻を拭う仕草をしながら──実際には、涙は滲にじんでいなかった──亜あ夜や子こが答える。

「ただし、文ふみ弥や」

　亜あ夜や子この口調が急に真面目なものに変わる。

「何？」

　文ふみ弥やの表情も、それに応じたものになった。

「決して、油断しては駄目よ。どんなに簡単に見える仕事でも、やり直しができる訓練ではないのだから」

「──分かっている。気は抜かないよ」

　姉の心配を、文ふみ弥やは照れずに受け取った。
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　昼前に有ゆ希きが外出して、奈な穂おは手持ち無沙汰になっていた。

　有ゆ希きのマンションは、そんなに広くない。ホームオートメーションを効率的に駆使するハイテク型メイドの奈な穂おにとって、標準的な３ＤＫの部屋は半日もあれば掃除、洗濯、炊事、全ての家事の片が付く。

（いっそのこと、「仕事」に行った方が良かったかな？）

　奈な穂おが考えている「仕事」は、言うまでもなく家事代行サービスではない。

　殺し屋の仕事だ。

（でも、前の仕事から今日で四日目。もう少し時間を置いた方が良いいかも。それに……）

　──正直言って、まだ、人を殺すのは気持ち悪い。

　奈な穂おがちょうど、そんなことを考えていた時。来客を告げるチャイムが鳴った。

「はい、どちら様……、亜あ夜や子こさま!?　少々お待ちください！」

　ドアホンで亜あ夜や子この姿を認めた奈な穂おは、オートロックを解除して転がるように玄関へ向かった。




「あの、コーヒーとお紅茶、どちらがよろしいでしょうか？」

「ありがとう。じゃあ、ミルクティーを御お願ねがい」

「かしこまりました！」

　奈な穂おは本気で緊張したまま、ダイニングからキッチンへ引っ込む。

　と言っても、狭いマンションだ。ダイニングとキッチンはカウンターと吊つり戸と棚だなで仕切られているだけ。ダイニングからもキッチンからも、お互いが見える。亜あ夜や子この視線を感じながら、奈な穂おは強こわ張ばった手を懸命に動かした。

　奈な穂おと亜あ夜や子こは、過去に直接言葉を交わしたことがない。亜あ夜や子こにとって、奈な穂おは初対面だ。

　だが奈な穂おは亜あ夜や子この姿を、一方的に見たことがあった。

　四よつ葉ば分ぶん家けの一つ、黒くろ羽ば家けの長女。十代半ばにして一族でも有数の実力を持つ優れた魔法師。四よつ葉ば本ほん家けの使用人の間では「当主様のお気に入り」と噂うわさされていた。

　次期当主の座に最も近いのは現当主の姪めいである「深み雪ゆきさま」。

　だけど、現在の当主に最も可か愛わいがられているのは「亜あ夜や子こさま」。

　それが本家で働く使用人の認識だった。

　話をするどころかメイドとして給きゆう仕じをしたこともない奈な穂おは、亜あ夜や子この為人ひととなりを知らない。

　本家で、悪い噂うわさは聞かなかった。だが本当のところは分からない。

　もし亜あ夜や子こ相手に粗相をして、それが「御当主さま」の耳に入ったら。

　奈な穂おは調整体として、一度落第した身だ。現在は謂いわば執行猶予中。当主の気き紛まぐれ一つで「廃棄」されるかもしれない立場だと自覚している。

　亜あ夜や子この、ひいては「御当主さま」の機嫌を損ねる失敗は、絶対にできない。奈な穂おはそんな、悲壮で卑屈な緊張に囚とらわれていた。

「どうぞ」

　奈な穂おは手も声も、辛かろうじて震えずに亜あ夜や子こへミルクティーを出した。

　亜あ夜や子こは上品な仕草でカップを口に持って行く。

　彼女は「まあまあね」という表情でカップをテーブルに戻した。

　取とり敢あえず駄目出しが無かったことに、奈な穂おは心の中で胸を撫なで下おろす。

「奈な穂おちゃん」

「は、はい」

　しかし、親しげに「ちゃん」付けで名前を呼ばれたのは予想外の不意打ちだった。

　意識せずに、奈な穂おの背筋がピンと伸びる。

「ここでのお仕事は、どう？」

　奈な穂おの中に、疑心暗鬼が生まれる。

　──この質問は、自分のことを心配してくれているのだろうか？

　──それとも、テストの一環だろうか？

「はい、良くしてもらっています」

　ひとまず奈な穂おは、無難な答えを心掛けた。

「有ゆ希きさんは少しだらしないですけど、かえってメイドとしての勤労意欲を刺激されます」

　一言だけでは無愛想に思われるかもしれないので、有ゆ希きを出だ汁しに軽く笑いを取りに行く。

「まあっ」

　亜あ夜や子こが唇を綻ばせたのを見て、「滑らなくて良かった！」と奈な穂おは安あん堵どを覚えた。

　確かに冗談は一応受けた。お付き合いかもしれないが、亜あ夜や子こは笑みを見せた。

　だが、安心するのは少し早かった。

「良かったわね。それで、もう一つの方は？」

　奈な穂おの顔が強こわ張ばる。緊張が解け掛けていた所せ為いで、精神の防壁が機能しなかったのだ。

「人殺しには、耐えられそう？　暗殺者として、やっていける？」

　強がりと平気なふりが働かず、亜あ夜や子この言葉が奈な穂おのむき出しの心に突き刺さる。

「……大丈夫です」

　奈な穂おは伸ばした両手で、エプロンの裾の近くをギュッと握っている。彼女は自分で、それに気付いていない。

　椅子に座った亜あ夜や子こが、立ったままの奈な穂おを見上げている。

　亜あ夜や子この眼まな差ざしが「本当に？」と念を押す。奈な穂おにはそう感じられた。

「大丈夫です。やれます」

　奈な穂おは自分に言い聞かせるような口調で付け加えた。

「奈な穂おちゃん、しばらくお茶に付き合ってくれる？」

　亜あ夜や子こは目を逸そらさず、ため息も吐つかず、脈絡の無いセリフを口にする。

「はっ？」

　何を求められたのか、奈な穂おはすぐには分からなかった。

「……あっ、はい」

　だが数秒で「一緒にお茶を飲みましょう」というお誘いだと気付いて、

「用意して参ります」

　再びキッチンに引っ込んだ。

　奈な穂おは自分の分のミルクティー以外にも、ティーポットにストレートの紅茶、ミルクと角砂糖、有ゆ希きのおやつに作り置きしていたクッキーをトレーに載せてダイニングに戻る。

　トレーごとテーブルに置くと、亜あ夜や子こが早速、クッキーに手を伸ばした。

「あら。思っていたより、甘さ控えめ」

　有ゆ希きの甘党ぶりを知っているからこその感想。

「有ゆ希きさんはそのクッキーにジャムを塗ります」

「それは……」

　奈な穂おの注釈に、亜あ夜や子こが呆あきれ顔がおを見せる。

　気持ちは分かる、と奈な穂おは思った。

　それで少し、心が楽になった。

　奈な穂おは自分のカップを、口元でゆっくりと傾けた。

　ミルクティーの程良い甘さが、少しだけ気持ちを落ち着かせてくれる。

　奈な穂おの変化を、亜あ夜や子こは子供をあやすような笑みで見ていた。

「奈な穂おちゃん」

「はい」

　奈な穂おがカップを置いて、居住まいを正す。

　亜あ夜や子こは笑いながら、「硬くならないで」と奈な穂おに言った。

「せっかくだからお茶を楽しみながらお話ししましょう？」

「恐縮です」

　奈な穂おが肩に入りすぎていた力を抜く。だが、姿勢は崩さない。

　亜あ夜や子こもそれ以上、前置きに時間を費やさなかった。

「四よつ葉ば家けは、戦える魔法師を求めているわ」

「心得ております」

「諜ちよう報ほう員はまだまだ不足しているし、非合法な仕事をする魔法師も、もっと充実させたいと御当主様はお考えです」

「はい」

「でも同時に、貴重な魔法の才能を無駄にしたくはないともお考えなの」

　奈な穂おの頭上に、疑問符が浮かぶ。

　亜あ夜や子こは、奈な穂おが理解できないだろうと分かっていた。

「向いていない仕事を押し付けて、犬死にさせたくない、という意味ですよ」

「…………」

「向いていないというのは、能力的にも、性格的にも、ね」

「あたしは……」

「もしかして、暗殺者になれなかったら始末されるとか思ってた？　そんなことはないから。四よつ葉ば家けは、身内には甘い一族なのよ？」

　奈な穂おは俯うつむいて亜あ夜や子こから表情を隠した。両耳の横から垂れる二本のお下げが、テーブルに触れる。

「……あたしは、お身内に入れていただけるのでしょうか？」

　奈な穂おの声は、少し震えていた。

「もちろんよ」

　亜あ夜や子この返事は、即答だった。それが本心からのものなのか、それともリップサービスだから考える時間が不要だったのか、奈な穂おには分からない。どちらもありそうだと、奈な穂おには感じられる。

　しかし、たとえ言葉だけの約束でも、奈な穂おにとっては本音をさらけ出す切っ掛けになった。

「あたしは、不良品ですから」

　亜あ夜や子こは、慌てて口を挿はさむことはしなかった。

「使い物にならなければ……利用価値が無ければ、処分されると思っていました」

「何な故ぜ、価値が無いなんて思うの？」

「あたしは『桜シリーズ』なのに、魔法シールドが満足に使えないからです」

「でも奈な穂おちゃんは、立派に魔法が使えると聞いているけれど」

「魔法は使えます、けど……」

「奈な穂おちゃん、こっちを向いて」

　俯うつむいたままの奈な穂おに、亜あ夜や子こが顔を上げるように促す。

　奈な穂おは怖おず怖おずと、その言葉に従った。

「奈な穂おちゃんは確か、中距離の狙撃が得意なのよね？」

「はい……。大きな物に魔法を作用させるのが苦手で……」

「でも魔法を使えるんでしょう？　だったら、価値はあるわ」

「ですが、射程距離が百メートルしかない狙撃魔法なんて、暗殺以外に利用価値が……」

「利用価値が無くても、価値はあります。魔法師にとっては、魔法を使えるという事実こそが大切なのよ。それに魔法は道具なんだから、使い道なんて後から幾らでも見つかるわ」

「そう、なのですか？」

「ええ。だから奈な穂おちゃんの本心を聞かせて？　暗殺者を、続けられそう？」

　奈な穂おは中々、答えを出せなかった。ただ、亜あ夜や子こから目を逸そらすこともしなかった。

　亜あ夜や子こは答えを急せかさなかった。視線で回答を促すこともなかった。

　ティーカップを手に取り、ミルクティーを少し、口にする。

　それを三度、繰り返したところで、奈な穂おの声が亜あ夜や子この耳に届いた。

「今はまだ」

　亜あ夜や子こがティーカップをテーブルに戻し、奈な穂おと目を合わせる。

「続けられます」

「『今は』『まだ』ね」

　亜あ夜や子この呟つぶやきに重なって、オートロックを解除するチャイムが鳴った。

「有ゆ希きさんが帰ってきたみたい。続きは、今の仕事が片付いてからにしましょう」

「かしこまりました」

　奈な穂おは座ったまま、軽い一礼と共にそう答えた。
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　小こ西にしの邪じや眼がんにより、有ゆ希きは四つの暗示を植え付けられていた。

　──魔法師は殺さなければならない。

　──司し波ば達たつ也やを殺さなければならない。

　──明日も小こ西にしの許もとを訪れなければならない。

　──小こ西にしに命じられたことを思い出してはならない。

　具体的な指令は、まだ与えられていない。小こ西にしは洗脳を確実な物にする為ため、時間を置いて少なくとも三回は邪じや眼がんによる暗示を施す。洗脳が完了するまでは、家族や周囲の人間に怪しまれないよう、いつもどおりの生活をさせる。

　それは小こ西にしの用心深さの表れであると同時に、彼女の力の限界を示してもいた。邪じや眼がんを一度使っただけでは、完全に心を支配することができない。魔法として使えるレベルには達していなかった。彼女本人は意識しないようにしているが、それは魔法師に対するコンプレックスとなって、魔法師に対する敵意──殺意に転化していた。

　小こ西にしの邪じや眼がんは、確かにまがい物ではない。光を操る魔法で再現したものではなく、本物の、精神に干渉する異能だ。だがその威力は、暗示の完全性という点で、まがい物の魔法に劣っていた。

　一度だけでは、暗示が完全に機能しないという点で。

「お帰りなさい」

「ああ」

　奈な穂おにそう答えながら、有ゆ希きは玄関に置かれた見知らぬ靴に目を留とめていた。

（誰が来ているんだ？）

　有ゆ希きは職業暗殺者だ。一般人より、予定外の来客に対して警戒が強い。

　ダイニングに顔を出す。

「お邪魔しています」

　亜あ夜や子こに、座ったまま声を掛けられる。

（誰だ、こいつ？）

　何ど処こかで見たような気がする。有ゆ希きはそう思った。

（──こいつは、誰だ？）

　暗殺者としての性さがが、「何ど処こかで見たような気がする」で済ませることを許さなかった。

　有ゆ希きが記憶力をフル回転させる。

　目の前の少女が誰なのか、思い出そうとする。

　思い出す。

　思い出す。

（……思い出した。こいつは、黒くろ羽ば亜あ夜や子こ）

（文ふみ弥やの姉で、黒くろ羽ばの魔法師）

（こいつは、魔法師だ）

（奈な穂おも、魔法師だ）

　連鎖的に、記憶が蘇よみがえる。

（──魔法師は、消さなければならない）

　不完全に封じられた、暗示が蘇よみがえる。

（──魔法師は、消す！）

「奈な穂おちゃん！」

　亜あ夜や子こが叫んだのと、奈な穂おが自ら倒れたのは、ほとんど同時だった。

　奈な穂おの身体からだがあった場所を、銀光が薙なぐ。

　奈な穂おは間一髪で有ゆ希きのナイフを躱かわしていた。

　亜あ夜や子こがティーカップを有ゆ希きに投げつける。

　有ゆ希きはそれを難なく避けた。

　その隙すきに、亜あ夜や子こは左手首のＣＡＤに右手を伸ばした。

　有ゆ希きがダイニングの椅子を蹴る。

　椅子はテーブルにぶつかり、テーブルが亜あ夜や子この方へずれる。

　亜あ夜や子こはテーブルを避けて立ち上がった。

　ＣＡＤの操作が、中断する。

　有ゆ希きがテーブルを飛び越える。

　襲い掛かる有ゆ希きから、亜あ夜や子こは床に身を投げ出すことで逃れた。

　一瞬とも言える滞空時間の中で、亜あ夜や子こはＣＡＤを操作する。

　倒れたままの奈な穂おに抱きつき、亜あ夜や子こは魔法を発動した。

　疑似瞬間移動。

　この魔法は、障しよう碍がい物ぶつを突き抜けることができない。

　亜あ夜や子こは奈な穂おと一緒に、開け放したままだったダイニングの入り口に移動する。

　ただそれだけの、短距離移動。

　だが予備動作を伴わない一瞬の移動は、有ゆ希きの不意を突く効果があった。

　亜あ夜や子こが次の魔法を発動する。

　椅子が宙を舞い、有ゆ希きを直撃した。

「奈な穂おちゃん、逃げるわよ！」

「はいっ」

　あの程度で有ゆ希きを沈黙させられないのは、奈な穂おにも分かっていた。

　何な故ぜ魔法で追撃しないのか、とは問わなかった。

　魔法は、万能ではない。至近距離では身体からだを動かす方が速い、ことだってある。

　それを亜あ夜や子こは言うまでもなく、奈な穂おも理解していた。

　亜あ夜や子こが踏みつけるようにしてローファーを履く。

　奈な穂おは玄関に置いてあった折り畳み傘を手に取り、ヒールの無いサンダルに足を通して亜あ夜や子こに続いた。




　廊下に出た亜あ夜や子こはエレベーターホールに向かうのではなく、非常階段に出た。

　その選択は、奈な穂おにも理解できる。エレベーターがすぐに来るとは限らない。

「亜あ夜や子こさま、何な故ぜ上に？」

　だが階段を下りるのではなく上っているのは、理由が分からなかった。このままでは屋上、袋ふくろ小こう路じだ。

「屋上の方が、人目に付かないわ」

「分かりました」

　どうやら亜あ夜や子こは単に逃げるだけではなく、一戦交えるつもりらしい。奈な穂おはそう解釈した。

　背後から足音が迫る。

　答える間にも、二人は階段を上るペースを落としていなかった。亜あ夜や子こも奈な穂おも、息を切らしてもいない。

「もう追いついてきたわね」

　だからこれは純粋に、身しん体たい能のう力りよくの差によるものだ。

　亜あ夜や子この呟つぶやきを聞いて、奈な穂おは走りながら折り畳み傘のシャフトを伸ばした。

「取りえずば　消えぬと思へ　梓あずさ弓ゆみ　引きて帰らぬ　道みち芝しばの露つゆ」

　伸ばしながら素早く、キーワードを唱える。南北朝時代の守護大名、山やま名な氏うじ清きよの辞世の句。

　奈な穂おの記憶領域に刻まれた起動式が呼び出され、彼女の魔法演算領域に読み込まれた。

　奈な穂おが立ち止まり、傘は広げずに、石突きを有ゆ希きに向ける。いや、石突きがあるべき場所には何も無く、シャフトの空洞が顔をのぞかせていた。

　折り畳み傘の先端から、魔法シールドにコーティングされた水滴が発射される。

　水滴の弾丸は有ゆ希きの足を浅く削って、非常階段の壁に染しみを作った。

「すみません、外しました！」

　奈な穂おが階段上りを再開しながら亜あ夜や子こに謝る。

「いいえ、上出来よ！」

　亜あ夜や子こが半階分上から応えを返した。有ゆ希きの傷は浅いものだが、衝撃によるものか痛みによるものか、彼女は体勢を崩していた。

　亜あ夜や子こは足を緩めない。奈な穂おが力を振り絞ってペースを上げ、亜あ夜や子こに追いつく。

「今のはフラッシュ・キャスト？」

「はい」

　フラッシュ・キャスト。洗脳技術の応用で記憶領域に起動式をイメージ記憶として刻み付け、ＣＡＤから起動式を読み出すのではなく記憶領域から起動式を読み出すことで、起動式の展開・読み込み時間を省略する四よつ葉ばの秘匿技術。

　奈な穂おは歴史上の武人の辞世の句をキーワードとしている所せ為いで、時間短縮のメリットは無い。日常生活のちょっとした思考でフラッシュ・キャストが誤作動することを防ぐ、秘匿性の方を重視しているのである。

　一般人が魔法師を見分ける最も手軽なポイントは、ＣＡＤを所持しているかどうかだ。

　街路カメラのセンサーは、魔法師が無意識的に放っている、発動未満の魔法を常に検出している。

　ＣＡＤを携帯せず、魔法の誤作動に対して厳重なロックが掛けられた奈な穂おは、「魔法師であること」を徹底的に隠す方向で育成された魔法師だった。

　奈な穂おが稼いだ時間の御お蔭かげで、二人は有ゆ希きよりも早く屋上にたどり着いた。

　非常階段とは反対側のフェンスまで走り、有ゆ希きを待ち構える。

　有ゆ希きが屋上に姿を見せた。

　足の傷から、血は滴したたり続けている。だが彼女の顔に、痛みを感じている表情は無い。

　その瞳に、意思の無い殺意が宿っているだけだ。

　ただ怪け我がの影響はあるようで、有ゆ希きは一歩ずつ亜あ夜や子こと奈な穂おに近づいてくる。

　亜あ夜や子こは奈な穂おを背中にかばい、左手首のＣＡＤを操作した。

　同時に有ゆ希きが、怪け我がをしていない方の足に体重を掛け、身体からだを沈み込ませる。




　亜あ夜や子こが有ゆ希きに向かって右手を振る。




　有ゆ希きが片足で跳躍する。




　亜あ夜や子こが着ているジャケットの右袖から、黒い布切れのようなものが飛び散る。




　いや、布切れではない。

　黒い羽根だ。

　十メートルの距離を片足で跳び越えようとしている有ゆ希きを、

　目にも留まらぬ速度で舞う漆黒の羽根吹雪が、

　空中で、迎撃する！

　有ゆ希きの跳躍の、勢いが落ちた。

　彼女の身体からだは、亜あ夜や子こまであと二メートルの地点に落下する。

　黒い羽根が、舞い落ちる。それ自体は色が黒いだけで、クッションや枕に入っている普通のフェザーと変わらない物だ。

　羽根吹雪のからくりは、疑似瞬間移動。慣性を中和した羽根の群れを高速で撃ち出し、ターゲットに接触する直前、慣性中和を慣性増幅に反転させる。

　慣性が増大した羽根は、柔らかさを保ったまま重い打撃を標的に叩たたき付つける。敵は、多数の小さな鞭むちで打たれたようなダメージを被こうむる。

　攻撃魔法が苦手な亜あ夜や子こが、敵の接近を阻はばむ為ための切り札としている魔法、

『フエザーFeather・ラツシユLash』。

　羽根でなくても、それこそ布切れや紙片でも同じ効果がもたらされるが、亜あ夜や子こは敵に余計なことを考えさせる為ためのハッタリで、羽根を使うことを好んでいた。黒い羽根が自分の周りに舞い散るのを見た敵は、勝手に呪術的なものを連想をしてくれるからだ。

　現に有ゆ希きは痛みに呻うめきながら、纏まとわり付つく羽根に目を奪われている。

「奈な穂おちゃん、飛ぶわよ」

　亜あ夜や子こはそう言いながら、奈な穂おの腰に手を回した。

「えっ!?」

　戸惑う奈な穂おに、亜あ夜や子こは説明しなかった。その時間を惜しんで、魔法を発動する。

　疑似瞬間移動。

　一秒に満たない時間の内に、二人の身体からだはマンションの上空を経由して、数百メートル離れた別のマンションの屋上に移動していた。





◇　◇　◇






　亜あ夜や子こと奈な穂おが消えた空間を数秒間見詰めていた有ゆ希きは、顔を顰しかめながら立ち上がった。

　亜あ夜や子このフェザー・ラッシュによるダメージは抜けていないが、骨に異常は無い。奈な穂おの魔法で抉えぐられた足も、既に血は止まっている。

　身体強化フイジカルブーストを発動中の有ゆ希きの身体からだは、強化されたパワーに耐えられるように、皮膚と骨格の強度も増している。鉛の銃弾を撥はね返したり高層階からの落下にも耐えられるような、スーパーマンじみた頑丈さはない。だが骨折を免まぬがれたのも足に重傷を負わなかったのも、この異能の副次的な作用によるものだった。

　ただ、彼女の異能はあくまでも肉体を強化するものだ。精神の抵抗力を高める効果は無い。彼女はまだ、小こ西にしの邪じや眼がんの影響下にあった。

（魔法師を消す）

（魔法師を殺す）

　しかしここに、魔法師はいなくなった。

（魔法師を殺せ）

（司し波ば達たつ也やを殺せ）

　有ゆ希きはひとまず、自分の部屋に戻った。

　足の傷を治療して服を替える判断力を保ちながら、「これからどうするのか」「何を目的とするのか」、その意志は縛られたままだった。








［９］






　今の季節、日は長い。午後七時前になってようやく暗くなった空を見上げながら、桜さくら井い水み波なみは司し波ば家けのカーテンとシャッターを閉めて回った。

　第一高校の一年生にして住み込みのメイドでもある水み波なみは、機械よりも自分の手を使いたいタイプである。窓のカーテンもシャッターもリビングのスイッチ一つで開け閉めできるのだが、水み波なみはわざわざ窓の前まで行って、手動スイッチでシャッターを下ろしカーテンを閉めていた。

　彼女が不穏な気配に気付いたのは、二階廊下の窓のシャッターを下ろそうとして、窓まど際ぎわまで近づいた時だった。

　水み波なみはシャッターの閉鎖スイッチを押した後、達たつ也やの部屋の扉をノックした。

　すぐに達たつ也やが出てくる。達たつ也やだけでなく、隣の部屋から深み雪ゆきも顔を見せた。

　攻撃的な気配を放つ不審者が近づいているという水み波なみの訴えに、達たつ也やは一言「分かっている」と答えた。





◇　◇　◇






　有ゆ希きは二年前、司し波ば達たつ也やの暗殺を試みたことがある。その時に調べた彼の自宅の場所を、有ゆ希きは覚えていた。

　いつもは鰐わに塚づかが運転する自走車で移動する有ゆ希きだが、今回は最寄り駅まで個型電車キヤビネツトで行って、駅からは徒歩を選択した。

　立ち止まり、携帯端末の地図で現在位置を確認する。場所は記憶していたが、自分の足で家の前まで行くのはこれが初めてだ。

　司し波ば家けの家屋に近づくにつれて足が重くなるのを、有ゆ希きは訝いぶかしく感じていた。奈な穂おの魔法にやられた足の傷は、歩行を妨げる重さではなかった。駅からここまで、まだ二十分掛かっていない。疲れるような距離でもない。

　心を暗示で縛られた有ゆ希きは、自分が本能的な恐怖に囚とらわれていると気付けなかった。

　有ゆ希きは司し波ば家けまで後三ブロックとなる交差点を渡ったところで、一旦足を止めた。身体からだの変調が無視できなくなっていたのだ。

　足が思うように動かないだけではない。動どう悸きが速くなり、掌てのひらに冷たい汗が滲にじんでいる。

　有ゆ希きの精神状態がまともならば、自分が恐怖を感じていると理解できただろう。

　だが今の彼女は、それを自覚できない。

　止まることはできても、引き返すことはできない。

（魔法師を殺せ）

（司し波ば達たつ也やを殺せ）

　不完全な形で顕在化した小こ西にしの暗示が、強迫観念となって有ゆ希きを縛っていた。

　植え付けられた意志が、有ゆ希きの身体からだに前進を命じる。

　止めていた歩みを再開した直後、ターゲットの自宅の玄関扉が開いた。

　中から出てくる、長身の人影。

　有ゆ希きの身体からだが、ビクッと震える。

　殺すべきターゲットを目にして、有ゆ希きの足は再び止まった。

　彼女の身体からだは、与えられた偽りの意志に従わなくなった。

　司し波ば達たつ也やが簡易な門から外に出る。

　その背後に、小柄な人影が二つ続いた。一人は達たつ也やの妹だ。

「小柄な」と言っても、有ゆ希きより上背がある。もう少し近づかなければ分からないが、妹の方は有ゆ希きよりも十センチは高いだろう。

　達たつ也やを先頭にして、三人が有ゆ希きに近づいてくる。

　有ゆ希きの身体からだは自覚できない恐怖で、前に進めない。

　有ゆ希きの身体からだは植え付けられた暗示で、後ろに下がれない。

（動け。動け！　動けっ！）

　有ゆ希きは自分の手足に、全力で命じた。

　達たつ也やが有ゆ希きの前で足を止める。

　一歩踏み込み、手を伸ばせば届く距離だ。

　有ゆ希きの足は動かない。

　だが彼女の手は、金縛りから脱した。

　有ゆ希きの右手がジャケットの下、腰の後ろに隠した鞘シースからファイティングナイフを抜く。

　それに伴って、固まっていた足が自然に位置を変え、戦う為ためのスタンスを取った。身体からだに染しみ込こんだ戦闘技術は、精神による命令が届かなくなった肉体を自動的に動かした。

　構えを取った有ゆ希きを前にして、達たつ也やの顔には何の表情も浮かんでいない。

　恐れも、緊張も、油断すらも無い。

「以前に言ったはずだ」

　その声は鋼のように、強く、冷たく、鋭かった。

「次に姿を見せれば消す、と」

　死を予感した肉体が、それを避ける為ための行動を起こそうとする。

　自分を殺そうとする者の命を、逆に奪おうと試みる。

　だが、ナイフを突き出そうとした有ゆ希きの右手は、

　達たつ也やの一いち瞥べつを浴びて、途中で止まった。

　有ゆ希きの無意識は、それこそが死に直結する行為だと覚さとっていた。

「お兄様、お待ちください」

[image: ]

　達たつ也やの背後に控えていた彼の妹、司し波ば深み雪ゆきが制止の声を上げながら兄の隣に並ぶ。

「彼女は文ふみ弥や君の部下です。消してしまうのは、よろしくないかと」

　深み雪ゆきは横から抱きつくような体勢で達たつ也やを見上げて意見を述べ、顔の向きをほとんど変えずに瞳を有ゆ希きへと向けた。

　有ゆ希きの背筋に、震えが走る。

　この世のものとも思われぬ、寒気がする程の美貌が、寒気を伴う戦慄と恐怖を有ゆ希きにもたらした。

　体温が失われていくのを、有ゆ希きは実感した。

　司し波ば達たつ也やが、自分を見詰める。その眼まな差ざしの奥にあるのは、絶対的な死。

　司し波ば深み雪ゆきが、自分を見詰める。その眼まな差ざしの奥にあるのは、永遠の氷獄。

　逃れる術は無い。

（……いや、ある）

（逃れる術はある）

（ここから、逃げ出せば良い）

（この二人の前から、逃げ出せば良い）

（逃げろ）

（逃げろ！）

（逃げろっ！）

　生存本能の声に突き動かされて、有ゆ希きは達たつ也やと深み雪ゆきに背中を向けた。

　そのまま全力で走り去る。

　背後から、有ゆ希きの命を奪う魔法は飛んでこなかった。

　有ゆ希きを縛っていた小こ西にしの暗示は、跡形も無く砕け散っていた。





◇　◇　◇






　司し波ば家けから最寄り駅へ、道程の半分に差し掛かった所で有ゆ希きは足を止めた。

　何かが彼女の記憶を刺激したのだ。

　その正体はすぐに分かった。

　ここは二年前、有ゆ希きが「ヤミ」と戦った場所だ。

　それは、予感だったのだろうか。

　彼女の直感が、危機を告げる。

　有ゆ希きは反射的に身を躱かわそうとした。しかし、どちらに躱かわせば良いのか分からず立たち竦すくむ。

　しかし、それで事態が悪化したということはない。

　回避は最初から無駄だった。

　不意に有ゆ希きは、腹を殴られた、ような気がした。

　目の前には誰もいない。視覚だけでなく、聴覚にも、触覚にも、嗅覚にも味覚にも、知覚できるものは何も無かった。

　ただ痛みだけが発生した。

　悶もん絶ぜつする程の痛みだ。

　堪たまらず有ゆ希きが、腹を押さえて膝を突く。

　顔を上げたのは、自己防衛本能が働いたからだった。

　何い時つの間まにか目の前に、ナックルダスターを右手にはめたボブカットの少女が立っていた。

「ヤミ」だ。

「彼女」は冷たい、敵に向ける目で有ゆ希きを見ていた。

「待った！」

　有ゆ希きは痛みに耐えて、開いた両手を頭より上に挙げ声を絞り出した。

「あたしは正気に戻った！　あたしを粛清したい気持ちは分かるが、まずは話を聞いてくれ！」

　女装した文ふみ弥やの視線が、少し和らいだ。と言っても、千本生えていた棘とげが百本に減った程度だが。

「良いいでしょう。話してみなさい。私が納得できる話を」

　文ふみ弥やの背後に、二人の黒服が現れる。闇の中から滲にじみ出でたような出現だった。

　黒服が有ゆ希きの腕を左右から抱えて、彼女の身体からだを引きずり上げた。




　訊じん問もんはすぐ側に停とめてあったドライバンの中で行われた。荷台の中は向かい合わせの長椅子になっていて、有ゆ希きの左右に黒服が、正面に「ヤミ」が座っている。走行中は窓の完全非透過を交通法規で禁じられているが、そもそも窓が無いドライバンは中をのぞかれる懸け念ねんが無い。

　都市高速に乗ったドライバンは、環状線をぐるぐる回っている。その中で、女装したままの文ふみ弥やは有ゆ希きの話を聞き終えた。

「小こ西にし蘭らんは、邪じや眼がんの持ち主だったんですか」

「邪じや眼がん？　見るだけで相手を不幸にするって、あれか？」

　有ゆ希きの言葉には「やはりそうなのか」というニュアンスが含まれていた。だが文ふみ弥やはそういう伝統的な意味で『邪じや眼がん』という単語を使ったのではなかった。

「現代の魔法の世界では、視線で相手の意志に干渉する異能を『邪じや眼がん』と呼んでいます」

　すぐに有ゆ希きは「心当たりがある」という表情を浮かべた。

「もっとも、本当に見るだけで相手を操ることはできないようですね。貴女あなたの話に出てきた隠し部屋のあれこれは、催眠術の為ための舞台装置に思われます」

「あたしは催眠術に掛けられていたのか？」

　有ゆ希きの瞳に、怒気が閃ひらめく。しかしそれは、小こ西にしに対するものばかりではない。

　罠わなにはまった、情けない自分自身に対する怒りもあった。

「催眠術と邪じや眼がんの併用。それが小こ西にし教きよう団だんの、洗脳の秘密でしょう。邪じや眼がんの力は不完全なものですが、暗示はかなり強力なようです」

　文ふみ弥やが有ゆ希きの隣に座っている黒くろ川かわに目を向ける。

　黒くろ川かわは無言で頷うなずいた。

「敵の手の内が分かったのはお手柄でした。本来は決して許されるべきことではありませんが、相手の術中に落ちていた所せ為いでもありますし、今夜の狼ろう藉ぜきは不問に付しましょう」

「……済まない。感謝する」

　如い何かなる理由があろうと裏切りは許されない。それは有ゆ希きの常識にも合致する。文ふみ弥やの裁定は破格の温情であり、有ゆ希きも頭を下げるのに躊躇ためらいを覚えなかった。

「小こ西にしの邪じや眼がんが不完全なものと分かれば、彼女を警戒する必要は然さ程ほど無いと思います。黒くろ川かわはどう考えますか？」

「私も同意見です。念の為ために通信機能付きの耳栓と、強い光の刺激を緩和するサングラスを着用すれば、催眠術対策も十分ではないでしょうか」

「耳栓とサングラスはすぐに用意できますか？」

「三十分以内に調達できます」

「良いいでしょう。一旦ホテルに戻って準備が調い次第、出撃します」

　黒くろ川かわに命令を告げた文ふみ弥やは、有ゆ希きに視線を戻した。

「有ゆ希き、貴女あなたはこのまま、一緒に来てください」

「分かった。汚名は雪そそいでみせる」

　有ゆ希きは「ヤミ」に向かって、神妙に頷うなずいた。
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　文ふみ弥やは有ゆ希きを連れて宿泊中のスイートルームに戻った。

　同行した護衛はいない。黒くろ川かわは、教団襲撃の準備に走り回っている。

　それは「既に有ゆ希きは自分にとって脅威にならない」という文ふみ弥やの自信を示していた。

　有ゆ希きは最初から文ふみ弥やに叛そむくつもりが無かったので、護衛がいないことに疑問を覚えなかった。

　スイートルームには亜あ夜や子こと奈な穂おがいた。

　有ゆ希きの姿を見て奈な穂おが身構える。

　だが文ふみ弥やが隣にいるのを見て、肩の力を抜いた。

「お帰りなさい、ヤミちゃん。有ゆ希きさんとは話が付いたみたいね」

「ヤミちゃん」と呼ばれた瞬間、文ふみ弥やは顔を顰しかめた。だがその直後、諦めの表情を浮かべる。そして真面目な顔と真面目な声で「説明するよ」と応えた。

　このスイートルームにはリビング仕様のソファセットとダイニング仕様のハイテーブルセットの両方が置かれている。文ふみ弥やたちはハイテーブルの前に腰を下ろした。

　有ゆ希きの隣に文ふみ弥や、正面に亜あ夜や子こ。四人分の紅茶を用意した奈な穂おが、文ふみ弥やの前、亜あ夜や子この隣に座る。文ふみ弥やが口火を切り、有ゆ希きがそれを引き継ぐ形で小こ西にしの邪じや眼がんに関する説明が終わった。

「有ゆ希きさん、だらしがないです」

「ウグッ……」

　終了直後、奈な穂おが容赦のない感想を漏らし、有ゆ希きが呻うめき声を上げる。

「でも、操られていたのなら仕方が無いですね。亜あ夜や子こさま、如何いかがでしょう？」

「そうね。結局、痛い思いをしたのは有ゆ希きさんだけで、私たちには特に怪け我がも無かったから、ヤミちゃんの言う通り不問で良いいと思うわ」

「グググッ……」

　有ゆ希きがゴーヤ入り青汁とセンブリ茶を同時に飲み干したような表情で顔を顰しかめている。まあ、今回の経験は彼女にとって「口に苦い良薬」となったことだろう。

「それで今夜、準備が完了次第、小こ西にしを仕留めに行こうと思う」

　文ふみ弥やはまだヤミの変装のままだが、自宅同然のホテルの部屋で気が抜けているのか口調は彼本来のものに戻っている。……それでも「凜り々りしい少年口調の美少女」にしか見えないのだから、彼が女装から解放される日はまだまだ遠そうだ。

「仕留めるって、殺すということ？」

　亜あ夜や子こが、お茶菓子の採点でもするような口調で文ふみ弥やに訊たずねる。

「生かしておく理由は無いだろう？」

　文ふみ弥やは、増えすぎた鹿を間引くような言い方だ。

「『毒どく蜂ばち』の練習台になってもらうよ。時間に余裕があるようだったら訊じん問もんしてみるけど、有意義な情報は期待できないんじゃないかな」

「暗殺前提なら、私の出番は無さそうね」

　文ふみ弥やからも亜あ夜や子こからも、人を殺すことに対する禁忌の念はまるで窺うかがわれない。

　有ゆ希きにとっては日常的な光景だったが、奈な穂おはショックに言葉を失っていた。

「そうだね。有ゆ希きは連れて行くけど奈な穂おはここに置いていくつもりだから、一緒に待っていてもらえるかな。一応、今日中に帰れる時間に戻ってくるつもり」

　文ふみ弥やが「帰る」と言っているのは浜はま松まつのマンションだ。明日は月曜日。文ふみ弥やは遅刻せず朝から登校するつもりだった。

「了解。ヤミちゃんの分も、帰り支度を済ませておくわね」

「……着替えは残しておいてよ」

　文ふみ弥やは「この格好のまま、浜はま松まつに帰らせるつもりじゃないだろうな……？」という疑念に駆られたのだ。

　ちょうどその時、黒くろ川かわが文ふみ弥やを呼びに来た。

　文ふみ弥やは有ゆ希きを連れて、スイートルームを出て行く。

　亜あ夜や子こは文ふみ弥やの御お願ねがいに「フフフッ」と笑うだけで、彼を安心させてはくれなかった。
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　小こ西にしは「セミナー」と称する洗脳を終えて、代表室隣の隠し部屋で一ひと息いき吐ついていた。

　ここは見込みのある手駒を特別念入りに洗脳する為ための舞台だが、小こ西にしにとってはリラックスできる部屋でもあった。

　彼女は今日首輪を付けた榛はしばみ有ゆ希きという名の猟犬を、明日からどう仕上げていくかについて思案を巡らせていた。

　有ゆ希きに関して、小こ西にしは「しくじった」と思っていることがある。暗示を植え付けるのに力を入れすぎて、有ゆ希きの口から自分がどんな人間なのか詳しく聞き出すのを失念していたのだ。

　プロの殺し屋だということは聞いた。だが、何という組織の、誰の下で仕事をしていたのか訊きいていなかった。ナイフを使った接近戦を得意としていることは聞いているが、他にどんな特技を持っているのか確かめるのを忘れていた。

　明日はまず、彼女自身に関する詳細な情報を喋しやべらせる。

　その上で、ターゲットに仕掛ける作戦を練る。

　小こ西にしは待望の「プロフェッショナル」を手に入れたことで、少なからず舞い上がっていたのだった。

　しかし彼女の高揚した気分は、代表室に掛かってきた電話で水を掛けられた。

「何ですって!?」

　大声を出さない分別はあったが、怒気が滲にじみ出すのは抑えられなかった。

　電話は、非合法な仕事に使う武器の保管を任せた配下からだった。

　約三時間前、教団最大の武器庫が襲撃されて銃器爆薬を大量に持ち去られた上、残っていた武器は保管庫ごと炎上したというのだ。

　昨日金庫を襲われたばかりで、警戒のレベルは上げていた。必要な手はきちんと打っていたはずだ。

　保管係がサボタージュしていた？

　そんな疑いすら、小こ西にしは拭い去れない。

「他の倉庫の状況は？」

　小こ西にしは自制心を最大限に発揮して落ち着かせた声で、保管係に訊たずねた。

　幸い、被害に遭ったのは一箇所だけだという。

　しかし、安心はできない。まだ押し入られていないだけなのかもしれないのだ。

　小こ西にしは電話を切って、本部詰めの警備員を必要最低限の人数だけ残して倉庫に回すよう、警備責任者に命じた。

　同時に彼女は、警備員の代わりに今日集めた五人を代表室の前に集めるよう指示する。司し波ば達たつ也やの暗殺要員に選んだ彼女たちは、元々操り人形にする下地を作ってあった。今から少し話をするだけで、命を懸けて自分を守る「人間の盾」になるはずだ。

　小こ西にしは、それで十分だと考えた。その程度では対処できないリスクを、彼女は想定していなかった。
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　ヤミの姿をした文ふみ弥やは、監視に残していた部下から警備員が多数出て行ったと聞いて、驚きを禁じ得なかった。

「小こ西にしは本部に残っているのですよね？」

「小こ西にし本人が外出・帰宅した形跡はありません」

「犯罪組織のトップは普通、自分のことだけは何が何でも守ろうとするものだと思うのですけど……」

「そうとも限らないんじゃないか？」

　文ふみ弥やが思わず漏らした疑問の独り言に応えを返したのは、有ゆ希きだった。

「策士を気取っている悪党に限って、『自分だけは大丈夫』なんていう根拠の無い自信にあふれてたりするもんだ。それで自滅したやつを何人か知ってるぜ」

「小こ西にしもそういうタイプだと？」

「あたしはそう感じた。ヤツの策にはまったあたしが言えることじゃないかもしれんけど」

　なる程、と文ふみ弥やは思った。有ゆ希きの意見は案外、的を射ているような気がする。

　仮に的外れでも、文ふみ弥やたちがやることは既に決まっている。

「──予定どおり突入します。警備員が減ったからといって、油断しないように」

　洗脳装置対策のサングラスを掛けた黒服集団が、一斉に頭を下げた。

　暗闇に黒は案外目立つ。せめて紺色か濃い灰色のスーツにしてくれないか、と文ふみ弥やは黒くろ川かわに掛け合ったのだが、返ってきた答えは「自分にはどうにもなりません」だった。

　ここで今更、文句を言っても始まらない。こんな不審人物が副ふく都と心しんという都会で集団を作っているのに、全く人目を引いていないのだ。彼らが腕うで利ききの諜ちよう報ほう魔法師であることは、否定できない事実。こんな手て練だれを部下に与えられて不平を鳴らすのは罰当たりだ。

　文ふみ弥やは自分に、そう言い聞かせた。

「作戦開始！」

　小声ながら力のこもった文ふみ弥やの号令が耳栓に内蔵されたスピーカーから伝わり、黒服集団が一斉に動き出した。




　小こ西にし教きよう団だん襲撃作戦に参加している黒くろ羽ば家けの魔法師は、文ふみ弥やを含めて十二人。有ゆ希きを加えて十三人。彼らは同じ入り口から一斉に侵入するのではなく、三人ずつに分かれて四箇所から時間差で建物内へ潜入するプランだ。

　文ふみ弥やと行動を共にしているのは黒くろ川かわと有ゆ希き。三人ずつで組を作ると一人余るから、文ふみ弥やの組を四人にしようと黒服たちは考えていた。正確には、十二人を三人ずつに分けて、文ふみ弥やのチームに有ゆ希きを加えるのが黒くろ川かわを含めた部下のプランだった。

　それを却下したのは文ふみ弥やだ。彼は電源室を制圧するチームに余分な一人を割り振り、小こ西にしを狙う自分たちの組は三人で十分と主張した。

　今、ここにいる十三人の中で最も強いのは、文ふみ弥や。それは有ゆ希きも含めて、全員が認めている。自分に護衛を付けるのは人員の無駄遣い。そう主張する文ふみ弥やに反論し続けることができた者はいなかったのである。

　最初に潜入した四人のチームが、電源室の制圧に成功する。それは建物の照明が落ちたことで分かった。

　文ふみ弥やたちを除く二チームが、建物の中にいる人間を無力化していく。警備員と事務員が全て抵抗できない状態になったという合図と共に、文ふみ弥やは有ゆ希きと黒くろ川かわを連れて正面玄関から突入した。

「鍵は掛かっていないようです」

「そうですか」

　黒くろ川かわの言葉に文ふみ弥やが頷うなずき、

「ナッツ、お願いします」

　電源がカットされたことで動かなくなった自動ドアを開けるよう、有ゆ希きをコードネームで呼んで、依頼という形の命令を下す。

「もしかしてあたしは、この為ために連れてこられたのか……？」

　有ゆ希きは半ば本気でそう呟つぶやきながら、止まったモーターが抵抗となっているドアに手を掛けた。

　襲撃メンバーの中で最も強いのは文ふみ弥やだが、腕力、パワーという意味では、身体強化フイジカルブーストを発動した有ゆ希きが最強だ。重い扉をこじ開ける要員、という彼女の自嘲のセリフは、あながち間違いではないかもしれない。

　自動でなくなった電動ドアが、ゆっくりと、ただし何の抵抗も見せずに開いていく。

　文ふみ弥やと黒くろ川かわは、それを出入り口の脇、有ゆ希きとは反対のサイドから見ていた。

　この中は、代表の部屋に続く秘書室。

　文ふみ弥やと無言で頷うなずき合った黒くろ川かわが、一人分の隙すき間まから室内に飛び込んだ。

　直後に鳴る、弓ゆ弦づるの音。使用された武器は、小型のボウガン。

　武器としてはやはり、銃に劣る。だが殺傷力は侮あなどれない。人の命を奪うには十分な威力を備えている。

　だが、室内から「やった!?」という声が聞こえてきても、文ふみ弥やは焦あせらなかった。

　黒くろ川かわは殺気を読むことに掛けて、黒くろ羽ば家けの魔法師中随一。また彼は甲こう賀か流りゆうの忍術使いであり、敵の攻撃を避ける様々な術を会え得とくしている。黒くろ羽ば家けの中で、待ち伏せや奇襲に対して最もやられにくい戦闘要員、それが黒くろ川かわ白しら羽はの特徴だった。

「えっ？　上着だけ!?」

　部屋の中で上がる声だけで、何が起こっているのか分かる。仕留めた相手が倒れているはずの所に、ジャケットだけが落ちていたのだろう。黒くろ川かわの『空うつ蟬せみの術』だ。

　それより文ふみ弥やの注意を引いたのは、中から聞こえてきた声が女性のものだけだという点だった。

　小こ西にしの身近で警備に当たっているのが女性だけでも、特に不思議ではない。女性の代表に、女性の護衛。普通にありそうな組み合わせだ。

　だがそこに、洗脳に関する情報が加わったらどうか。

（──暗示で「盾」に仕立て上げられた女たちか!?）

　相手が女性であれば、攻撃を躊ちゆう躇ちよするに違いない。そう考える犯罪者やテロリストは多い。「武器を持っていれば男も女も脅威度は変わらない」と理解していても、実際には女性相手の発砲を躊躇ためらう兵士や警官は少なくない。相手が女性で子供──少女であれば尚なお更さらだ。自分たちが優位に立っている時ほど、この類いの躊ちゆう躇ちよが見られる傾向がある。

　文ふみ弥やの部下には、男女を区別する「甘ちゃん」はいなかった。だが残念ながら文ふみ弥やは、意志を奪われ操られている女性を切り捨てられるレベルに達していなかった。

　自分の意志で戦っている女性兵士なら撃てる。

　だが洗脳され、傀儡くぐつとなって戦わせられている女性を殺すのは忍びない。

　文ふみ弥やは彼専用に作られたナックルダスター形態のＣＡＤを右手に、落下防止のストラップを通した携帯端末形状の汎用型ＣＡＤを左手に握って、部屋の中に飛び込んだ。

　一歩踏み込む最中に汎用型ＣＡＤを操作して魔法障壁を展開する。

　入ってすぐの所に一人の女性の死体が横たわっていた。

　文ふみ弥やは死体から視線を剝がして黒くろ川かわの姿を探した。

　身体からだに沿って張り巡らした対物シールドに、短い矢が当たって床に落ちる。

　黒くろ川かわはまさに、二人目を仕留めようとしていた。

　文ふみ弥やが専用ＣＡＤのスイッチを押す。

　精神干渉系魔法『ダイレクト・ペイン』。肉体を傷つけることなく、精神に直接痛みを与える魔法。

　黒くろ川かわの、目の前にいる女性が白目を剝むいて崩れ落ちる。

　ターゲットを失った黒くろ川かわが、呆あきれ顔がおで振り返った。

　再び文ふみ弥やに、矢が射掛けられる。

　今度は文ふみ弥やの顔の、三十センチ以上横を通り抜けた。

　文ふみ弥やがナックルダスターの親指側に突き出たボタンを押す。

　ボウガンを抱えた若い女が、短い悲鳴を上げて、糸が切れたマリオネットのように倒れた。

　部屋にはまだ二人の女性がいたが、文ふみ弥やのダイレクト・ペインで次々に意識を失う。

　文ふみ弥やが室内を見回す。

　死者、一。失神者、四。負傷者、ゼロ。

　黒くろ川かわが苦笑い未満の表情で文ふみ弥やを見ていたが、咎とがめる言葉、諫いさめる言葉は無い。

　文ふみ弥やには、操られていた女性たちを殺せなかった。

　殺す必要が無かった。

　殺さずに敵を制圧できる。彼は、それをなし得る強者だった。

　慈悲は強者の特権。文ふみ弥やはその権利を行使しただけだ。

「ナッツ」

　文ふみ弥やは有ゆ希きをコードネームで呼んだ。

　有ゆ希きがやや不満げな顔で室内に入ってくる。出番を取り上げられたのが面白くなかったのだろう。

「彼女たちを見張っていてください」

「おいっ」

　有ゆ希きが抗議の声を上げ掛ける。

「まだ、暗示が残っているかもしれません。念ねんの為ためです」

　しかしそう言われてしまえば、有ゆ希きも大人しく命令に従うしかなかった。

　代表室の扉を音も無く吹き飛ばして中に踏み込む文ふみ弥やと黒くろ川かわの背中を、有ゆ希きは指をくわえて見送った。
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　代表室の扉は自動のスライドドアではなく、ノブを回して手で開ける内開きの物だった。

　文ふみ弥やは振動系魔法で音を遮断し、続けて発動した移動系魔法でドアを内側に吹き飛ばした。粗雑に見えるが、扉にトラップが仕掛けてあった可能性を考えてのことだ。

　黒くろ川かわが先に代表室へ踏み込み、文ふみ弥やがその背中に続く。

　窓の無い、圧迫感をもたらす室内には誰もいなかった。

　しかし文ふみ弥やと黒くろ川かわは、有ゆ希きから隠し部屋のことを聞いている。そうでなくても、壁の向こう側に潜む人の気配が、二人には手に取るように、いや、目で見ているように分かった。

　文ふみ弥やと黒くろ川かわが顔を見合わせる。

　黒くろ川かわが文ふみ弥やに向かって頷うなずく。

　文ふみ弥やは隠し部屋の気配に向けて、手加減したダイレクト・ペインを放った。

　壁の向こう側からは、何も聞こえない。

　だが二年前と違って、文ふみ弥やは肉眼に頼らなくても魔法を照準できるようになっている。

　自分が放った魔法の手応えを、感じ取れる。

　彼の魔法は、確実に痛みを与えている。

　文ふみ弥やは再度、気絶しない程度に少し強めたダイレクト・ペインを放った。

　微かすかな絶叫が、代表室の空気を震わせた。隠し部屋の防音は、完全と言える水準ではなかったようだ。

「そこから出てくるまで、攻撃を続けます」

　文ふみ弥やが壁に向かって話し掛ける。カメラとマイクの場所は分からないが、隠し部屋の定番として、こちら側の様子は見えているし聞こえているはずだ。

　彼の推測が正しいことは、すぐに分かった。

　文ふみ弥やが脅しを掛けた直後、目の前の壁がスライドする。有ゆ希きに聞いた通り、見事な偽装だ。

　ミドルエイジの女性が隠し部屋から出てきた。覚おぼ束つか無ない足取りで文ふみ弥やの前まで歩いて、力尽きたようにへたり込む。

「小こ西にし蘭らん、またの名を西シー小シヤオ蘭ランですね？」

　文ふみ弥やが小こ西にしの頭上から、冷たい声を浴びせた。

　小こ西にしが驚きよう愕がくに染まった顔を上げる。文ふみ弥やを見上げる彼女の目は「何な故ぜそれを」と問い掛けていた。

「去年の夏に壊滅した香ホン港コンマフィア・無頭竜No Head Dragonの日本における現地協力員」

「どうして……」

　小こ西にしが苦しげな声を絞り出す。ダイレクト・ペインがもたらすダメージは、そう簡単に消えるものではない。今も存在しない傷口が声高に痛みを主張しているはずだ。一言喋しやべるのも、今の小こ西にしにとっては苦行だろう。それでも、彼女はその呟つぶやきを閉じ込めておけなかった。

　だからといって、文ふみ弥やがそれに応える義理は無い。

「貴女あなたには訊ききたいことがあります」

　彼は小こ西にしに、一方的にそう告げた。

「黙秘するなら、再び痛みを与えます」

　小こ西にしの顔が、恐怖一色に染まった。
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　扉は文ふみ弥やが壊したので、中の話はこちら側にも筒抜けだ。小こ西にしを脅す文ふみ弥やのセリフは特に聞き耳を立てなくても、有ゆ希きにも聞こえていた。

「可か愛わいい顔して冷酷なヤツだぜ……」

　ヤミの可か憐れんな容姿を思い浮かべながら、有ゆ希きは呆あきれたように呟つぶやく。彼女は相変わらず、有ゆ希きよりも美少女だ。最近は男を狂わせる色気のようなものさえ漂い始めている。

　以前はヤミの美少女ぶりに嫉妬を懐いだいたこともあった。だが最近は、文ふみ弥やに対して同情を覚えるようになっている。いや、同情と言うより憐あわれみか。

　文ふみ弥やは女装を嫌っている。化粧をする時やスカートを履はいた直後の態度で何となく分かるし、愚痴をこぼしているのを聞いたこともある。

　だがあれだけ似合っていれば、止めさせてもらえないだろう。それに、文ふみ弥やとヤミは確かに、全くの別人に見えるのだ。高精度のカメラで骨格照合をすれば分かってしまうだろうが、肉眼で見ただけで二人が同一人物と言い当てることができる人間は、まずいないに違いない。身元を隠す変装という目的に、あれ以上のものがあるとは思えない。

「ああいう冷たいセリフも似合っているけどな」

　ヤミは「きれい」よりも「可か愛わいい」タイプの美少女だが、「甘い」美少女ではなく中性的な印象がある。そのべとつかない、さっぱりした雰囲気が、素っ気ない言行にマッチしているとも言える。

「その手の男には……」

　そこまで呟つぶやいて、有ゆ希きはいきなり口を閉ざした。独り言だ。幾らドアが無くなっているとはいえ、隣の部屋まで聞こえるボリュームではない。

　だが万一、文ふみ弥やに聞こえたら。きっと、陰険な仕返しが待っているに違いない。間違っても「マゾ趣味の男には堪たまらないだろう」などと口にしてはならない……。

　有ゆ希きは危険な思考から意識を逸そらす為ため、仕事に集中することにした。

　気絶している女たちを見張る。今、彼女に与えられた役割はこれだ。

（そろそろ意識を取り戻しても良さそうなものだが）

　そう考えながら、有ゆ希きは倒れている女の顔を一人一人のぞき込んでいく。長時間、気を失っているのは肉体にとって好ましいことではない。意識の喪失が長時間続くのは、脳に何らかの損傷が生じている可能性がある。その場合は、早期に治療しなければならない。

　近い順に見て回り、四人目で、有ゆ希きは見覚えのある顔を発見した。

（ハナ……。お前もかよ……）

　ほんの数時間前、有ゆ希きをここへ連れてきた女子大学生。魔法師に対する過剰な反感以外は、普通の若い娘に見えた。有ゆ希きにとっては潜入に利用させてもらっただけの他人だが、顔見知りというだけで、無関心にはなれない。

（堅気を利用したという点では、あたしも小こ西にしも同じなのかもな）

　有ゆ希きは教団に潜入する為ために、ハナを騙だました。

　小こ西にしは暗殺の手駒にする為ために、ハナに暗示を掛けた。

　程度は違っても、本質は違わない。有ゆ希きはそう思って、陰鬱な気分になった。

　ハナの顔を見詰めている最中、不意に、悲鳴が聞こえた。

　抜けていく命をつなぎ止めようとして虚むなしく足あ搔がく、そんな悲哀と絶望を乗せた、か細い悲鳴だ。

　有ゆ希きは何事かと、隣の部屋へ振り向いた。

　そして直感に従い、横っ飛びに床を転がった。

　すぐに体勢を立て直し顔を上げる。有ゆ希きは、自分が立っていた空間をナイフが貫いているのを目撃した。

　ナイフは、ハナの手に握られていた。

「ハナ、テメエ！」

「あはっ。ナッちゃん、それが貴女あなたの素顔？」

　ハナがゆっくり立ち上がる。

　首筋をチリチリと炙あぶる危機の感覚に駆られて、有ゆ希きは腰の後ろからナイフを抜いた。

　有ゆ希きとハナが、ナイフを向け合う。

　ハナの構えは洗練されたものではないが、刃物を人に向けるのに慣れている感じだった。

「……三味線を弾いてやがったのか？」

「三味線を弾く？　ええと、適当に調子を合わせるって意味だっけ。ナッちゃん、古い言い回しを知ってるんだね。でもこの場合は『猫を被かぶる』の方が適切だと思うよ」

　にたり、とハナが笑う。その笑みは、昼間とは別人のものだった。
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「そんなことはどうでも良いい！　テメエ、素しろ人うとじゃねえな？」

「猫を被かぶっていたのも素しろ人うとじゃないのも、ナッちゃんの方じゃないかなぁ。あたしは普通だよ。少なくともプロじゃない」

「素しろ人うとは躊ちゆう躇ちよなく他ひ人とにナイフを突き出したりしねえ！」

「普通だよ。あたしが育ったスラムじゃあね」

「スラムだと？」

　思わぬ言葉に、有ゆ希きの構えが一瞬揺らぐ。

　ハナはその隙すきを逃さなかった。

　有ゆ希きの首を目掛けてナイフを振るう。喉のどを突くのではなく、横から刃を擦こすり付つけるような、引き切ることを目的としたナイフの用法だ。

　有ゆ希きは左手を跳ね上げて、ナイフを持つハナの右手を払った。そしてブレードではなく、ナックルガードをハナの腹に叩たたき込こもうとする。

　身体強化フイジカルブーストは切ってあったが、素の身体能力も有ゆ希きは平均的な成人男性を上回る。硬質樹脂のナックルガードを装着したパンチで殴られれば、大の男でも悶もん絶ぜつは免まぬがれない。

　ハナはその一撃を左腕で受けた。

　そのまま後ろにひっくり返り、後転で距離を取って立ち上がる。

「痛ぁ……。効いた効いた」

　ハナが顔を顰しかめる。彼女の左腕は、明らかに折れていた。

「そうそう、スラムの話だったね」

　それなのにハナは、何事も無かったように、有ゆ希きの疑問に答えた。

「あたし、フィリピンとのハーフだって言ったじゃん？　でも日本人とは言わなかったでしょう？」

「日本人じゃないってのか？」

「あたしはフィリピン人だよ。ミンダナオ島の出身。マラウィって知ってる？　そこのスラムが、あたしの育った所」

「お前、ムスリムの過激派か？」

　フィリピン、ミンダナオ島のマラウィは昔、イスラム教徒の武装組織の拠点があったとされている都市であり、その残党がテロリストとして日本にも出稼ぎに来ている。有ゆ希きはそう、亜あ貿ぼう社しやの研修で教わったことを思い出した。

「おっ、良く知ってるね。でもあたしは、イスラム教徒じゃないよ」

　ハナの口調は変わらない。だが彼女の瞳に、憎ぞう悪おの炎が点ともった。

「パパが何な故ぜマラウィに来たのか、あたしは知らない。あたしが知っているのはパパが日本人で、スラムのやばい連中相手に取引していて、ある日、殺されちゃったってこと」

　ハナがナイフで斬り掛かる。

　左手が折れている彼女は、バランスを崩している。ハナのナイフを、有ゆ希きは造作もなく躱かわした。

　有ゆ希きが舌打ちを漏らす。相手に付け込まれる隙すきを作っていた自分に、彼女は苛いら立だっていた。

「スラムって言っても、そんなに酷ひどい生活じゃなかったよ。犯罪が異常に多いだけで、衣食住には困らなかったかな。贅ぜい沢たくもできなかったけど」

　隣の部屋でバタバタと動き回っていた気配が消えた。

「でも、四年くらい前からますます物騒になってね」

　四年前。有ゆ希きはピンと来なかったが、沖おき縄なわが大だい亜あ連れん合ごうの侵攻を受け、佐渡島さどがしまが新ソ連の襲撃を受けた年だ。

「近所のみんなと、密航してきたの。幸い、難民と認めてもらえて送り返されなかった。パパが日本円で残してくれたお金があるから、生活にも不自由してない。でもね」

　ハナが憎々しげに有ゆ希きを睨にらむ。その憎ぞう悪おの強さは、有ゆ希きの息を吞のませる程のものだった。

　こちらの異常事態をようやく察知したのだろう。扉を壊した出入り口から文ふみ弥やが姿を見せる。

　有ゆ希きとハナが、同時に文ふみ弥やへ目を向けた。

　介入しようとする文ふみ弥やを、有ゆ希きが視線で押おし止とどめる。

　有ゆ希きがハナに目を戻し、ハナも有ゆ希きに目を向け直した。

「でも、何だ？」

　有ゆ希きが続きを促す。

　ハナは一瞬の躊躇ためらいの後、閉ざしていた口を開いた。

「帰化は、できなかった」

　ハナの声は、憎しみよりも怒りに満ちていた。

「パパの死体は遺髪も残っていなくて、あたしが日本人の血を引いていると証明できる物が無いから、って！　あたしが私生児で、法的な記録も無いからって！　あたしは半分日本人なのに！」

「それが許せないのか？」

「違う！　あたしは何が何でも日本人になりたいわけじゃないし、フィリピン人でいることが嫌になったわけでもない。正直言って、国籍なんかどうでも良いい」

「じゃあ、何だよ」

「あたしは証拠が無いからって、すぐに帰化することは認められなかった。でもアンナは、一緒に密航してきた友達は、友達だった子は」

　ハナの声が震える。彼女は深呼吸して、自分の気持ちを少しだけ落ち着かせた。

　ハナは今や隙すきだらけだ。これ以上の怪け我がをさせずに取り押さえるのも、有ゆ希きには難しくないだろう。

　だが、有ゆ希きは動こうとしなかった。

「あの子は、魔法使いになる素質があるって理由だけで、簡単に日本の国籍を取れた」

「……それが理由か？　ハナが、魔法師を憎む」

「そうよ！　ふざけんなっての！　何で半分日本人のあたしより、百年以上前の先祖に日本人がいたというだけのあの子が優先されなきゃならないの!?　魔法の才能があるってだけで！」

　ハナが荒く、息を吐く。少しずつ呼吸が落ち着くにつれて、彼女の表情も憑つき物ものが落ちたように穏やかさを取り戻していく。

　しかし、瞳の中で燃える憎ぞう悪おの炎は、消えていなかった。

「あたし一人が怒っても、どうにもならないってことは分かっている。あたしが騒いでも喚わめいても、この国は、世界は、何も変わらない。この団体に入ったのだって、本気で魔法使いがいない国に変えられるなんて思ったからじゃない。ただ何もしていないより、気が晴れるから。同じように魔法を嫌っている人と一緒にいると、安心できるから」

　ハナが右手に握るナイフを見て、自嘲気味に笑う。

「あたしは今の日常に、満足してたんだよ？　スラムの生活は、忘れようと思った。ナイフの使い方なんて、二年以上、思い出しもしなかったよ」

　でも、と付け加えたハナの声には、口く惜やしさが滲にじみ出していた。

「ここにも魔法使いがいたなんて。魔法で操り人形になって、言われるがままに人を殺そうとして」

　ハナの顔が、くしゃりと歪ゆがんだ。それは、泣き出すのを堪こらえるような表情だった。

「魔法が解けたら、忘れられていたことを、思い出しちゃった」

　ハナが有ゆ希きに目を向ける。憎みながら、すがるような眼まな差ざしで。

「ねえ、ナッちゃん。ナッちゃんの本当の名前は何？」

「……ナッツ」

「ナッツ、ね。それが貴女あなたの、殺し屋としての本当の名前？」

「そうだ」

「貴女あなたも魔法使いでしょ？」

　有ゆ希きは「違う」と答えられなかった。彼女は、自分を魔法師だと思ったことは一度も無い。だがハナが言う「魔法使い」は、魔法師だけを指しているのではないと、何となく理解していた。

　普通の人間が持っていない異能の遣い手、有ゆ希きのような異能者も指していると、この瞬間に理解した。

「あたし、魔法使いがいない世界に行きたい。でもこの世界から魔法使いの存在を無くせないなら、あたしがいなくなるしかない」

　ハナが持つナイフの切っ先が、有ゆ希きの喉のどに真まっ直すぐ向いた。

「ナッツ。あたしを殺して！」

　ハナの刺突は、彼女が繰り出した攻撃の中で、最も鋭く、洗練されていた。

　一直線に、有ゆ希きの喉のどへ迫る切っ先。

　有ゆ希きは異能で強化された左手でハナの右手首を摑つかみ止め、

　右手のナイフを、ハナの心しん臓ぞうにスルッと突き刺した。

　ハナの右手から凶器が落ちる。

　有ゆ希きはハナの右腕をはね上げてその下を潜り、彼女の右横に移動した。

　ナイフを抜く。

　血が勢いよく噴き出した。

　有ゆ希きはハナの背後に回り、彼女を横向きに床へ寝かせた。

「……あはっ。一番きれいな死に方を、させてくれるんだね……」

　心しん臓ぞうを圧迫せずに切り裂けば、目や鼻や耳から血が流れ出すことはない。急激な出血は速やかに意識を奪い、死斑をほとんど残さない。横向きの姿勢は血ち溜だまりに全身を浸すことがない。ハナが最さい期ごに残したとおり、これはきれいな死体を残す為ための殺し方だった。

「……Ｎｕｔｓ　ｔｏ　ｙｏｕ」

　くたばっちまえ、という有ゆ希きの決めセリフ。だが二人の決着を見守っていた文ふみ弥やには、彼女が「安らかに逝ゆけ」と告げたように聞こえた。
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「気が済みましたか？」

「小こ西にしのヤツはどうなった」

　有ゆ希きは文ふみ弥やの問い掛けに答えず、逆にそう訊たずねた。

　有ゆ希きは文ふみ弥やの顔を見ていない。彼に横顔を向けている。

　文ふみ弥やは、有ゆ希きから答えを得ることに拘こだわらなかった。

「呪殺されました」

「呪殺!?」

　しかしこれには反応せずにいられなかったようで、有ゆ希きは勢いよく文ふみ弥やの方へ振り向いた。

「呪い殺されたって意味か？　一体誰が……」

「達たつ也や兄さんの暗殺依頼を誰が仲介したのか、白状させようとした途端でした。苦しげに胸をかきむしり、前のめりに倒れた時にはもう心しん臓ぞうが止まっていました」

「……単なる心しん臓ぞう麻ま痺ひじゃねえのか？」

「倒れた小こ西にしの背中、ちょうど心しん臓ぞうの裏側辺りから、黒い影でできた全長三十センチ程の芋虫が這はい出だしてきても？」

　有ゆ希きが目を見開き、息を止める。

「その芋虫は見る間に空気の中へ溶けてしまいました。あれは明らかに、古式魔法で作られた使い魔の一種ですね。多分、大陸の方術系だと思います」

「……使い魔？」

　その問いを口にすることで、有ゆ希きは呼吸を取り戻す。

「そんな物が実在するのか？」

「日本では流は行やっていませんけど。……ナッツ、どうしたんですか？　顔色が悪いですよ」

　電源室からの電気供給が止まり、部屋を照らすのは内蔵電池の電力を使った非常灯だけだ。薄暗い所せ為いで分わかり難にくかったが、よく見れば有ゆ希きの顔は青ざめていた。

「何でもねえよ」

　有ゆ希きはすぐに答えを返した。少々、即答過ぎる感がある反応だった。

「ははぁ、なる程……」

　文ふみ弥やが訳知り顔で頷うなずく。

「何だよ」

　有ゆ希きは苛いら立だった声を返したが、顔は青いままだ。

「芋虫が怖いんですね？」

「怖くない！　気色悪いだけだ」

「ナッツも女の子だったということですか」

「女の子って年じゃねえよ！」

　文ふみ弥やの生なま温ぬるい視線に、自分がど壺つぼにはまりつつあることを自覚した有ゆ希きは、「そんなことより」と強引に話題転換を図った。

「これからどうするんだ」

「引き上げます。横取りされたのは残念ですが、ターゲットが死んでしまっては、もうどうしようもありません」

「それもそうだな」

　有ゆ希きは廊下へ続く出口へ身体からだを向けて、首を捻ひねり、チラリと背後を見た。

「後悔しているんですか？」

　すかさず文ふみ弥やが問う。

　タイミングが良すぎたのだろう。有ゆ希きは話を逸そらせなかった。

「ハナが殺して欲しいと願ったのは、一時的な感情の高ぶりによるものだ。生かしておけば、気も変わっただろうさ」

「殺さずに済ませられたと？」

「いや……。一時の気の迷いだろうと、ハナはあたしを殺そうと刃を向けた。だったらあたしが手加減する理由は無い。あたしは殺し屋で、正義の味方じゃないからな」

「正義の味方になる必要はありません。貴女あなたは、私の部下であれば良いんです」

　有ゆ希きが大きく瞬まばたきをする。

　文ふみ弥やはヤミの顔で、人の悪い笑みを浮かべていた。

「へいへい。あたしはお前の手駒、いや、道具だよ」

「道具だなんて思っていませんよ。せいぜい奴隷ですね」

「……おい。今、ちょっぴり本気が混じっていただろ」

「冗談に決まっているじゃないですか。黒くろ川かわ、死体を片付けさせてください。気絶している女性も連れて帰ります」

　黒くろ川かわの「了解しました、ヤミお嬢様」という声を背中で聞きながら、文ふみ弥やは有ゆ希きを追い越して、死体と、気絶しているだけの肉体が転がる部屋を後にした。

　有ゆ希きの「いいや、絶対に本気だったね」という声に追い掛けられながら。
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　五月二十三日、水曜日。

　鰐わに塚づかは依頼人と会う為ために、東とう京きよう湾岸の人ひと気けが無い倉庫街に来ていた。

「こんな所で会うと、かえって目立つんですけどねぇ」

　この待ち合わせ場所を指定してきたのは依頼人の方だ。鰐わに塚づかの好みは教育が行き届いた高級料亭だが、残念ながら依頼人は、現実に即していない妙な思い込みに囚とらわれているようだ。

　本来ならば、こういうクライアントとは会わない。依頼を引き受けるどころか、話を聞くことも避けるのが彼の流儀だ。だが今回は奇妙な縁で、その相手と会うことになった。

　依頼人の名は貝かい塚づか英えい吉きち。中堅電力会社で課長の肩書きを持っている。

　依頼の中身は今から聞くのだが、内容の調べは付いている。

　暗殺の依頼で、ターゲットは「司し波ば達たつ也や」。貝かい塚づかは岩いわ切きり、赤あか石いしの仲間で、この件について赤あか石いしの次の窓口になっている男だった。

　暗殺を請け負っていた小こ西にし蘭らんが変死したことは、昨日の段階でニュースになっている。同時に、小こ西にしの教団に加入していた女性信者が五人も行方不明になっていることとあわせて、『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』は大勢の警察官による捜査を受けていた。当然、暗殺の遂行を期待できる状況ではない。

　彼らと小こ西にしのつながりが暴かれる可能性はゼロではないというのに、貝かい塚づかは大胆にも、あるいは警察を甘く見ているのか、早速次の殺し屋にコンタクトを取った。

　貝かい塚づかが接触したのは、亜あ貿ぼう社しやだった。

　亜あ貿ぼう社しやは表向き──裏社会での表向きという意味だが──独立独歩の政治的暗殺業者だ。

　だが実際は、黒くろ羽ば家けの傘さん下かにあった。

　黒くろ羽ば家け次期当主である黒くろ羽ば文ふみ弥やの意志が司し波ば達たつ也やの暗殺阻止にある以上、この依頼を受けるわけにはいかない。

　同時に、すげなく断ることもできない。

　相手側から接触してきた以上、亜あ貿ぼう社しやとしてもアクションゼロでは済ませられなかった。

　黒くろ羽ば家けに対して、ポーズだけでも義理を果たさなければならない。そう考えた会社上層部は、対応を鰐わに塚づかに一任した。──丸投げした、とも言う。

　その結果が、この待ち合わせである。

　約束の時間の一時間前から待っていた鰐わに塚づかは、予定時刻の五分前に車が接近する音を聞いて車外に出た。そのまま愛車のボックスワゴンに寄り掛かるような体勢で待つ。

　程なく、彼の前にセダンタイプの大衆車が駐まった。

（……さすがに目立たない車種をチョイスするくらいの常識はありましたか）

　頭の中では相手のことを見下していても、それを表情から覚さとられるような素しろ人うとではない。鰐わに塚づかは実直な営業マンの表情で、貝かい塚づかが車から降りてくるのを待った。

（監視役は、ちゃんと見ていますね）

　鰐わに塚づかが一時間前からこの場に来ていたように、貝かい塚づかの手下、あるいは協力者も三十分前から少し離れた所に陣取っていた。到着早々、慌てて鰐わに塚づかに双眼鏡を向けた時には、気付いていないふりをするのに苦労した。

　岩いわ切きりや赤あか石いし、貝かい塚づかは確かに、会社の中では犯罪のプロなのかもしれない。

　だが裏社会で本物のプロとして生きている亜あ貿ぼう社しやの幹部や鰐わに塚づかの目から見れば、「アマチュアリーグのトッププレーヤー」でしかない。

　車を降りた貝かい塚づかが、一人で鰐わに塚づかの方へ歩いてくる。「一対一で会う」というこちらが出した条件を遵守しているというアピールだろう。周りの倉庫に見張りを配置しているのは、鰐わに塚づかとしても都合が良いいので気付かないふりだ。

「亜あ貿ぼう社しやの方ですか」

「はい。貝かい塚づかさんですね」

　本名で呼び掛けられて貝かい塚づかがあっさり認めたのは「まあ、こんなものか」と思うだけだった。あちらは一応、上場企業の正社員だ。身元を調べられればすぐに分かると、開き直っているのだろう。

（さあ、ミッションスタートです）

　鰐わに塚づかは、すぐにやって来るであろう衝撃に備えた。
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　貝かい塚づかが手配した見張り役は、倉庫の小さな窓やクレーンの運転席に陣取っていた。

　狙撃銃を持っている者はいない。では一体何の為ための見張りかと言えば、罠わながあったら事前に見つけ出して貝かい塚づかに会談を中止するよう警告する役目だったに違いない。

　有ゆ希きから見れば、実に中ちゆう途と半はん端ぱだ。足下に転がっている監視要員の死体を見下ろしながら、彼女は馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「シェル、準備は良いいか？」

　十日前に決めたばかりのコードネームで呼ばれて、奈な穂おは間違えないように意識しながら「はい、有ゆ希きさん」ではなく「はい、ナッツ」と答えた。

　奈な穂おが窓の前に移動する。ここから鰐わに塚づかと貝かい塚づかが話し合う場所まで、垂直距離で二十メートル、水平距離で五十メートル程度。直線距離で五十五メートル弱。奈な穂おの狙撃魔法の、射程距離内だ。

「風の影響をキャンセルする為ために、少し強めの魔法を使います。想子サイオンセンサーにキャッチされるかもしれません」

「逃げ出す算段は任せておけ」

　逃走手段を請け合った有ゆ希きに頷うなずいて、奈な穂おはＬ字型のハンドルを持つ日傘を窓の外に向けた。

　先端に穴が空いた石突きを、ライフルの銃口のように窓から少しだけ突き出す。

「死にともな　嗚あ呼あ死にともな　死にともな　深きご恩の　君を思えば」

　徳とく川がわ四天王の一人、本ほん多だ忠ただ勝かつの辞世の句。

　フラッシュ・キャストのキーワードを唱え、奈な穂おが目を細めた直後。

　日傘の先端から対物シールドでコーティングされた液体が飛び出し、鰐塚の背中に赤い華を咲かせた。

　鰐わに塚づかが前のめりに倒れる。

　すぐ目の前で人が撃たれて倒れる光景を見せられた貝かい塚づかは、足が竦すくんで動けない。

「かへらじと　かねて思へば　梓あずさ弓ゆみ　なき数に入いる　名をぞとどむる」

　続けて、次のキーワードを唱える。楠くすの木き正まさ成しげの息子、小しよう楠なん公こう・楠くすの木き正まさ行つらの辞世の句によって、先程とは別の起動式が奈な穂おの記憶領域から出力され、彼女の魔法演算領域に読み込まれた。

　キーワードを唱えながらハンドルからシャフトの根元に充塡しておいた水滴が、魔法シールドでコーティングされる。

　シールドに覆われてメタルジャケット弾を超える貫通力を得た水滴が、シャフトの中で加速され、魔法で定められた直線軌道を駆け抜けた。

　水滴の弾丸が貝かい塚づかの首に横から食い込み、その直後、魔法が解除される。

　水滴に作用していた魔法は、対物シールドと軌道固定。速度は、シャフトの中で行われた加速によって得られたもので、石突きから放たれた後は水滴自体が持っていた物理量だ。

　魔法シールドが解除されたことにより水滴は元の脆もろさを取り戻し、貝かい塚づかの皮膚の下で弾はじける。

　速度のエネルギーが浸透する圧力に変わり、貝かい塚づかの体組織を圧迫する。

　貝かい塚づかは水滴の爆発によって首の血管、頸けい椎ついの椎間板、頸けい椎ついの中を通る神経をズタズタに引き裂かれ、痛みを感じる間も無く即死した。
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　倉庫街から逃走して無事自宅にたどり着いた有ゆ希きと奈な穂おが一休みしているところに、来客を告げるチャイムが鳴った。

「有ゆ希きさん、鰐わに塚づかさんがお見えです」

「早かったな。上がってもらえ」

「分かりました」

　玄関まで迎えに出た奈な穂おに先導されてダイニングに姿を現した鰐わに塚づかは、血に染まったジャケットを清潔な服に着替えていた。

「その様子だと、回収班の手は借りなくて済んだようだな」

「ええ。貝かい塚づかの手下は、主人の死体を放置して我先に逃げ出しましたから。三十分も待つ必要はありませんでしたよ」

　彼の背中に咲いた赤い花は、紛れもなく彼自身の血で描かれていた。だが、彼の身体からだから流れ出た血ではない。奈な穂おが貝かい塚づかに放った弾丸はただの水だが、鰐わに塚づかに放った弾丸は事前に採取した彼の血に凝固阻止剤を混ぜたものだった。

　奈な穂おは鰐わに塚づかと貝かい塚づかで、異なる魔法を使用していた。

　鰐わに塚づかに使った魔法は、対物シールドが着弾の直前に解除されるもの。

　貝かい塚づかに使った魔法は、対物シールドが着弾の直後に解除されるものだった。

　彼らの立てた作戦は、まず鰐わに塚づかが狙撃されてみせることで、亜あ貿ぼう社しやが裏切りを疑われないようにする。

　その上で、貝かい塚づかを射殺。

　貝かい塚づかが配置した監視の目がすぐに無くなれば、鰐わに塚づかは自力でその場を離脱。監視の目が長時間残るようなら、亜あ貿ぼう社しやから回収班を出してもらい、鰐わに塚づかは死体を装よそおったまま現場を離れる。

　以上の手て筈はずだった。

「首尾は上々と言えるんじゃないか」

「そうですね。残りの四人が、どう動くか次第ですが……」

　司し波ば達たつ也やの暗殺を依頼したグループは、七人で形成されていた。その内の一人は有ゆ希きが事前に暗殺、二人は奈な穂おが息の根を止めている。

　鰐わに塚づかが言うように、残りは四人。

「多分、これで手を引くと思います」

　有ゆ希きは満足げに、かつ何ど処ことなくホッとした様子で頷うなずいた。

「奈な穂おの顔色もこの前よりマシなようだし」

　有ゆ希きが奈な穂おに目を向け、奈な穂おが恥ずかしそうに顔を背ける。

「途中、色々とトラブルもあったが、最終的には依頼完遂だな」

　有ゆ希きの言葉に、奈な穂おが呆あきれ顔がおで振り返る。だが、彼女の総括に文句は付けなかった。
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　横よこ浜はま市し山やま下した町ちよう、通称『中ちゆう華か街がい』と呼ばれている街の一角にある高級酒しゆ楼ろう。その店の奥、客が入ってこないオーナー用の部屋で、見み目め麗うるわしい青年がため息を吐ついた。

　彼の名は、周しゆう公こう瑾きん。三さん国ごく志しの英雄を連想させる芸名のような名前だが、本人によれば本名である。

「彼らは、手を引くことに決めましたか」

　彼らとは岩いわ切きりの仕事仲間のことだ。

　生き残った四人が会合を開き、司し波ば達たつ也や暗殺を断念すると決めたのは、つい一時間ほど前。その情報を周しゆう公こう瑾きんは、早くもキャッチしていた。

「始末する必要は、無いでしょうね。別の機会に利用できるかもしれませんし」

　今回周しゆう公こう瑾きんは、小こ西にしを紹介しただけだ。彼自身は何も損害を被こうむっていない。

　彼のことを喋しやべりそうになった小こ西にし蘭らんを使い魔で処分する手間は掛けさせられたが、それは岩いわ切きりの仲間たちの責任ではない。

「しかし司し波ば達たつ也やの背後には、一体何者が付いているのでしょうね？」

　小こ西にしの教団を襲撃した手て際ぎわは、周しゆう公こう瑾きんの目から見ても見事なものだった。国防軍の情報部でも、ああは行かないだろう。

「厄介な少年です……」

　司し波ば達たつ也やは周しゆう公こう瑾きんにとって、邪魔ではあるが、何が何でも排除しなければならない相手ではない。

　少なくとも、今のところは。

　少なくとも、分かっている限りは。

　だが周しゆう公こう瑾きんの直感は、司し波ば達たつ也やを今すぐ抹殺しなければならないと告げている。

　然さもなくば何時か、自分たちに、自分に破滅をもたらすのではないか。

　そんな気がするのだ。

「ですが今、最優先すべきは正体が判明していない『摩ま醯けい首しゆ羅ら』。そして、あの一族」

　周しゆう公こう瑾きんは、自分たちにとって最大の障しよう碍がいになっている一人の魔法師と一つの魔法師勢力に思考を向けた。

　彼は意識の中で、司し波ば達たつ也やへの対応を棚上げにした。
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　五月二十四日、木曜日。

　警視庁捜査一課の中堅刑事（部長刑事）である梶かじ谷たには、立て続けに持ち込まれる不可解な事件に頭を抱えていた。

「本当に……何をどうすれば、こんな殺し方ができるんだ？」

　彼が悩んでいるのは、昨日人ひと気けの無い倉庫街で殺された会社員の命を奪った凶器について。

　銃のようなもので撃たれたということは、傷跡の形状から分かっている。だが肝腎の銃弾が見つからない。現場をくまなく探してみても、被害者の死体を徹底的に解剖してみても、金属片一つ、樹脂の欠片かけら一つ見つからないのだ。

「尾お山やまは……『小こ西にし教きよう団だん』の方に駆り出されているか」

　いつもコンビを組んでいる捜査一課の若手刑事は、代表が変死し五人もの失踪者を出した『今よりも人間的な暮らしと社会を実現する会』、通称『小こ西にし教きよう団だん』の捜査に助すけっ人ととして参加している。

「あいつの言うように、魔法犯罪なのか？　センサーに引っ掛からない犯罪魔法師？　笑えない冗談だ」

　梶かじ谷たには尾お山やまが唱えていた「センサーが捉えられない犯罪魔法師」説を無理矢理冗談で片付け、再び頭を抱えて唸うなり始めた。





◇　◇　◇






　五月二十六日、土曜日の夜。

　有ゆ希きは文ふみ弥やに呼び出されて、先日と同じホテルの同じスイートルームに赴いた。

　今日の文ふみ弥やは、文ふみ弥やのままだった。

　少し小柄で少し線が細い美少年だが、何ど処こからどう見ても「男の子」だ。

　あの「美少女」と同一人物とは、到底思えない。

「ご苦労様、座って」

　文ふみ弥やに声を掛けられて、有ゆ希きは雑念を全力で追い出し、何食わぬ顔で腰を下ろした。

「小こ西にし教きよう団だんに暗殺の依頼を出していたグループが、計画を完全に断念したと確認できた。今回の件はこれで完了だ。ご苦労だったね」

　労ねぎらいのセリフに、有ゆ希きは無言で軽く、頭を下げた。彼女は仕事が一つ片付いたことに、浮かれてはいなかった。

「本来ならボーナスを渡すところだけど、今回はペナルティと相そう殺さいだ。僕が言っている意味が分かるね？」

「分かる。不服は無い」

　ペナルティは言うまでもなく、小こ西にしの邪じや眼がんに操られて亜あ夜や子こと奈な穂おを殺そうとしたこと。あれはその場で粛清されても仕方の無い失態だった。ボーナスカットくらいで済むなら安いものだ。有ゆ希きは本気で、そう思った。

「ボーナスの代わり、と言ってはなんだけど、有ゆ希きが気にしていることを調べてきたよ」

「あたしが気にしていることだって？」

　彼女は、とぼけたのではない。文ふみ弥やが何について言っているのか、本当に分からなかったのだ。

「山やま野のハナの母親は半年前、正確には六ヶ月と三週間前に横よこ浜はまで亡なくなっている」

「横よこ浜はま？　六ヶ月と三週間前？　おいっ、それって!?」

「そう。横よこ浜はま事変の犠牲者だ」

「……それもか」

「それも、と言うより、それが決定打だったんだろうね。あの時は、戦闘魔法師が矢面に立って戦っていた。山やま野のハナの母親は、魔法師部隊と侵攻軍の戦いの巻き添えになったのかもしれない」

「そりゃあ、魔法師が憎くもなるだろうぜ……」

　有ゆ希きが漏らした感想に、文ふみ弥やは何もコメントしなかった。

「山やま野のハナの父親は、国防軍の非合法工作員だった。大だい亜あ連れん合ごうの支援を受けている共産ゲリラの対抗勢力に武器を売って、あの国の浸透工作を妨害するのが任務だったようだ。彼の死亡は確認できた」

「両親ともに死亡、か……」

「彼女には兄弟姉妹もいない。正真正銘、天涯孤独の身の上だったよ」

「死んでも悲しむ者はいない……。そう言いたいんだろ？」

　有ゆ希きの問い掛けにも、文ふみ弥やは沈黙を守った。

「……文ふみ弥や、一つ訊きいても良いか？」

「答えられることなら」

「ハナが言っていたアンナ……あいつの友達で、日本に帰化した魔法師の消息は分かるか？」

「分かっている」

「教えてくれ」

　文ふみ弥やは有ゆ希きのリクエストに、即、応えた。

「日本名『仲なか間ま杏あん奈な』は四年前、日本に帰化し、その翌年、国防軍に入隊している」

「国防軍にいきなり？　大学にも防衛大にも行かずに？」

「魔法師の進路としては、別に珍しいものじゃない。……その後の経歴も聞きたいかい？」

　文ふみ弥やが躊躇ためらいを見せたことで、ろくなことになっていないのは推測できた。

「聞かせてくれ」

　だが有ゆ希きは、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで止めるつもりはなかった。

「入隊の翌年、つまり今から二年前、仲なか間ま杏あん奈なは演習中の事故で殉職していることになっている」

「ことになっている？」

「そう。実際は違う。彼女は軍の魔法師研究施設に送られ、今も実験台になっているだろう」「……死んだことにされて、今は実験台か」

「強制されているとは限らない。騙だまされているとも限らない。自発的に志願する魔法師は少なくないよ。自分の魔法力不足に悩む戦闘魔法師はね」

　文ふみ弥やの補足説明を、有ゆ希きはどうでも良さそうな顔で聞き流した。

「死んだことにされて、研究所の実験台になっているアンナ。日本人にはなれなかったけれど、平和な大学生としての生活を少なくとも二年は過ごしたハナ」

　有ゆ希きは文ふみ弥やから目を逸そらして、ボウッと虚こ空くうを見詰めた。

「どっちが幸運だったんだろうな……」

　有ゆ希きの独り言に、文ふみ弥やは答えを返さなかった。

　母親が横よこ浜はま事変の犠牲となった代償に、ハナが帰化を認められていたことも、文ふみ弥やは話さなかった。





（司波達也暗殺計画②　完）









　幕まく間あい『ある愚か者の消失』




　西暦二〇九六年四月末日。

　司し波ば達たつ也やが都心湾岸地域のマスコミ関係者が多く歩き回っている街を訪れたのは、ミーハーな目的ではなかった。

　この三日前、達たつ也やは一人の有名女優と取引をした。

　ある一高生とのスキャンダルを握りつぶす代わりに、自分の周りをウロチョロするな、という内容だ。今のところ経過観察中だが、件くだんの女優が約束を反ほ故ごにする様子は見られない。この取引自体については、達たつ也やはもう余り意識を割いていない。

　ただ彼女が取引を忠実に履行するのかどうか見張っている過程で、その女優の父親が新進メディアグループのオーナー社長であり魔法師に対して好意的な姿勢を取っていることを知った。その所せ為いで、反魔法主義を唱となえる人々の中でも過激な一派のヘイトを集めていることも。

　女優がしていたことも、達たつ也やにとっては大して実害がなかった。成人した子供が多少不愉快な真ま似ねをしたからといって、自分に有益な人材を見殺しにするのは得策ではない。

　達たつ也やはそう判断した。

　女優の父親が反魔法主義者によって重大な権利侵害を受けるなら、自分の関与が知られない範囲で手を貸すくらい、やぶさかではない。

　例えば、その男が経営するグループ会社の一つに仕掛けられた爆弾を、人知れず解体する程度のことならば。

　それは、巡り巡って自分の利益にもなる。達たつ也やが今日ここに足を運んだ、それが動機だ。

　爆弾を見つける為ために社屋のすぐ近くまで出向かなければならなかったが、解体するのに手で触れる必要は無い。見つけてさえしまえば何ど処こからでも「分解」は自由自在だ。

　達たつ也やは手製時限爆弾の原形を残したまま配線だけを外して無害化し、警察に匿名通報を入れて、今は家に帰るところだった。

　ここは東とう京きようの都心といっても、今世紀に入ってから人工的に開発された地域だからか、意外に緑地や空き地が多い。道も不必要に立体的配置で、その所せ為いかあちらこちらに監視カメラの死角がある。

　若い女性、いや、少女が暴力組織の構成員らしき黒服三人に襲われている光景を達たつ也やが目撃したのは、そんな死角に偶たま々たま目を向けたからだった。

　いつもであれば、達たつ也やは素通りしていただろう。この大都市で、目に留まった犯罪に一々関わっていたらきりがない。達たつ也やの場合は「目に留まる」だけでなく「眼に留める」こともあるから尚なお更さらだ。

　にも拘かかわらず彼が足を止めたのは、襲われている──まだ囲まれているだけだから「襲われようとしている」と言うべきか──少女に見覚えがあったからだ。

　達たつ也やの友人ではない。知人と表現するのも、微妙なところだ。

　彼がその少女を知っていたのは、レオと連れだって歩いている場面に一度遭遇しているからだった。

　名前は紹介されている。職業も。その時はバーチャルアイドルの「中の人」をやっていると本人から聞いた。今もその仕事を続けているのかどうかは分からない。

　彼女がレオと知り合った切っ掛けは、所属プロダクションとトラブルを起こして暴力沙汰に発展したのを助けてもらった、ということらしい。レオの口ぶりでは、彼女は一方的な被害者だったようだ。

　そういう経緯があるからか、レオは彼女のことを気に掛けているようだった。恋人には見えなかったが、レオは彼女のことを何となく放っておけないという印象だった。彼女の方は、レオが好きだと少し恥ずかしそうに言っていたが。

　そんな相手だったので、警察に通報くらいしてやろうと達たつ也やは立ち止まって携帯端末を取り出した。

　正直なところ、達たつ也やはそれ以上の関わりを持つ気が無かったのだ。自分の手で助け出そうなどとは、全く考えていなかった。

　黒服も、ナンパの失敗を暴力で憂うさ晴ばらしするチンピラには見えない。おそらく仕事上のトラブルの、延長線上の出来事だろう。下手に抵抗しなければ、警察が駆けつけるくらいの時間は無事でいられるはずだ。

　達たつ也やの計算違いは、その少女の視力が思い掛けないレベルで良かったことだろう。

「司し波ばさんっ！」

　少女が助けを求める声音で達たつ也やの名を呼んだ。黒服が達たつ也やへ振り向き、通行人が少女と黒服に目を向けてすぐに顔を背けた。ただその際、通行人の一部は達たつ也やにも非難の眼まな差ざしを投げ掛けていた。

　助けてやれよ、と彼らの目は語っていた。

　勝手な話である。だがここまで来ると、友人の知り合いを放置して帰るのは達たつ也やもさすがに気が引けた。

　レオに対する「貸し」を心に中に記帳して達たつ也やは少女へ足を向けた。

「宇う佐さ美み。またトラブルか？」

　宇う佐さ美みというのは、少女の本名だ。フルネームは宇う佐さ美み夕ゆう姫き。バーチャルアイドルとしての名は聞いていない。本人が名乗らなかったし、達たつ也やも興味が無かった。

　彼が彼女にぞんざいな口調で話し掛けたのは、以前会った時に本人からそうして欲しいと言われたからでもあるが、この場では、黒服に「ある程度親しい間柄だ」と誤解させる為ためだった。「また」と付けたのは、事情を知っているというハッタリだ。実際には、彼女とプロダクションの間で何があったのか、達たつ也やは具体的なことを全く知らない。

「司し波ばさん、助けてっ」

　少女が達たつ也やの許もとへ駆け寄ろうとする。

　しかし、黒服の一人が彼女の腕を摑つかんでそれを阻止した。

「失うせろ」

　別の黒服が、もっともらしい言い訳を並べるのではなく、いきなり達たつ也やを威い嚇かくする。

　達たつ也やのことをせいぜい大学生と侮あなどったのだろうが、この黒服たちが大して場数を踏んでいない下したっ端ぱだという証拠でもあった。この手の仕事に慣れていれば、第三者と揉もめるリスクは回避しようとするはずだ。脅すにしても、もっとオブラートに包んだ言い方をするだろう。

　無論達たつ也やは、その程度の脅しに恐れ入ったりしなかった。

　彼は携帯端末から音声通信ユニットを取り外すのではなく、ハンズフリー通話モードで一一〇番をプッシュした。

『はい、こちら警察です。どうかしましたか』

　音量を上げたスピーカーから、応対する警察官の声がはっきりと聞こえる。達たつ也やの耳にも、少女の耳にも、黒服の耳にも。

「助けてぇっ！」

　少女が、力一杯、叫ぶ。

　黒服が慌てて口を塞いだが、手遅れだった。

『どうしたんですか!?』

　ただ事ではないと、回線の向こう側で警察も判断したのだろう。切迫した声がスピーカーから流れ出た。助けを求める声が可か憐れんな少女のものだったのを聞いて、警官もやる気を弥いや増ましたに違いない。

「一人の少女が三人の黒服男性に囲まれています」

　達たつ也やが警察官の問いに答えた。その後、この場の詳しい住所を告げる。位置情報システムで何ど処こから通話されているのか警察は把握しているはずだが、念ねんの為ためだ。

「野郎！」

　黒服の一人が飛び出して、達たつ也やの持つ携帯端末に手を伸ばす。

　達たつ也やはその手をひらりと避けた。

　黒服が蹈鞴たたらを踏んで転びそうになる。

　その黒服は達たつ也やより背が高く、体重はずっと重いように見えたが、実力の方は体格程ではなかったようだ。自分の身体からだを持て余しているようでさえあった。

　隙すきだらけの体勢。叩たたき伏ふせるのは簡単だったが、達たつ也やは敢あえて何もしなかった。

　彼は視界の端で、自分を威い嚇かくした黒服が懐ふところに手を突っ込んだのを見た。

　達たつ也やは拳銃を警戒したが、男が取り出したのは木の鞘さやに収まっている、合あい口くちと呼ばれる短刀だった。

　着ている上下黒のスーツといい、意外に伝統を重んじる質たちらしい。

「何が可お笑かしい!?」

　達たつ也やは失笑を、わざと堪こらえなかった。

　分わかり易やすく言えば挑発なのだが、黒服は簡単に引っ掛かった。

　合あい口くちを腰だめに構え、黒服が連携を忘れて突っ込んでくる。

　達たつ也やはその腹に前蹴りを突き刺した。

　合あい口くちを手から落とし、黒服が前のめりに倒れる。

　最初に突っ掛かってきた黒服一号が今更のように達たつ也やの背後から組み付こうとする。

　多分、達たつ也やを羽交い締めにして動きを封じたかったのだろう。だが連携を組むべき仲間が倒れてからでは意味が無い。

　それに達たつ也やには、男に抱きつかれて喜ぶ趣味は無かった。

　相手が刃物を出してくれたのだから、もう過剰防衛を警戒する必要は無い。

　背後から襲い掛かってくる黒服に、達たつ也やの方から踏み込む。

　肘を胸の中央に打ち込み、膝のバネを使ってそのまま弾はじき飛とばす。

　黒服は舗装された地面に背中から落ちて、苦しげに転げ回る。胸をかきむしるような仕草は、上う手まく呼吸できないからか。

　少女の口を押さえていた黒服は、たったの一撃で倒されて地面に横たわる仲間の間で、何度も目を往復させた。そして、恐きよう慌こうを来した顔で少女を突き飛ばすようにして解放し、仲間を見捨てて、奇声を上げながら逃げていった。




　警察官が現場に駆けつけたのは、三人目の黒服が逃げ去った後、しばらくしてからだった。

　達たつ也やがＣＡＤを携行していた為ため、警官は当初彼に厳しい目を向けていた。

　だが、夕ゆう姫きが熱心に証言したのと現場に落ちていた合あい口くちに黒服の指紋が確認されたことにより、比較的短時間で達たつ也やは解放された。





◇　◇　◇






「……と、それで話は一件落着したはずだったんだけどね」

　達たつ也やが夕ゆう姫きを助けた、事件とも言えないアクシデントの、二日後の夜。

　密ひそかに──達たつ也やにも深み雪ゆきにも知らせずにという意味で──上京した文ふみ弥やは、黒くろ羽ば家けが定じよう宿やどにしているホテルの喫茶室で、あの夜の出来事をそう締めくくった。

「でも、例によってそれでは終わらなかったと？」

　文ふみ弥やの向かい側に座っていた小柄な少女が、むすっとした表情で彼にそう訊たずねる。

「その黒服たちは、芸能界のトラブルを種に稼ぐ程度の、単なるチンピラじゃなかったんだ」

　文ふみ弥やはコーヒーカップを手に取って口元に運んだ。

　今は少女に見まがうことはないが、女装すれば可か憐れんな美少女に化ける文ふみ弥やは素のままでも中々の美少年である。高校生男子にしては小柄な点が玉に瑕きずだが、こうしてシックな喫茶室でカップを傾けていると、それも「少年貴族」っぽさを醸かもし出だして、かえって絵になっている。

　それに小柄というなら、少女の方がずっと背が低い。男女の違いを考慮しても、かなり小さいと言える。ストレートロングの黒髪をヘアバンドで押さえている髪型と、胸にも腰回りにもボリューム感が無い体型は中学生以下にしか見えないが、勝ち気な眼まな差ざしは幼さを感じさせない。本当は、「少女」と呼ぶには相応ふさわしくない年齢なのかもしれない。

「襲われた少女、宇う佐さ美み夕ゆう姫きはただの『中の人』じゃなかった。失敗した調整体魔法師だったんだよ」

「失敗した？　魔法の才能が無かったってことか？」

　小さな「少女」が、勝ち気な眼まなこにだけは相応ふさわしい荒っぽい口調で文ふみ弥やに訊たずねる。

「そう。彼女は自分の意思で魔法を使えない」

「……それは、魔法師とは言えなくないか？」

「潜在的には魔法因子を持っているみたいだよ。彼女には魔法を使えなくても、彼女の子供には使えるかもしれない」

「……そういうことか」

　何事かを察した表情で、「少女」が軽くため息を吐ついた。

「調整体を作る金も技術も無い連中が、手っ取り早く魔法師を手に入れようと思ったら……」

「まあ、そういうことだね」

　文ふみ弥やは「少女」のセリフを最後まで言わせなかった。

　魔法の資質は遺伝する。魔法を使えなくても潜在的に魔法師である女性の子供が魔法師である確率は、魔法師でない両親から突然変異的に魔法師が生まれる可能性よりも高い。相手の男性が魔法師であれば、その確率はさらに上昇する。

　潜在的魔法師の少女を攫さらって魔法師との間に子供をたくさん産ませれば、その中から実戦レベルの魔法師が手に入る。そう考えるのは、決して根拠薄弱ではない。自前の調整体施設を建設する資金と技術の無い国が魔法師戦力を拡充する為ための、最も手っ取り早い手段とすら言える。

　ただ、攫さらう対象が国内の少女であれば人道上の問題だけに収まるが、外国から拉致するとなると、露見すれば外交上の大問題だ。一種の侵略行為として、武力による反撃を受けてもおかしくない。

　自分の国が余程の軍事的脅威に曝さらされていなければ、そのような暴挙には踏み切らないだろう。逆に言えば、切迫した軍事情勢下にある国家──例えば、大だい亜あ連れん合ごうの圧力に苦しむ東南アジア同盟諸国、中でも直接国境を接するベトナムや、海洋権益の露骨な侵害に悩むフィリピンであれば、軍の一部が暴走してしまうことは十分に考えられる。

「その黒服たちのバックには、フィリピンマフィアがいる」

　文ふみ弥やの種明かしは、「少女」にとって意外なものではなかった。

「フィリピンの連中かぁ……。妥当って言や妥当かな」

　片手の肘をテーブルに突き、長い黒髪に指を突っ込んで小さな頭を支え、「少女」が今度は深々とため息を吐つく。

「なあ……本当は聞きたくないんだけど、そのマフィア、あの人を狙ってたりするのか？」

　肘に頭を乗せたまま前髪の隙すき間まから目を上げて、「少女」が文ふみ弥やにそう訊たずねた。

「達たつ也や兄さんが狙われているんじゃなかったら、君にこんな話はしないよ、有ゆ希き」

「全く、あの人は……。トラブルに愛されすぎだろ……」

　少女──榛はしばみ有ゆ希きは、がっくりと項うな垂だれた。

　彼女はしばらくその姿勢で固まっていたが、そうしていても埒らちが明かないと思ったのか、意外にキビキビした動きで顔を上げる。

「……それから文ふみ弥や。何度も言うようだが、あたしの方がお前より三つも年上だ。タメ口は仕方無いけど、名前呼び捨てはヤメロ。有希さんと言え」

「僕も繰り返し言っていると思うけど、有希、僕は君の雇い主だよ？」

「へいへい……」

　どうせ聞き入れられないと思っていたのだろう。有ゆ希きは「さん付け」に拘こだわらなかった。まあ、彼女も「文ふみ弥や」と呼び捨てているからお互い様だ。

「それであたしは、その『中の人』をガードすりゃ良いいのか？　それとも、マフィアを始末するのか？」

　有ゆ希きの瞳から、ふざけ混じりの雰囲気が消えた。

　文ふみ弥やの唇からも、薄笑いが消える。

「黒服の始末を頼みたい。そっちの方が得意だろう？」

「まあね。あたしは殺し屋だからな」

　有ゆ希きが獰どう猛もうな笑みを浮かべた。目付きだけは鋭いが、それ以外のパーツが童顔な有ゆ希きには不似合いな笑みで、それがかえって彼女の異常性を際きわ立だたせた。

「フィリピンマフィアは僕の方で片付けるから、気にしなくて良いよ」

　文ふみ弥やが高校生の、日常会話の口調と表情で付け加えた。

　そこには、一ひと欠かけ片らの異常性も見られなかった。
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「非指定暴力団出でる多た興こう業ぎよう、ボスの名は三み角すみ健けん三ぞう……。三さん角かくでデルタ、安直すぎだろ」

　有ゆ希きは彼女の相棒が仕事に使っているワゴン車の中で文ふみ弥やから回ってきた調書を流し見て、呆あきれ声で呟つぶやいた。

「分わかり易やすくて良いんじゃないですか？」

　彼女の呟つぶやきに、運転席の男性が答える。彼は五年以上前から有ゆ希きの運転手、情報屋、武器の調達、小道具の調達、その他にも様々なバックアップを務めている、彼女の相棒だ。有ゆ希きにとっては最も気心の知れた相手と言える。

　だからこそ、彼の前ではついつい口が軽くなってしまう有ゆ希きだった。

「……行ってくる」

　余計なことを言ったと恥じているのか、有ゆ希きは男の言葉に直接応えず、助手席のドアに手を掛けた。

「ナッツ、お気を付けて」

　男の年齢は三十代後半。有ゆ希きの外見が年相応だったとしても、彼が敬語を使うのは奇妙な印象を与えただろう。だがこの二人の間では、これが普通だ。

　なお『ナッツ』というのは有ゆ希きの愛称、というよりコードネームのようなものだ。「榛はしばみ」で「ヘーゼル」、ヘーゼルナッツから『ナッツ』というわけである。『ｎｕｔｓ』には「木の実」以外に「狂的な」という意味もある。それも含めたコードだ。

「今日は偵察のつもりだけど、もしかしたらいきなりやり合う可能性もある」

「つまり、いつもどおりってわけですね。通信機はオンにしといてくださいよ」

「分かっているさ。何も無くても終わったら連絡入れるから、迎えをよろしく」

「任せてください」

　道路に降り立った有ゆ希きは、走り去る小型車を見送って、自分も行動に移った。
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　その暴力団は「指定暴力団」の指定も受けていない小規模な弱小組織だ。──ということに、なっている。

　本部も、持ちビルでこそあるが、四階建てのこぢんまりとしたものだ。だがその内部は、平凡な外見からは想像もできない「電子の要塞」になっている。

「ドン・カスティーヨ、そう慌てなさんな」

　壁に埋め込まれたヴィジホンのモニターに向かって、出でる多た興こう業ぎようの社長、三み角すみ健けん三ぞうが尊大な態度で嘯うそぶいた。

『三み角すみ社長。あんたは慌てるなと言うが、あれからもう一週間以上が経たっているんだぞ』

　モニターの中から、浅黒い肌の中年男性が苛いら立だたしげな口調で言い返す。

「だから？　何か不都合があったかね。代わりの商品は、もうそちらに届いていると思うが」

『商品は最初に指定してあったはずだ！』

「この手のビジネスに商品の差し替えはつきものだ。違うかね、ドン・カスティーヨ」

　東南アジアでも有数の規模を誇るマフィアのボス、カルロ・カスティーヨと、東とう京きようの片隅に事務所を構える小規模暴力団の社長、三み角すみ健けん三ぞう。力関係はカルロ・カスティーヨの方が上であるはずだ。

　だが実際に二人の態度を見比べると、終始余裕があるのは三み角すみ健けん三ぞうの方。どちらが格上かと訊きかれたならば、十人中九人が三み角すみだと答えるだろう。

『軍がそれで納得するものか！』

「ほぉ？　軍ねぇ……」

　三み角すみがニヤリと、わざとらしく笑う。

　カスティーヨは「しまった！」という表情で、動揺を露あらわにした。

「はっはっはっ。隠さなくても良いじゃないか。古今東西、洋の東西を問わず軍にはその手の需要があるものだと相場が決まっている。出荷した商品でどうお楽しみだろうとこちらは気にしない。まあ、今時の女子高生に軍のお偉いさんが熱を上げるだけの価値があるとは、ちょっと信じ難がたいが」

『い、いや、それは……』

「ああ、だからバーチャルアイドルの『素材』をご指定だったのか？　そいつは失礼した。そういう趣味だと言ってくれれば、こっちもお客さんの好みに合わせた女の子を仕入れたんだが」

『──改めて仕入れリストを送る。今度は確実に調達してもらいたい』

　一方的に切れたモニターに向かって、三み角すみは嘲笑を浮かべた。

「ロリコンの相手をするふりも大変だな、カルロ・カスティーヨ」

　三み角すみは、彼が送った潜在的な魔法師の少女たちを、フィリピン軍が本当は何に使っているのか知っていた。お楽しみの側面も付録についているが、それが主な目的ではない。

　だからといって、彼のビジネスにとっては同じことだ。条件に合う少女を仕入れて出荷する。商品が魔法師だろうとただの少女だろうと、やることは変わらない。

　ただ商品が特殊だと、それだけリスクは大きくなるが。

　それも、報酬が高いのだから、やむを得ないことである。

　三み角すみは椅子を回して壁のコンソールからデスクへ向き直った。

　本物のマホガニーで作られた重厚なデスクの上に置かれたインターホンのボタンを押す。すぐに『お呼びですか、社長』という返事があった。

「杉すぎ屋や、例の小僧について、何か分かったか」

『すみません。相変わらず名前と住所、魔法大学付属第一高校の二年生だということまでしか分かりません』

「何時まで掛かっている」

『面目ありません。どうやら司し波ば達たつ也やは、九きゆう重ちよう寺じに出入りしているらしく……』

「九きゆう重ちよう寺じ？　あの九ここの重え八や雲くもの弟子なのか？」

　それまで不機嫌そうに顔を顰しかめてはいても、余裕のある態度を崩さなかった三み角すみが、顔色を変えた。

『いえ、どうも、弟子というわけではないようですが……』

「だが、寺に通う程の間柄なんだな？」

『そのようです』

　三み角すみが苦い顔で考え込む。

　インターホンの向こう側で焦じれている気配が漂い始めた頃になって、三み角すみはようやく口を開いた。

「……九ここの重え八や雲くもは世俗に関わらないと公言している。司し波ば達たつ也やが弟子でないのなら、あの男が出てくることはないだろう。枯れ尾花に怯おびえていては、この商売、やってられん。それより、小僧と小娘の関係は分かったか？」

『はい。宇う佐さ美み夕ゆう姫きの「男」が司し波ば達たつ也やの友人でした』

「……それだけか？　それだけの関係しか無い小娘を、ヤクザから助けたと？」

『そうなります』

「…………」

『社長？』

「その司し波ばって小僧、本気でいかれてやがるな……。調査は打ち切りだ。その小娘からも手を引く」

『良いいんですか!?　それじゃあ、我々の面めん子つが……』

「面めん子つなんてくだらないものは、本物のヤクザに喰くわせておけ。いかれた小僧を相手にしても割に合わん」

『──分かりました』

「ああ、ちゃんと保険は掛けとけよ」

『心得てます。小僧の家を狙える位置にグレネードを持たせてありますが』

「それでいい。あとは……、そうだな。この前の仕事に使ったバイト連中は、足が着く前に全員処分しろ」

　少女たちの拉致に使った黒服は、出でる多た興こう業ぎようの正社員ではない。薬と術で黒服に仕立てたアルバイトだ。教育に大した費用が掛かっているわけでもないので、使い捨てにしても三み角すみの懐ふところは痛まない。

『すぐに埋めさせます』

「警戒を怠るなよ。マッドは何を仕出かすか分からんからな」

　あるいは、手を引く決断が遅すぎたかもしれない。

　三み角すみはそんな、一抹の不安を覚えつつ、フィリピンから早速送られてきたリストに目を通し始めた。
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　榛はしばみ有ゆ希きの職業は、殺し屋である。

　自分で言うように、彼女は人殺しを得意としている。潜入や逃走のスキルも高い。

　魔法師ではない有ゆ希きは、魔法を使えない。それでもターゲットの近くに忍び入る技術は、魔法を使える暗殺者に劣らない。それは単なる自負ではなく、自他共に認める事実だ。

　だが、気づかれないように忍び込むことはできても、気づかれないように脱出するのは、余り得意とは言えない。彼女の逃走手段は基本的に、皆殺し、または幻覚ガス、酩めい酊ていガスの使用だからだ。

　だからターゲットに関する情報は、情報屋に依存している。それは黒くろ羽ば家けに雇われる前から変わっていない。殺し屋デビュー以来、ずっと「組織の殺し屋」として生きてきた彼女の仕事スタイルは、組織が調べた情報に基づいてターゲットに接近する手段を決定し、接近ルートと逃走経路だけは自分でも確認してから決行に踏み切るというものだ。

「こりゃあ、本当に要塞だな……」

　今回のターゲットである出でる多た興こう業ぎようのビルを自分の目で確認して、有ゆ希きは思わず呻うめいていた。

　有ゆ希きにはビルの内部構造を外から透視するような特殊能力は無い。「要塞」というのは単なる印象、直感だ。

　だが最後の最後で頼りになるのは自分自身の感覚だと、彼女は理屈ではなく確信している。実際に、組織が入手した事前情報と仕事現場の状況に食い違いがあって、直感に従った御お蔭かげで命拾いしたことがこれまでに何度もあった。

（あそことあそこにカメラ、あっちは赤外線か。あれはマイクロ波レーダーのアンテナだろうな……）

　それに、外から視認できる警備機器だけで有ゆ希きをげんなりさせるには十分だった。

　彼女は早くも、こっそり忍び込むことを諦めた。

（本当は爆弾とか使えりゃ良いいんだろうが……）

　あいにくと有ゆ希きの雇い主は、スマートな仕事を求めている。殺しの現場を血ち塗まみれにする程度なら許容範囲内だが、罪のない一般市民を巻き込むのは御ご法はつ度とだ。爆弾とか致死性の高いガス弾とかの使用はまずもって許可が下りない。──それに有ゆ希き自身、爆弾や毒ガスによる暗殺が好きではなかった。ガスは使うとしても非致死性のもの、爆弾は最初から論外だ。

（……強行突入で頭を潰して離脱、かな）

　我ながら脳筋な結論だが、他に手は無い。

　有ゆ希きは心の中でため息を吐ついた。




　だが幸い、この翌々日に思い掛けない情報が得られた御お蔭かげで、有ゆ希きは特攻作戦を免まぬがれることになった。
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「ドン・カスティーヨ……本気かね？」

『冗談でこのようなことは言わない』

「本気で来日すると？」

　信じられないという表情で──相手の正気を疑う口調で、三み角すみがヴィジホンに向かって問い掛けた。

「来日して商品を直接受け取り、自分でフィリピンに持ち帰るというのか!?　そんなリスクを冒す必要が何ど処こにある。日本の警察や税関は無能じゃないぞ！」

　事実、三み角すみはせっかく今まで上う手まくいっていた取引ルールを危険な方向に変えようとしている、カスティーヨの正気を疑っていた。

『三み角すみ社長、君の所せ為いだぞ』

　しかしカスティーヨが発狂したのではない証拠に、彼も大層、気が進まなげな顔をしていた。

『君が不良品を送ってくれた御お蔭かげで、クライアントがへそを曲げたのだ』

「不良品とは酷ひどい言い掛かりだ。俺は条件を満たした商品しか送っていない」

『確かにこちらが必要とする成分は含まれていたようだが、問題はそこじゃない。クライアントが特に指定した商品が、送られてきたパッケージに含まれていなかった。その所せ為いでクライアントは、面めん子つを潰されたと怒っている』

「面めん子つ、面めん子つか！　どいつもこいつも、何な故ぜそんな一円の価値も無いものに拘こだわりたがる。俺には理解できないのだがね、ドン・カスティーヨ！」

『面めん子つに何より拘こだわるのが君たちの業界慣行だと思っていたのだがね、三み角すみ社長』

　苛いら立だちを隠せない三み角すみに、画面の中のカスティーヨは皮肉っぽく唇を歪ゆがめた。

『とにかく、クライアントから直接買い付けに行けと言われれば、私は拒めない。船は既にこちらで手配した。二日後に横よこ浜はまで会おう』

「おい、待て！　二日後だと？　まさかこの電話は船の中からか？」

　ヴィジホンの画面がブラックアウトする。カスティーヨからの返事は無かった。

「……不用心なヤツめ。傍受されたらどうするつもりだ」

　三み角すみは激しい舌打ちを漏らした。

　だが、二日後に現在集めている商品を出荷するのはスケジュールどおりだ。倉庫の都合もある。船が手配できなくなったのならともかく、積み込む船が替わっただけでは、予定を変更できない。

「杉すぎ屋や！　ちょっと来い！」

　三み角すみはデスクのインターホンに怒鳴った。

　社長室のドアは、すぐにノックされた。

「社長、お呼びですか」

「入れ」

　三み角すみの不機嫌をむき出しにした声に、彼の右腕とも言うべき部下の杉すぎ屋やは、慌て気味に入室した。

「明後日あさつての取引に、カスティーヨが来ることになった」

「ドン・カスティーヨがですか!?　……羽はね田だに車を出しますか？」

　杉すぎ屋やは気を回したつもりだったが、返ってきたのは三み角すみの怒声だった。

「飛行機じゃない！　船だ！」

「えっ？　ですが、マニラから船だと取引に間に合わないのでは……」

「あの野郎、船の上から電話を掛けてきやがった！」

　三み角すみが珍しく逆上している理由が、杉すぎ屋やにもようやく分かった。

　三み角すみは豪胆な男だが、セキュリティに関してだけは臆おく病びようなくらい慎重だ。いや、几き帳ちよう面めんだ、と表現した方が正確かもしれない。そしてリスクを取ることは厭いとわないが、回避できるリスクを敢あえて冒すことを忌いみ嫌きらう。

　カスティーヨはこの二つの逆げき鱗りんに、同時に触れたのだ。

「……あの馬鹿がやらかしてしまったのは、もう仕方が無い。明後日あさつての出荷を中止にもできん。カスティーヨの野郎が来るなら、俺も立ち会わないわけにはいかん」

「手の者全員で警備に当たらせます」

「頼むぞ、杉すぎ屋や。根ね来ごろ衆しゆうの末まつ裔えいだという売り文句が空手形でないところを見せろよ？」

「お任せください、社長」

　杉すぎ屋やが三み角すみに向かって深々と一礼する。

　三み角すみはようやく落ち着いた様子で、椅子に背中を預けた。
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　西暦二〇九六年五月六日、日曜日。

　三み角すみとカスティーヨの、取引の夜。

　有ゆ希きは本ほん牧もく埠ふ頭とうの某倉庫に潜り込んでいた。

　周りには泣き疲れて気力を失った少女たち。年の頃は、小学校高学年から高校生というところか。彼女たちに紛れていても、有ゆ希きの外見は全く違和感がない。

　目立っていないのは少女たちが全員、浴衣ゆかたのような単ひと衣えの着物を着せられていて、有ゆ希きも仕事着の上に同じ単ひと衣えを重ねているからでもあった。

　監禁されているにも拘かかわらず少女たちは皆、清潔だ。売り物だから、ヤクザも彼女たちの見た目に気を遣っているのだろう。浴衣ゆかたのような着物は、サイズを気にしなくても良いからに違いない。

　何にしても、彼女たちに有ゆ希きの存在を気にする余力が残っていなかったのは好都合だった。騒がれないにしても意識を向けられるだけで、ヤクザの注意を引いてしまう恐れがある。

　倉庫に潜り込むのは簡単だった。見張りの意識は中から逃げ出すケースにばかり向けられていて、外からの侵入者は全くのノーマークだった。

　出入り両方を同時に、同じように見張るのは意外に難しい。それを有ゆ希きも知っているから、ヤクザを馬鹿にはしなかった。彼女は「想定外に有能じゃなくてありがとう」と思うだけだ。

「おい、出ろ」

　倉庫の扉が開いて、外からドスの利きいた声が掛かる。差し込んだ強いライトの光に、少女たちが目を覆ったり顔を背けたりした。

　有ゆ希きは目を覆うふりをして、扉付近をしっかり観察する。人数は扉の左右に二人ずつで四人。二人組は一人が銃を持ち、一人が金属探知機を持っている。ヤクザにしては随分と充実した装備だが、警備装置が異常に充実した本部ビルを見ている有ゆ希きは、意外感を覚えなかった。

　倉庫から連れ出す少女に一人一人金属探知機を向ける用心深さも想定内だ。むしろ、ボディタッチで検査されないのはありがたかった。数が多くて一人一人顔をチェックしないことにも、予想どおりとはいえホッとした。

　全員そろっているな？　へい、揃そろってます！　という問答が聞こえる。閉じ込めていた人数と連れ出した人数が一致しているのだから、倉庫の中の物陰にもう一人眠らされているとは普通、思わない。用心の為ために有ゆ希きは自分と背格好が一致する少女を選んだのだが、手当たり次第でも良かったかもしれない。

　それにしても、二十人以上の少女が外国に売り飛ばされようとしているのに、警察は気付かないのだろうか。有ゆ希きには、もっと騒ぎになっていても良さそうに思える。この国は治安が良いいことになっているが、都会の闇は善良な市民が考えているよりも遥はるかに深いのかもしれない。──殺し屋の有ゆ希きが言うことではなかったが。

　ペタペタと音を立てて少女たちが歩いて行く。下げ駄たではなくゴム底のサンダルを履かされているのは、さすがに足音が気になるからか。有ゆ希きも現代っ子として下げ駄たよりサンダルの方が動き易やすいので、この点はありがたかった。

　連れて行かれた先に、中型の貨物船が泊まっていた。少女たちはまさに、商品として出荷されるというわけだ。まあ、客船だと密航の検査が厳しいという事情もあるのだろう。

「ドン・カスティーヨ、日本へようこそ」

　ヤクザの中から一ひと際きわ立派な──値段が高そうな──スーツを着た五十前後の男が進み出て声を張り上げた。

　有ゆ希きのターゲット、三み角すみ健けん三ぞう。写真で見たより小柄に感じられた。ただ、貧相な印象は無い。むしろ、もっと大きな組織を率いていてもおかしくないと感じられる。

「三み角すみ社長、久し振りだな」

　対照的に、カスティーヨは写真より恰かつ幅ぷくが良かった。今時「肥ふとりすぎている」と見えるのは、男性でも女性でも珍しい。肥満は薬で治療できるから、カスティーヨの体型はわざとだろう。もしかしたら彼が暮らしている辺りでは、肥満が富を示すとかいう文化なのかもしれない。そうだとすれば、少々時代錯誤なように有ゆ希きには思われた。

　とにかく、ターゲットは確認できた。これ以上観察している意味は無い。

　有ゆ希きは、仕事に取りかかった。

　単ひと衣えの着物が宙に舞う。

　有ゆ希きが着物を脱いで勢いよく駆け出したのだ。

　抵抗の気力を失っていたはずの少女による突然の奇行に、ヤクザもマフィアも呆あつ気けにとられた。

　着物を脱ぎ捨て裸になった少女が、後ろに逃げ出すならともかく、前へ向かったのだから戸惑いは余計だった。

　有ゆ希きはサンダルも脱いでいる。一見裸は足だしに見えるが、防刃繊維のタイツで足は全面カバーしている。裸のように見えるのも当然錯覚で、肌色の、レオタードのようなボディスーツを着ていた。

　有ゆ希きが脇に張り付く薄いホルスターから小型ナイフを抜いた。柄は樹脂、刀身はガラス。金属探知機に引っ掛からない暗殺用の特注品だ。

「社長！」

　あっという間に三み角すみへ肉薄した有ゆ希きの前に、背の高い中年の男が立ちはだかる。

　彼の顔も文ふみ弥やから回ってきた資料に載っていた。三み角すみの側近で杉すぎ屋やという名だ。御お蔭かげで有ゆ希きは、戸惑いを覚えずに済んだ。

　有ゆ希きは迷い無く杉すぎ屋やの喉のどにガラスのナイフを突き込んだ。

　真まっ直すぐに刺し、真まっ直すぐに引き抜く。

　ナイフはほとんど抵抗を受けず──心理的には何の抵抗も無く、杉すぎ屋やの命を奪った。

　杉すぎ屋やの喉のどから血が噴き出す。

　有ゆ希きは既に、彼の横を通り過ぎている。仕事の邪魔になる返り血を浴びるような、素しろ人うと臭くさい真ま似ねはしない。

　三み角すみは杉すぎ屋やに突き飛ばされたのか、先程立っていた位置より一歩分有ゆ希きから遠ざかっていたが、その程度は誤差の範囲内だ。

　彼女が三み角すみを仕留め損なったのは、それが理由では無かった。

　有ゆ希きは足を止め、タイムラグゼロで横に跳んだ。

　直進していれば彼女の胸があった場所を、銃弾が横切った。

　拳銃では無い。狙撃銃の弾丸が、次々に有ゆ希きを襲う。

　控えめに見ても一流の狙撃手が少なくとも十人以上、コンテナの上やクレーンの中に配置されていた。

　有ゆ希きは小さなコンテナの陰に転がり込んで舌打ちを漏らした。

　撃たれる直前になるまで狙撃手の気配に気付かなかった自分に腹を立てて。

　油断していたつもりは毛頭無い。普通のスナイパーであれば、走り出す前に気付いていた。

（根ね来ごろ衆しゆうの末まつ裔えいって、こういうことかよっ！）

　江戸幕府、百人組の一つ、根ね来ごろ組ぐみ。彼らは忍者──忍術使いであったという説もあるが、一般には鉄砲隊だったと伝えられている。

　実を言えばこの両説は、どちらも正しい。鉄砲が特殊な技術であり、百人組が鉄砲で武装した歩兵部隊だったのは紛まぎれもない事実だ。

　しかし同時に、根ね来ごろ衆しゆうは優れたスナイパーの一団だった。スナイパーの必要条件は、敵に察知されないこと。姿を隠し、忍耐強く狙撃のチャンスを待つ。それは忍者に必要な資質とも一致している。

　昔の鉄砲は装弾に時間が掛かり、射撃後無防備になるのは後込め銃が普及した近代以降の比では無い。根ね来ごろ衆しゆうは狙撃手として、同時に忍びの技術も身につけていたのである。

　有ゆ希きは感覚を研ぎ澄ませ、銃声から狙撃手の位置を割り出そうとした。

（……全部で十三人。よし、覚えた！）

　有ゆ希きは弾たま除よけに使っていたコンテナの陰から飛び出した。

　前方からの銃弾を、身体からだ一つ分横にずれて躱かわす。

　少女の絶叫は、流れ弾が当たったからか。

　有ゆ希きは心の中で謝罪の言葉を、呟つぶやかなかった。そんな余裕は、今の彼女には無い。

　一瞬だけ足を止めて、横から跳んできた銃弾をやり過ごす。

　ダッシュしながら身を屈かがめて、斜め前からの銃弾を避ける。

　ライフルの弾が見えているわけではない。

　有ゆ希きは射手の位置から射線を予測し、敢あえて直線的な動きをとることで相手の反応を誘導する。さらにその裏をかくことで狙撃を躱かわしているのだ。

　有ゆ希きは魔法師ではない。仮に魔法師だったとしても、こんな躱かわし方は普通、できない。

　彼女は異能者だった。魔法の技能は持たなくても、異能の力は持っていた。

　榛はしばみ有ゆ希きの異能は、身体強化フイジカルブースト。身体からだの強度を上げるのではなく、運動能力を引き上げる。無論、引き上げられた身体能力に耐えられるよう肉体は強化されているが、銃弾を撥はね返すとか高層ビルの屋上から飛び降りても死なないとか、その手の超人能力──超人的能力ではなく、超人にしか備わらない能力──ではない。

　あくまでも運動能力と知覚能力を引き上げるフィジカルブースト。それに加えて、その異能をフルに活いかす、幼い頃から課せられてきた暗殺訓練。

　彼女の両親もまた、忍者だった。

　古式魔法師の忍術使いではなく、先祖伝来の訓練により高度な身体操作技術を獲得してきた特殊な兵士。それが有ゆ希きの家系だった。

　有ゆ希きがそれを知ったのは両親の死後。彼女が殺し屋になったのは、両親の仇かたきと相討ちになりかけたところを暗殺結社のトップに拾われた結果だ。

　仇あだ討うちは決して両親が望んだものではなく、彼女が殺し屋になったことに両親の意志は介在していない。

　だがこうして銃弾が飛び交う中を駆け抜けることができるのは、間違いなく有ゆ希きが両親から受け継いだ能力によるものだと言えよう。

　とはいえこのまま状況が推移していたならば、射殺されるのは時間の問題だった。そもそも遮しや蔽へい物ぶつに乏しい地形条件下で高所からの射撃を躱かわせる方がおかしいのだ。有ゆ希きもずっと回避し続けられると考えたわけではない。頭を──三み角すみを仕留めれば攻撃も止やむと希望的に推測しただけだ。

　実際には有ゆ希きが撃ち殺される未来も、三み角すみを殺して攻撃が中断される未来も、どちらも現実にはならなかった。

　七発目が有ゆ希きの肩を掠かすめたのを最後に、狙撃は止やんだ。

　有ゆ希きの異能により強化された聴力は、囚とらわれている少女たちのものではない、くぐもった苦鳴を拾った。

　続けざまに、合計十三回。

　それは、有ゆ希きが聞き取ったスナイパーの人数に一致していた。

（文ふみ弥や、遅いんだよ！）

（ナイスタイミングだ、文ふみ弥や！　助かった！）

　有ゆ希きは心の中で、相反する感想を同一人物に対して同時に叩たたき付つけながら、ターゲットへ向かって一直線に駆けていく。

　三み角すみの前に立って自分に拳銃を向けている相手に、有ゆ希きは手に持つナイフを投げつけた。

　ガラスの刀身が護衛の喉のどに突き刺さる。

　武器を失っても、有ゆ希きの足は鈍らなかった。

　三み角すみの右手にも拳銃が握られている。彼はどうやら、自分の手は汚さないというタイプではないようだ。

　だが、遅い。

　銃口が有ゆ希きに向かって持ち上がる前に、彼女の右足が三み角すみの右手にヒットした。

　靴を履いていない有ゆ希きの爪先が、三み角すみの手首、その内側に突き刺さる。

　異能による末端の強化ではなく急所を捉える技で、有ゆ希きの蹴りは三み角すみに拳銃を手放させた。

　回し蹴りの足を下ろさず、そのまま横蹴りに変えて、有ゆ希きの足刀が三み角すみの腹を抉えぐる。

　年に似合わず三み角すみの腹筋は良く鍛えられていたが、正確性重視からパワー重視に切り替えた有ゆ希きの蹴りには耐えられなかった。

　両手で腹を押さえて、三み角すみが後あと退ずさる。

　その顔面目掛けて、有ゆ希きが膝蹴りを放つ。

　三み角すみはその蹴りに反応して見せた。

　だが両手を交差させた十字ブロックは直撃を避けても勢いは受け止めきれず、三み角すみは後ろにひっくり返った。

　その隙すきに、有ゆ希きはナイフを回収した。

　逃げようとする三み角すみの胸に膝を落として動きを止め、そのまま喉のどを搔かき切ろうとする。

「ナッツ、ストップ」

　そこに、聞き慣れた声による制止が掛かった。

　有ゆ希きは三み角すみの喉のどにガラスの刀身を固定して、顔を上げた。

　彼女をコードネームで呼んだのは、ジャンパースカートを身に着けたボブカットの美少女。

「ヤミ、邪魔すんな」

　任務の為ために変装した、文ふみ弥やの艶姿だった。

　辺りを見回して、有ゆ希きは既に戦闘が終わっていることを認識した。

　フィリピンマフィアは完全に全滅している。

　出でる多た興こう業ぎようのヤクザも、誰一人立っていない。

　三み角すみが最後の一人だった。

「ナッツ、少し待ってもらえる？」

　有ゆ希きが「ヤミ」に変装した文ふみ弥やを睨にらむ。

　だが、文ふみ弥やは有ゆ希きの雇い主だ。立場的にも逆らえないし、有ゆ希きにとって腹立たしいことに戦闘力でも敵かなわない。

　三み角すみの喉のどからナイフを動かさないのが、有ゆ希きにできる精一杯の抵抗だった。

　文ふみ弥やはその状態のまま、三み角すみの顔をのぞき込むように見下ろした。

「出でる多た興こう業ぎようの三み角すみ社長ですね？」

「……そうだ」

　文ふみ弥やの問いに、三み角すみはじっと固まったまま答えた。喉のどのナイフが気になるのだろう。──なお、文ふみ弥やの性別を気にした様子はなかった。

「人身売買について洗あらい浚ざらい喋しやべってくれたら、命だけは助けてあげます。もちろん、証言の裏付けになる記録も渡してもらいますが」

　有ゆ希きは「何を甘いこと言ってる」という目で文ふみ弥やを見た。

　だが文ふみ弥やも自分の意思で三み角すみに取引を持ち掛けているのではなかった。

「取引相手は外務省です。信用してくれて良いですよ」

　既に外国へ売られてしまった少女たちを救い出す為ため、人身売買組織のトップの身柄を確保して欲しい。そんな要請が、幾つもの仲介を挟んで文ふみ弥やの許もとへ、正確には文ふみ弥やの父親の許もとへ、つい先程舞い込んでいたのだ。

「商売相手を売れるものか」

　三み角すみの返答は、まさかの「Ｎｏ」だった。

　文ふみ弥やを少女と侮あなどっている風ではない。虚勢ではなく、本気でそう言っているように見えた。

「貴方あなた自じ身しんの命が懸かっているんですが？　脅しではありませんよ。そこの彼女は凶暴ですからね。私と違って、すぐに殺してしまいます」

　文ふみ弥やのセリフを横で聞いていて、有ゆ希きは心の中で小馬鹿にするように鼻を鳴らした。

　確かに文ふみ弥やは、相手をすぐには殺さない。だがそれは、殺さずに苦しめる特殊な魔法を持っているからだ。有ゆ希きに言わせれば、文ふみ弥やは相手に耐えようがない苦痛を与えて最終的には死なせてしまう質たちが悪いサディストだ。

「俺を殺せば、司し波ば達たつ也やって小僧の命も無いぞ」

　しかし三み角すみのそのセリフを聞いて、文ふみ弥やばかりか有ゆ希きまで顔色を変えた。

　三み角すみは、勝ち誇るように唇の両端を吊り上げた。

「あの小僧が相当大切らしいな」

「何をしようとしているんです？」

　文ふみ弥やが狼ろう狽ばいを隠せない口調で問う。

　三み角すみは、ますますはっきりと唇を歪ゆがめた。

「小僧の家を、グレネードで狙わせている。俺からの連絡が途絶えれば、グレネードでドカン、って寸法だ」

「馬鹿なことを……」

「形勢逆転だな。小僧を死なせたくなければ、俺を無事に逃がせ」

　文ふみ弥やは首を、横に振った。

　三み角すみの顔が怒気に染まる。

「おい、ハッタリだと思ってんのか？」

「……残念ながら、事実でしょうね」

「だったら、すぐにこの小娘をどけろ！　司し波ばって小僧がどうなっても良いのか!?」

「どうにもならないよ」

　文ふみ弥やがそれまでとは異なる冷たい声で、ぶっきらぼうに告げる。

「お前……？」

　この時まで、三み角すみの目には「ヤミ」が可か憐れんな少女にしか見えていなかった。だが冷淡な呟つぶやきと共に、「ヤミ」はいきなり、性別不詳の不気味な存在に変じていた。

「お前の手下ごときでは、達たつ也や兄さんには何もできない。試してみても良い」

「……お前、あの小僧の妹か？」

　文ふみ弥やは三み角すみの誤解を無視した。

「ナッツ、そいつを放してあげて。ただし、逃がさないようにね」

「面倒くさいことを……」

　そう言いながら、有ゆ希きは文ふみ弥やの言葉に従った。

　彼女の認識では、三み角すみは既に鬼籍に入っている。

　死者を殺すのは、殺し屋の仕事ではない。

　三み角すみが慌てて立ち上がる。

　素早く左右に目を配るが、逃げ出す隙すきは見当たらない。

「やってごらん、三み角すみ健けん三ぞう。その直後に、お前は死ぬ」

　目の前の少女が何を言っているのか、三み角すみには理解できない。

　理解できないまま、彼は正体不明の焦燥に駆られて携帯端末を取り出した。

　端末のロックを解除して、短い番号を打ち込む。

　それは達たつ也やの家を狙わせている部下に対する、暗殺決行の合図だ。

　理性的に考えればそれは、自殺行為だった。

　自分の命綱である──そう三み角すみが信じ込んでいる、達たつ也やという人質を手放してしまうことになるのだから。

　だが結果は、文ふみ弥やが言ったとおりになった。

　次の瞬間。

　三み角すみの身体からだの輪りん郭かくが崩れ、

　彼が立っていたところに、小さな鬼火が点ともった。




「達たつ也や兄さんだけならともかく、深み雪ゆきさんがいるご自宅を狙うなんて……」

「本っ当に、馬鹿なヤツだ……！」

　文ふみ弥やの言葉を受ける形で、有ゆ希きが心の底からの呟つぶやきを漏らした。

　かつて同じ大罪を犯し掛けて、地獄の淵ふちをのぞき込んだ記憶と共に。

　今、目の前で何が起こったのか、文ふみ弥やも有ゆ希きも理解している。

　深雪の殺害を命じた、その「縁」をたどって達たつ也やから「裁き」がもたらされたのだ。

　分解魔法による人体消失。

　遺骨すら残せない、この世界からの完全追放。

「……有ゆ希き、この仕事はこれで終わりだ」

　文ふみ弥やが気持ちを切り替えた声で、有ゆ希きに話し掛けた。

「……役人に引き渡さなきゃならなかったんじゃないのか？」

「仕方無いよ。外務省には資料で満足してもらう」

「……そうだな。いなくなっちまったものは仕方が無い」

　三み角すみを殺してしまったのは達たつ也やだ。

　しかし、達たつ也やに責任を取らせることなどできるはずがない。




　有ゆ希きには、達たつ也やを殺そうとした過去がある。




　そして、魂の芯に恐怖を刻み込まれた。

　その恐怖がある限り、達たつ也やを煩わずらわせることなど考えられない。

　達たつ也やのやることに、文句など付けられるはずがないのだ。

（触らぬ神に祟たたり無し）

　彼女は心の底から、そう思った。





（『ある愚か者の消失』　完）









あとがき




『司し波ば達たつ也や暗あん殺さつ計けい画かく』第二巻、如何いかがでしたか？　お楽しみ頂けましたでしょうか？

　このお話は公式Ｗｅｂサイトでも公開されていますが、文庫収録にあたり結構加筆しております。最終章は丸々追加しておりますので、読後感がＷｅｂ版とは少し異なるかもしれません。




　第一巻は西暦二〇九四年四月が舞台でしたが、この第二巻は西暦二〇九六年五月、本編『ダブルセブン編』と『スティープルテュース編』の間の出来事になります。

　かなり時間が跳んでいますが、元々このスピンオフシリーズは本編各エピソードの隙間に起こった出来事を描くという方針で企画を立ち上げたものです。第一巻は有ゆ希きと文ふみ弥やを引き合わせるのにちょうど良いい本編のエピソードが無かった為ため、本編開始前に舞台を設定しましたが、シリーズの構想から言えば、この第二巻から本来の構成になっていると言えます。

　このスピンオフは本編と違って一冊で一エピソード完結、または複数のエピソードを収録する形でシリーズを進めて参りますので、時系列が前後することもあるかもしれません。ただ、第一巻より過去に戻る予定はありません。




　新キャラクターの桜おう崎ざき奈な穂おは、本文中にも書かれているとおり、本編第二十五巻から登場した津つ久く葉ば夕ゆう歌かのガーディアン・桜おう崎ざき千ち穂ほの、歳の離れた妹になります。今のところ姉の千ち穂ほを『司し波ば達たつ也や暗あん殺さつ計けい画かく』に登場させる予定はありませんが、この二人を共演させるのも面白そうです。




　本文中で「偽にせ物ものの邪眼イビル・アイ」と書かれているのは、本編『入学編』のボスキャラ──と表現するには少しひ弱でしたが──、司つかさ一はじめが使った催眠術魔法のことです。本物か偽にせ物ものかで言えば確かにこの巻のボスキャラ、小こ西にし蘭らんの能力が「本物」なのですが、効力は司つかさ一はじめの「偽にせ物もの」の方が上です。

　なお、効果を「眠らせること」に限定すれば、ほのかの『ヒュプノ・アイ』の方がずっと強力です。魔法技能といい外見、特にスタイルといい、ほのかには「魔女」の素質があります（笑）。




　このシリーズは『魔法科高校の劣等生』のスピンオフですので、本編が終了したらこちらも終了します。逆に申せば、本編が続いている間はこちらも続けていくつもりです。第三巻も予定しておりますので、また御手にとって頂けましたら幸いです。





（佐さ島とう　勤つとむ）



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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